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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。








　目次







　序章

　一章

　二章

　三章

　四章

　五章

　六章

　七章

　八章

　九章

　終章

　あとがき

　プロフィール







































[image: ]




　その日は、人生最良の日となるはずだった。

　洗面所の鏡に映るのはいかにも上じよう機き嫌げんな自分の顔。母によく似た目め尻じりはだらしなく下がり、口元は緩ゆるんでいる。ポーカーフェイスを気取ろうとしても、笑えみをかたどろうとする表情筋きんを諫いさめることなどできなかった。

　大事な日だからこそ、身だしなみもいつも以上にチェックする。お洒落しやれは女性の武ぶ装そうだという。これから迎むかえる吉きち事じに私自身のお洒落は関係ないが、一応女性の端はしくれとして、大事な日には万全の武装で向かいたかった。

　うん、うん、と一つずつ確認していく。肩けん甲こう骨こつが隠かくれるくらいの髪かみは真まっ直すぐに垂たれ、目立った寝ね癖ぐせなどもない。おろしたての制服に皺しわもなく、首元のリボンも綺き麗れいに結べている。

　容よう姿しに関しては……うん。取り立てて美点はないにしても、卑ひ下げすることもないはずだ。そう信じたい。

「紫し緒お、まだ？」

　身だしなみを整えていれば、思ったよりも時間がかかってしまっていたらしい。痺しびれをきらした『彼』により、洗面所兼けん脱だつ衣い所じよの扉とびらが開いた。

　そのお姿を見た、瞬しゆん間かん。煩ぼん悩のうにばかり溢あふれている心が浄じよう化かされるような心持ちになった。

　サラサラの髪は一点の曇くもりもない綺麗な濡ぬれ羽ば色いろで、きりっとした涼すずやかな目元は理知的だ。すっと通った鼻はな筋すじも、薄い唇くちびるも、品の良さを感じさせる。落ち着いた大人おとなっぽい表情と、十代半なかばのまだ幼おさなさの残る面おも立だちが、絶ぜつ妙みような塩あん梅ばいで同居していた。

　文もん句くなしの美少年である。正確を期すならば、男性の容姿を男前とイケメンと美形と美少年と美人に分けた際、美少年と美人の間に分類される。要するに最高だった。許されるならばいつだって『ブラボー！』と叫さけびたい。

「すみません、斎いつきさま！　すぐに行きます！」

　私は歓かん声せいを上げる内心をひた隠しにして、そうにっこりと笑った。彼もまた、真新しい制服に身を包んでおり、制服フェチとしては眼がん福ぷくとしか言いようがない。

　黒と緑を基調にした制服は、男子生徒のスラックスと女子生徒のスカートがそれぞれチェック柄になっている。ブレザーは黒で、襟えりと袖そで口ぐちに緑のラインと、ボトムスと同じチェック柄があしらわれていた。

　お洒落且かつ上品なデザインが、彼によく似合っている。

　三月に中等部を卒業した私は、四月から兄と共に、彼の世話係としてこのマンションで暮らすこととなった。今日は外部受験をした高校の入学式である。

　先に玄げん関かんへ向かうよう彼を促うながし、二度、三度と深呼吸をしてもう一度鏡を覗のぞき込む。鏡の中の自分自身を安心させるように一つ頷うなずいた。

『彼』の名前は篠しの宮みや斎。私の誠心誠意お仕つかえするべきお方であり、神と等しく崇すう拝はいし、誰だれよりもその幸福を願う相手。

　高校の入学式。それは、斎さまが運命の相手と出会うための、偉い大だいな一歩となる日だった。





[image: ]






　私にはいわゆる前世の記き憶おくがある。他人に知られれば、完全に頭がおかしいと思われそうではあるが、あるものはあるのである。あるったらある。

　そうは言っても、詳しよう細さいにすべてを覚えている訳ではない。記憶はとてもぼんやりとしたもので、どんな見た目で、どんな家族と暮らし、どんな友人と遊んでいたのか。そうしたことは、思い出そうと頭を捻ひねっても靄もやがかかったままだ。平へい凡ぼんだなあ、と自身に抱いだいていた感想が、うっすらと残るばかりである。

　確かなのは、人よりほんの少しばかりゲームが好きなごく普通の女子高生だったということと、前世で『あること』に心を奪われていたということだけ。

　そのあることとは、前世でドハマりしていた乙女おとめゲームだ。

　パラメーターを上げ、攻略対象の男の子とデートをし、選せん択たく肢しによって好感度を上げていく。最終的に、高校の卒業式でエンディングを迎えるのが『君と紡つむぐ物語～サクラの記憶～』というタイトルの乙女ゲームである。

　キャラ全員の仔し細さいを覚えている訳ではないが、私が当時のすべてを捧ささげるほどに入れ込んでいた攻略対象キャラのことだけはしっかりと思い出せた。

　それが、篠宮斎さまである。

　まず、容姿が断トツに好みだった。これほど理想の顔があるの？　と思わず本気で疑問符ふを飛ばしたほどに。加えて、両親との関係や、孤こ独どくな幼よう少しよう期きによって捻くれた性格が、ヒロインと出会うことによって少しずつほぐされ、癒いやされる。本来持ち得ていたはずの優しさを取り戻していく姿がたまらなかった。

　はにかんだ笑顔の静ス止チ画ルを手に入れたときは、思わず奇声を上げながら床を転げまわったくらいである。

　そんな私が何の因いん果がだろうか。理屈など想像もつかないが『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』の世界に生まれ変わった。それも、斎さまのご実家に代々お仕えする宮みや下した家けの人間として。そうなれば、斎さまの敬けい虔けんなる信徒として、すべきことは一つである。

　必ずや斎さまとヒロインの恋を成じよう就じゆさせてみせる！

　あわよくばそれを一番近くで眺ながめてニヨニヨしたい。斎さまが斎さまに相応ふさわしい、最高の幸福を手にする姿をおそばで眺め、感かん涙るいすることが私の人生の目標となった。

　そのためにも、私は斎さまに出会った五歳のときから、彼のことだけを考えて生き続けてきた。容よう姿し端たん麗れいで家柄も申し分なく、頭ず脳のう明めい晰せきな彼に心こころ惹ひかれる雌め豹ひようたちをちぎっては投げ、ちぎっては投げ。戦い続けたのはすべてこの日のためだ。

　乙女ゲームの舞台は、郊こう外がいにある白しら咲さき高校。斎さまはここで、ヒロインと出会う。
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　入学式は、つつがなく終了した。

　さて、『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』では、攻略対象キャラは立場や特技などで分類される。年上キャラ、年下キャラ、運動キャラに芸術キャラ、といった形だ。

　その中で斎さまは、勉強キャラに分類される。要するにすこぶる頭がいい。加えて、初等部に入学した辺りから、大だい嫌きらいだった家庭教師の時間も粛しゆく々しゆくとこなすようになり、彼の知識はめまぐるしく増えていった。

　何が言いたいかといえば、首席で入学した斎さまの新入生代表挨あい拶さつが最高だったということである！

　しかし、ゲームではあくまで入学初日のホームルームが終わってから、クラスメイトであるメインキャラ以外の攻略対象キャラたちとの出会いが始まる。そのため、斎さまの挨拶のスチルはないのだ。信じられない！

　どうして作ってくれなかった制作スタッフ！　ありえない！　そう心の中で叫び始めるくらいには舞台上の斎さまはこれ以上なく格かつ好こうよかったし、撮影を許されない現状に歯は嚙がみした。

　学校側で撮影とかしていないのだろうか？　言い値で買おう！

「何拗すねてるの？」

「拗ねてるんじゃないんです。私は今、スタッフの至いたらなさに憤いきどおりを感じて……」

「スタッフ？」

　首を傾かしげる斎さま可か愛わいい。プレイヤーとしてゲームをしているときは、斎さま格好いいとばかり思っていた。しかし、こうして幼い頃からその成長を見守ってきた今、些さ細さいな仕草が可愛くてほっこりする。

　斎さまにほっこりすることで心を浄化された私は、撮影できなかった悔くやしさよりも、斎さまの晴れ舞台をこの目に焼きつけられた事実に感謝することにした。原因も理由も未だによく分からないけれど、この世界に生まれ変わってよかった！

　残念ながらヒロインは別のクラスであるが、斎さまと私は同じクラスである。揃って入学式直後のホームルームを終え、帰宅のために昇しよう降こう口ぐちから校庭へ出れば、校門の両隣には満開の桜が咲き誇ほこっている。町自体、桜の木が多いのが特とく徴ちようであり、校庭を埋うめ尽つくすように桜が咲き、入学式を彩いろどっていた。

　背の高い校門を正面から見上げ、私はようやく夢への第一歩を踏ふみ出したことを実感する。

　この学校で斎さまはヒロインに出会う。厳きびしいご両親に育てられ、また、自じ尊そん心しんの高さゆえに積つみ上げられた孤独は、彼女によって溶かされる。斎さまはこれから、ようやく満ち足りた幸福を手にするのだ。

「今度は何笑ってるの？」

　どうやら、輝かがやかしい未来を想像して、私の表情筋が随ずい分ぶん緩んでいたらしい。くすり、と斎さまが微笑ほほえみを零こぼす。

　こんなに優しく笑う人が、幸せになれないなんて噓うそだと思う。だから私は、全力を尽くすと誓ちかった。ヒロインに必ず斎さまを選んでもらえるように。

「高校生活が楽しみだなあって」

「ああ、何か、早く高校生になりたいってずっと言ってたな」

「はい！　だって斎さま、高校生ですよ！」

　高校生といえば恋！　恋といえば乙女ゲーム！　そしてあなたのお相手は誰もが認めるヒロイン！

　これが楽しみでない訳がない。そのためだけに私は、斎さまに出会ってからの十年を費ついやしてきたのだから。

「高校生になったら、」

　私は大きく息を吸って斎さまを振り返った。桜の花びらが舞う中で立つ斎さまは、いつも以上に美しい。うっかりときめきのあまり鼻血が出ないかと心配になった。

　私たちと同じように帰宅しようとしている女子生徒たちが、彼の横顔に見み惚ほれてしまうのも、致し方ないことだと言えるだろう。

「素す敵てきな恋をしましょうね！」

　気合で鼻血を押しとどめ、高校生活での命題を告げた。そのために私は、これまでの学生生活を雌豹たちとの戦いに捧げたのだ。

　しかし、すぐにまた馬ば鹿かだね、とかはいはい、とか斎さまらしく適当に流されると思っていたのに、一瞬固まった斎さまは俯うつむいてしまい、何の返答もくれない。

　もしかして、気分でも悪くなってしまったのか。私は心配になってその顔を覗き込もうとした。

「は？」

　俯く斎さまの、よく透とおる奇き跡せきの美声で口にされたのは、これまで聞いたことのない、心底の侮ぶ蔑べつを込めたような恐おそろしく低い声だった。

「え、え？　あの、斎さま？」

「……恋を、する？　育はぐくむとかではなくて？」

　戸と惑まどって名前を呼べば、彼は返事をするでもなく、私に疑問をぶつけた。斎さまの異変を感じつつも、とりあえず慌あわててそれに答えることにする。

　何だか空気まで変わってしまったように感じた。先程まで和なごやかだったのに、まるで深夜の墓はか場ばにでも迷い込んでしまったような、ひやりとした緊張感。いや、そんな怖いところに迷い込んだことはないけれど。

「はい。だって、芽め生ばえてもいないものは育みようがないじゃないですか」

　次の瞬間、呼吸が止まったかと思った。驚きからでもあるし、物理的な問題でもある。目にも留まらぬ速さで斎さまの手が私の首を摑つかんだのだ。

「え？」

　斎さまのひんやり且つ硬かための手が私の首に触ふれている。どうしよう、普段なら斎さまに触れられるだけでテンションを上げるところだが、今は命の危き機きを感じる。

　斎さまに見惚れていた女子生徒たちも、私たちを何故か忌いま々いましげに睨にらんでいた男子生徒たちも途と端たんに目を逸そらして、校門前に立つ私たちの横をそそくさとすり抜けていった。

「何だったんだ。浮うわ気きはダメとか、私が幸せにするとか繰くり返していたのは」

「え？　それは、えーと、その……高校生になったら斎さまが素敵な恋をして幸せになれるような予感がビシバシしていたので、斎さまの未来の恋人への貞てい節せつを守りつつ、私はそのキューピッドにならなければ、と熱く使命感を燃やしていました」

　一応、前世話、ましてやここが乙女ゲームの世界で斎さまが攻略対象キャラであることは全力で秘ひ匿とくしているため、根こん拠きよは予感に留とどめた。そんなことを口にすれば頭の心配をされるだけ、という理解はある。

　普段から私は勘かんで行動するタイプなので、特に疑問には思われないだろう。

「は？」

　しかし、斎さまは再度あの神経を疑う、とでも言いたそうな低い声で一音だけを繰り返した。それだけで周囲にブリザードが吹きつけている気分になれる。

　せっかく入学式に合わせて咲いた桜が散ってしまうのではないか、といらぬ心配をした。

「へー、ふーん、ああ、そう。俺はそんな馬鹿げた予感に振り回されて、満たされるような気がしたり、優ゆう越えつ感かんを覚えたり、幸せだと思い違いをしていた訳だ」

　斎さまは、吐き捨てるように口にする。こ、怖い……！

　冷たい印象の面立ちの割に、意外と気き遣づかいとか面倒見の良さを見せてくれる斎さまが、今ではゲーム本編の初期のような冷れい徹てつさを剝むき出しにしている。一度内側に入れた人間には意外と優しく、幸福なことに私も内側に入れてくれていると思っていたのに！

　斎さまは、私の首からゆっくりと手を離した。その時点でこの世の終わりに立ち合っているかのような恐きよう怖ふを覚える。

　彼は思わずふらふらと引き寄せられてしまいそうな美しい微笑みを浮かべたかと思えば、次の瞬間には獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのように目を光らせた。そのまま、勢いに任せて私の胸むな倉ぐらを摑む。

「ひぃぎゃああああ！」

　首元に激げき痛つうが走り、私は思わず悲鳴を上げた。胸倉を摑んで持ち上げられ、半ば宙づり状態の私に何が起こったか。嚙かみつかれました。斎さまに。ちょうど首の付け根と肩かたとの間くらいのところを。

　吸きゆう血けつ鬼き！　実は吸血鬼だったのか!?　斎さまの麗うるわしさを思えばそれも納得、などと脳のう内ないで大おお騒さわぎしているが、予想外の現状への現実逃とう避ひでしかなかった。

「色気がない」

　斎さまは凶きよう行こうに走っておきながら端たん的てきに吐き捨て、突き飛ばすようにして私から手を離す。さして勢いはなかったが、驚きよう愕がくのあまり足に全く力が入らず、そのまま後ろへと倒れ込んだ。

　尻しり餅もちをついて目を白黒させながら傷口を押さえれば、ひい！　ぬるっとしてる！　血！　いや唾だ液えき!?　しかし斎さまの唾液萌もえ！　変へん態たいでごめんなさい！

「俺は愛されてるなどと馬鹿げた妄もう想そうに胡坐あぐらをかいていただけか。全く、笑える。そう思うよね、紫緒。笑えよ」

「え、あの……」

「笑え」

「は、ははははははは！」

　私は無理矢理笑い声を上げた。校門の真ん前でこの騒ぎを起こしているため、周囲の目が痛い。しかし、見ているなら助けてほしい。誰かがどうにかするだろう、という無関心が冷たい社会を作るんですよ！

　いや、斎さまがどうして怒っているのか分からない以上、どうやって助けてもらえばいいのかも分からないけれども！

　斎さまの薄い唇が、ゆっくりと弧こを描えがく。わぁお。十年ほど一緒に過ごした中でも、ゲームの中でも見たことのない凄せい絶ぜつな笑みだった。

　斎さまのお顔こそが至し高こうの芸術だと信じて疑わない私でも、息を吞のむほど怖い。

「欲しいものは胡坐をかかず、きちんと自分で手に入れないといけないな。ねえ、紫緒」

　斎さまは途端に表情を消し、未いまだ腰こしが抜けて尻餅をついたままの私を、獲え物ものを前にした狩かり人ゆうどのように鋭するどい目で見下ろした。

「覚かく悟ごしろ」
















　前世は女子高生。この世に宮下紫緒として生を受けて早十五年。ようやく『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』の舞台である白咲高校への入学を果はたしたというのに、私の挙きよ動どうの何が斎さまを異常に不快にさせてしまったのだろう。全くもって見当もつかない。

　その後、何とか立ち上がってマンションへ帰ったのだが、斎さまはその日一日私と口を利きいてくれず、部屋に閉じこもって夕飯の時間になっても出てくることはなかった。

　斎さま、私はあなたのためにするべき何を、間違ってしまったのでしょうか？
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　私が前世の記き憶おくを思い出したのは、五歳のときのことだった。

　初めはよく分からなかった。五歳なんて、今目の前にあることさえ、知らないことばかりの時期だ。詳くわしくは覚えていないとはいえ、そんな時期に前世の記憶を思い出し、自分の中に溢あふれ返る『自分じゃない』誰だれかの記憶に、当時の私ははっきりとした恐きよう怖ふを覚えた。

　五歳の自分と女子高生の自分の、感情と意識が混ざり合い、何か別の怪かい物ぶつにでも変容してしまったようにさえ感じた。

　自分が自分じゃなくて、けれどどちらも間違いなく自分であると本能的に感じていて、訳が分からなくて、怖くて怖くて仕方がなかった。

　それまで家族と信じて疑わなかった両親や兄でさえ、時々他人のように感じることもあった。寂さびしくて不安で、泣きながら甘えることもあれば、怯おびえて逃にげ出すときもあった。家族にはさぞ心配をかけたことだろう。面めん目もくない。

　しかし、そんな生活も、たった一人の人間との出会いで、あっさりと終わりを迎むかえることとなる。

　六歳を迎える一カ月前の十一月、私は両親に連れられて立りつ派ぱなお屋や敷しきを訪問した。

　大きな門構えを恐きよう々きようとしながらくぐり、歩くだけでくたくたになりそうなくらい広くて長い廊ろう下かを進んだ。縁えん側がわから下りたその先に、『彼』がいた。

　和風建築に相応ふさわしい立派な庭園は大きな池を中心に整えられており、その年の初雪が積もった庭木も、綺き麗れいに剪せん定ていされていた。現代とは思えないほど渋しぶくて落ち着いた庭は、時代劇の中こそが相応しいのではないか、と思わせるほどだった。

　そんな池の前に立つ彼は、私と同じくらいの体格をした、幼おさない子ども。柔やわらかそうな丸い頰ほおも、赤く小さな唇くちびるも、くりくりとした目元も子どもらしいものだった。

　しかし、にこりともしない愛あい想そのなさと、人形じみた整った顔立ちが、安あん易いに可か愛わいいと感じさせてはくれない。羽は織おりこそ着ているものの、着物にマフラーを巻いただけの格好で震ふるえることもない姿はひどく無機物めいていた。

「紫し緒お、ご挨あい拶さつを」

「……あ、の。宮みや下した紫緒、です……」

　父に促うながされて、恐おそる恐おそるといった慎しん重ちようさで名乗った。我わが父ながら仁に王おう像ぞうのように恐おそろしい顔を平然と見上げていたので、彼は父の顔を見慣れているのかな、と感じたことをよく覚えている。

　彼は名乗った私に応こたえてはくれなかった。前世を思い出したことでいつも不安でぼんやりしていた私は気が小さく、泣きそうな顔で父の顔をチラチラ見上げては居い心地ごこちの悪い思いをしていた。

　そのとき、幼い私は強く腕うでを引かれた。次の瞬しゆん間かんにはそばにあった池に上半身から飛び込んでいたのである。

　何が起きたのか分からなかった。短く名前を呼ぶ父の声を聞いた気がする。驚きのあまり寒さに震える暇ひまもなく、浅い池の中で座り込んだ私は、呆ぼう然ぜんと顔を上げた。

　腕を引かれ、背中を蹴けっ飛ばされて池に突き落とされたと気付いたのは、随ずい分ぶんあとのことだった。

「うるさい」

　誓ちかって言おう！　私は名乗りこそしたものの、それ以外にはけして何も言葉を発していなかった。これはもしかしたらあの、顔がうるさい、とかそういうことだったのかもしれない。

　しかし、当時の私にはそんなことを考える余裕はなかった。頭の中で強きよう烈れつなフラッシュバックが起きていたからである。

　私は彼を知っていた。幼いながらに陰かげのある容よう貌ぼうに見覚えがあったのだ。正確には、私が知っているのは高校生の彼で、今の幼い容よう姿しはある『イベント』をこなすことで拝おがめるようになる。

　目の前の男の子は、そのイベントで見られる彼を『三次元』におこせばこうなるだろう、という容姿をしていた。

　それが、篠しの宮みや斎いつきさまだった。由ゆい緒しよ正しい篠宮家の跡あと継つぎであり、容よう姿し端たん麗れいにして頭ず脳のう明めい晰せきというハイスペックの持ち主ぬしでありながら思いやりの心を一切持たない冷れい徹てつ人間。表情は無か不ふ機き嫌げんそうにしているか、精せい々ぜいその二つである。

　パラメーターとしては勉強を最も重視し、ある程度の値あたいを越えなければ、近づいていっても鬱うつ陶とうしそうに邪じや険けんにされるだけとなる。

　私は彼をよく知っていた。当時の彼の方は、私を知るはずがない。何故なら、彼とはいつも画面越しに顔を合わせていたからだ。

　彼は、前世で私が生活のすべてを捧ささげていた『乙女おとめゲーム』の『攻略キャラクター』の内の一人だった。

　驚くべきことに、というかあとで冷静になれば信じられないことに、私はただ生まれ変わっただけではなく、乙女ゲームの世界に転生してしまったようである。

「ぅ、わ……っ！」

　そのことを理解したあとの私は狂きよう喜き乱らん舞ぶだった。慌あわてて助け起こそうと池に入ってくれた父を押しのけ、黄色い悲鳴を上げて勢いよく彼に詰め寄った。

　彼には怯えるように声を上げてドン引かれたが、そんなことに構っている余裕はこれっぽっちもなかった。

　それまで感じていた不安や恐怖もすべて吹き飛んだのである。何しろぼんやりとした前世の記憶の中で、彼のことだけが鮮せん烈れつに浮かび上がった。私の意識のすべては、あっさりと彼だけに向いた。

　もしかして日常のことはろくに思い出せないのに、ゲームの……というより、彼のことだけ詳しよう細さいに思い出せたのは、死ぬ直前までそのことを考えていたからかもしれない。

　そんな予想をしてしまう程度には、私の記憶は偏かたよっていた。

　薄はく情じようかもしれないが、覚えていないそれ以外のことへは心を割さきようがなく、私はたちまち彼の存在に夢む中ちゆうになった。

　目の前にいるのは篠宮斎なのだ。かつて乙女ゲームを愛していた私の、最もお気に入りゲームソフトの、最もお気に入りキャラクターなのだ。信しん仰こうしていたと言ってもいい。彼のやることなすことすべてを崇あがめ奉たてまつり『斎さま』と呼んでいたほどである。

　斎さまは幼よう少しよう期きから心の壁がエベレストのように高く、強い孤こ独どく感かんを抱かかえていた。気を許せるのは長くそばに仕つかえてくれている青年だけだった。

　ただ、気を許しているとはいっても、あくまで主人と従者の関係だ。そこに信頼はあれど、どうしても対等な立場とはいえない。

　青年の方が八歳年上であり、斎さまのことを主従関係以上に庇ひ護ごの対象として見ていたのも原因だろう。彼の孤独が解消されることはなかった。

　そんな斎さまの前に現れたのが、ヒロインである。彼女はその明るさと優しさで斎さまを救った。ヒロインの、人の本質を見抜く目が斎さまの孤独に気づき、柔らかく包み込んだのである。

　その乙女ゲームでは、卒業式に一番好感度の高い男の子から告白を受けてエンディングを迎える。ヒロインが斎さまの告白を受けるシーンを観みた瞬間、二人の愛の軌き跡せきを見守り続けた私は、あまりの感動にむせび泣いた。

　斎さまの人生にヒロインがいてよかった、と神に感謝したのである。私の神はいつだって斎さまだけども！

　しかし、乙女ゲームというからには、当然ヒロインのお相手は斎さまだけではない。私は一度、斎さま以外のキャラクタールートにも挑ちよう戦せんしてみたことがあったようだ。相手が誰だれかは覚えていないが、ご丁てい寧ねいにも、斎さまを一度振ってからそのキャラクターの告白を受ける、という形になったはずである。

　そのときの斎さまの、お顔！

　私は一いつ瞬しゆんでも浮うわ気き心ごころを覗のぞかせた自分を全力で悔くいた！　そして斎さまに懺ざん悔げした。あのような哀かなしいお顔をさせるなど、一信者としてあるまじき愚ぐ行こう！

　私はそれ以来、斎さまがヒロインと結ばれるルートばかり繰くり返し続けた。そんな私が生まれ変わった。そして、斎さまと出逢う。そうなればすべきことは一つしかない。

　必ずやヒロインとの恋を成じよう就じゆさせる！

　私は斎さまが高校生となるそのときまで健すこやかに成長できるよう、誠心誠意お仕えし続けることを固く決意した。
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　斎さまに出会ったあの運命の日から、私は努つとめて斎さまのおそばに控ひかえるようになった。

「斎さま、紫緒に何なりとお申しつけくださいませ」

　単純にショタであっても存分に麗うるわしいそのお顔をおそばで眺ながめたかった、というのが本音の八割を占しめるが、それだけではない。ないったらない。

　斎さまはいつも、そんな私を不ふ愉ゆ快かいそうに見る。池に突き落としたあとは子どもらしい癇かん癪しやくを起こすことこそなかったものの、眉み間けんに皺しわを寄せては、睨にらみつけるばかりである。

「泰やす成なりは？」

「兄はまだ学校からかえっていません」

　ゲーム内で斎さまのお付きをしていた青年の名前は、宮下泰成という。攻略対象キャラの保ほ護ご者しやという微び妙みような位置づけでありながら、しっかり名前も決まっていた。宮下姓──つまり、私の兄である。私もまた、宮下家の人間として篠宮家に、ひいてはその次期ご当主である斎さまにお仕えする星の下に生まれてきたという訳だ。

　誰に憚はばかることなく斎さまのために生きられるのである。何という幸運だろうか。きっと前世の行いがよかったに違いない。そこまで覚えていないけど！

「おまえはきらいだ」

　斎さまはいつも私をすげなく拒きよ絶ぜつする。

　けれどそんなことで、私が傷つくはずもない。前世で高校生だった記憶がある私に対し、彼はたった六歳の男の子である。

　何を言われても可愛いだけであり、その強い拒絶が彼の寂しさによるものであると思えば、ますます離れがたくなってしまうだけだ。斎さまが許してくれるなら、ぎゅうぎゅうと息苦しいくらいその身体からだを抱だきしめたかった。

　だからこそ、私は誓ったのだ。斎さまがヒロインと出会って幸せになれるように、そのためならば何だってしてみせようと。寂しい人生より、愛がある方がいい。

　ヒロインのちょっと天然が入りつつも優しい性格は、頑かたくなな斎さまの心を自然と解ときほぐしてくれるだろう。二人は誰よりも幸福な、お似合いのカップルとなる。

　乙女ゲームといえばヒロインに自じ己こ投とう影えいをしてキャラクターと恋をする、というイメージが強いのかもしれないが、私はどちらかというと少女漫まん画がを嗜たしなむような気持ちで楽しんでいた。

　だから、三次元として現れた斎さまに惚ほれ惚ぼれしているけれど、あくまで私が目指すのは二人の愛のキューピッドなのである。

　あわよくばヒロインにデレまくる斎さまを遠巻きに眺めてニヨニヨしたかった。

「斎さま、しあわせになりましょうね！」

　私は恋の奴ど隷れいではない。斎さまという神を信しん奉ぽうする信者なのだ。神様に幸せになってもらうことが第一で、その手助けができるならば身に余る光栄だった。

「うるさい」

　やっぱり不機嫌そうに言って、斎さまは私に背を向ける。けれど、彼の部屋から追い出そうとはしなかった。それがきっと、六歳の男の子の弱さで、意地なのだろう。
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「泰成」

　私のことは邪険にする斎さまだが、悔くやしいことに兄にはよく懐なついていた。といっても、目に見えて笑顔になったり、甘えたりする訳ではない。ただ、表情が少しばかり緩ゆるむ。強こわ張ばった仏ぶつ頂ちよう面づらから、安あん堵どしたように力が抜けるのだ。

「お兄ちゃんは、ずるい」

　私だって斎さまにもっと心を開いてほしいのに！　まだ中学生でありながら、すでに仁王像顔の父の面おも影かげを感じさせる兄よりは、同い年の私の方がとっつきやすいはずだ。少なくとも見た目は。

　怖い顔の割に温おん厚こうで優しい性格の兄は、帰宅してすぐに向けられた私からの理り不ふ尽じんな非難に、困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「……斎さまは、紫緒のことが嫌きらいな訳じゃないと思うから」

　口くち下べ手たな兄はそれ以上言葉を続けることはなかった。私は唇を尖とがらせて、そうだったらいいな、と思った。たとえ斎さまに嫌われても、彼がヒロインと幸せになってくれればそれで満足ではあるが、どうせならば仲良くしたいし心も開いてほしい。

　斎さまがいつか笑顔を向けてくれたら最高では……？　私の命が危険かもしれないけれど。ときめきすぎて。

　私はまだ幼いこともあり、使用人というよりは斎さまの遊び相手として父によって引き合わされたらしい。そのため、篠宮のお屋敷を自由に歩き回れるように、父がお屋敷の使用人に口をきいてくれている。

　自由にお屋敷に出入りしては、私はいつも真まっ直すぐ斎さまのお部屋を目指し、日々を共に過ごすようになっていた。

　斎さまは邪険な態度を取るが、けして他の使用人に命めいじて部屋から追い出そうとはしなかった。どんなに『うるさい』『うっとうしい』『きらいだ』『ばか』と繰り返しても、出て行けとは言わなかった。

　前世の乙女ゲームで彼のルートをクリアしているから分かることだが、彼の冷たく排はい他た的てきな態度は幼少期の孤独によるものだ。斎さまのご両親はとても厳きびしい人で、子どもを抱き上げたり目線を合わせたりすることはなく、ただ篠宮の家に相応しくあれ、と突き放すような人たちだった。

　甘えたい盛さかりに突き放されて、彼は甘えることに臆おく病びようになった。誰かを求めて拒絶されることを恐れ、誰かに手を伸ばすことを、自分自身に禁きんじたのだ。

　それが理由なのかもしれない。彼は私に嫌けん悪おの表情を向けるのに、その場に居続けることは許してくれた。

　だから私は笑うのだ。何があっても、どんな態度を取られても、私はここに、彼のそばにいたいのだと伝わるように。

「……おまえはおかしい」

　へらへら笑うな、と吐き捨てるように斎さまが口にした。どんな憎にくまれ口も斎さまだと思えば、更さらに言えば六歳の男の子が口に出すものだと思えば可愛いものだ。私も誕生日を迎えて六歳になったけれど、前世の記憶の影えい響きようか、心は高校生のつもりである。

　兄である宮下泰成もゲームに登場するが、ゲーム内でその妹について言げん及きゆうされることはなかったはずだ。ゲームでは宮下紫緒はいなかったのかもしれない。

　もしかしたら、存在はするけれど、あの初対面で斎さまに恐れをなし、ゲームに反映されるほど彼らと関わらなかったのだろうか。

　五歳児が池に突き落とされたとなれば、相当なトラウマだとは思うので仕方ないのだろうが、私としてはもったいない、としか言いようがない。

　存在したかもしれないゲーム内の宮下紫緒は、斎さまの間近でお仕えすることができなかった、ということなのだから。

「なんにもおかしくないですよ。私は、紫緒は、斎さまのおそばにいられるだけで、しあわせですから」

　そう思えばこそ、余計に今の自身の立ち位置が甘かん美びなものに思えた。前世では高校生の記憶しかないので、もしかしたら若くして亡なくなったのかもしれない。けれど、よく覚えていない私はそのことにすら、よかったなあという安堵の気持ちを抱いだく。

　今の私はゲームの外のプレイヤーではない。斎さまに直接関わり、その幸せのためにできることがあるのだ。それがとても、嬉うれしい。

　彼はおかしい、ともう一度消え入りそうな声で呟つぶやいた。
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　その日の斎さまはいつも以上に虫の居所が悪かった。拒絶の言葉を口にしても、最近では拗すねた調子だったそれが、その日に限っては声を荒あららげていた。

「どっかいけ」

　そしてとうとう、出て行くように言われた。そう言われたのは初めてで、私はどうしようかなと考えてすぐに動くことができなかった。

　その時間がおそらくいけなかった。痺しびれをきらしたように、斎さまは言葉を重ねる。

「おまえはうるさい、きらいだ」

　だから、と続くように、幼い子どもにしては感情の昂たかぶりから涙ぐむこともなく、ただ純じゆん粋すいに怒りだけをその瞳ひとみに乗せて私を睨みつけていた。

「おまえなんか、いらない」

　あ、と。

　目を見開く。自分の言葉に驚いたように。思いもしないことを口にしてしまったように。それから、彼の表情が歪ゆがんだ。

　怒りの色はどこかへ行って、泣きそうだ、と思った。

　その顔を見て、どうしてだか分かってしまった。想像がついてしまった。子どもらしく泣くこともなく、唇を嚙かみしめて俯うつむく横顔が目に浮かぶようだった。

　彼は、言われたことがあるのだ。『いらない』と。誰に、なんて。幼く交友関係の狭せまい彼にそんな言葉を投げかけるのは、きっと彼の親くらいのもので。

「……っなせ！」

　私はたまらず斎さまに手を伸ばし、その身体を抱きしめた。当然彼は抵てい抗こうしたけれど、私は意地でも放さなかった。放したくはなかった。

　だって分かってしまった。親にとっては躾しつけのつもりの何気ない一言だったのかもしれない。けれど、彼は傷ついたのだ。自分で口にして、狼狽うろたえてしまうくらいに、傷ついてしまったのだ。

　斎さまを抱きしめたまま、私の方が泣きわめいてしまいたかった。幸せになってほしいと思っている人が、こんなに小さな子どもが、傷ついている。そのことが、悲しくて仕方がなかった。

　私は、今の人生で大事に守られて育てられている。きっとそれは薄ぼんやりとした前世の記憶があるから気付けたことで、前世でもそうして生きていたのだろう、と思う。

　そんな私は、小さな子どもは笑っているのが普通で、守られるべきだと考えている。だからこそ、無む防ぼう備びに傷つく彼が、痛ましくて仕方がなかった。

「いります」

　私は泣かないように気を付けて、声が震えないようにゆっくりと口に出した。本来泣きたいのは彼の方なのだ。私がそれを奪って泣きわめく訳にはいかない。

「いります。いるんです。みんないるんです。私も、あなたも、みんな。いらない人なんていないんです」

　すべての命に意味があるとかないとか、そんな難しいことは分からない。綺麗事でしかないのかもしれない。ただ、そうであればよかった。少なくとも、私にとって斎さまは、これ以上ないほど必要な人だった。

　ああ、もしも私があの頃のような高校生だったなら、彼よりも一回りは大きな身体で、彼を抱きしめることができたのに。

　小さな子どもの腕で無理矢理抱きしめられる斎さまは、しばらくその腕から逃のがれようと暴あばれて身をよじっていたが、急にぴたりと動きを止める。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、消え入るような声で呟いた。

「……ごめん」

　なんて優しい言葉だろうと思った。彼が今そう口にしたのは『いらない』という言葉の非情さを、よく理解しているからだろう。その言葉をぶつけたことで、私にどんな影響があるのか想像できるから、ごめん、という三文字が出てくるのだ。

　優しく、聡さとい子ども。けれど言葉を尽くせないその不器用さが、確かに私の好きになった『篠宮斎』だった。
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　それ以来、斎さまの私に対する態度は少しだけ軟なん化かしたように思う。同じ部屋にいても文もん句くが飛んでくる回数は格段に減り、彼は黙だまって部屋で本を読むようになった。

　篠宮の家の庭園内を散歩するときも、前をずんずんと歩いていくのに、私がきちんとついてきているか時折振り返っては確認してくれるようになった。

　斎さまは私に対し『いらない』と言ったことをずっと言いすぎた、と感じているようだった。その罪悪感からそばにいることを許してくれているだけなのだろうが、それでも私の存在を許容してくれることが嬉しかった。

　心置きなく、お近くでそのご尊そん顔がんを拝めるようになったのだから。やったー！

「斎さまっ！　まって、まってください！」

　気まぐれに部屋を出て縁側を下りた斎さまを、慌てて追いかける。彼の部屋にマフラーを取りに戻ったので、危あやうく置いていかれるところだった。

「上着だけじゃなくてマフラーもしてください。かぜひいちゃいますよ」

　北風が吹く中で、彼はバツが悪そうに無言で視線を斜ななめ下へ向ける。寒さなんて感じていないような態度だが、マフラーを巻くときに触ふれた丸い頰は、すっかり冷たくなっていた。

　きっと寒いだろうに、斎さまはいつも強がりだ。この間も風邪をひいていたのに、寒さに対する警けい戒かい心しんが足りない。

「じぶんのは？」

「え？」

　聞かれて、はた、と気付いた。斎さまが行ってしまう、と慌てて彼のマフラーを引っ摑つかんだのはいいが、自分のものを忘れてしまった。

　取りに戻るのは面倒だな、と思いつつも口うるさく彼を咎とがめていただけに、このままでいる、という選せん択たく肢しは取れない。

　ちょっと取ってきます、と一言断って踵きびすを返そうとすれば、斎さまはそれよりも早く、先程下り立ったばかりの縁側へと戻っていった。

「もうあきた」

　いつもふらりと縁側から庭に出ては、しばらく散歩をする斎さまが、そんなことを言う。そのまま自室へと戻っていく背中を見送り、彼の分かりにくい優しさに思わず頰が緩んだ。

　風にさらされる私の首元を気にしてくれるのに、それを正直に表現できない。だから私がマフラーを取ってくるまで待っているとは言えず、散歩自体を取りやめるのだ。

　自分の薄うす着ぎには全くと言っていいほど頓とん着ちやくしないのに。六歳の男の子の不器用な優しさに、冬にもかかわらずとても温あたたかい気持ちになった。

　斎さまは篠宮家に相応しい跡あと取とり息子むすことなるべく、幼い頃より家庭教師を付けられていた。彼はこの時間が大層嫌いで、家庭教師がやってくる前後の時間は、いつも不機嫌そうにしていた。

　けれど、その不機嫌さは落ち込む気持ちを誤ご魔ま化かすためのものだということは、少し接していればすぐに明らかとなった。

　テストの答案を覗のぞき見したことがあるが、とてもじゃないが、六歳の男の子が解とくような内容ではない。

　私からすればできなくて当たり前だが、彼の中ではできて当たり前でなければならないことなのだろう。それはきっと、その家庭教師の先生や、この篠宮の家の人にとっても。

　普段ツンと澄すました顔か、眉間に皺を寄せるくらいの表情しか見せない斎さまが、俯いて答案用紙を見つめる横顔は、私をたまらない気持ちにさせた。

　テストの点なんてどうでもいいじゃないか、と思ってしまう。けれど彼が生きるのは、どうでもいいと言って、そのように振ふる舞まって、周囲から優しく受け止めてもらえるような環かん境きようではない。

　だからそんなこと、口に出して言えるはずもなかった。

　唇を嚙む表情から、彼がその答案を重く受け止めていることは明らかで、彼に自身を卑ひ下げしてほしくない私は、たまらずその小さな手を、同じく子どもらしい小さな手で握にぎった。

「斎さま。あなたは、すてきな人です。ただその心のままで、すばらしいあなたです」

　答案の点数なんてどうでもいい、とは無責任に言えないけれど、どうしても知っていてほしかった。

　あなたは必要で、意味のある存在なのだと。その価値は、誰かの言葉やテストの点数で、けしてくすむことのない輝かがやきなのだと。

「あなたがあなたでいてくれるだけで、愛する人がいますから」

　握った手を、振り払われることはなかった。彼はゆっくりとこちらへ顔を向ける。子どもらしい丸い目が、ますます丸くなっていた。

　虚きよを衝つかれたようなその目が、先程までの悲痛な表情を引っ込め、おそらく情けない顔をしているだろう私の顔を、まじまじと見つめる。

「うん」

　どこか呆然とした調子で斎さまは呟いた。彼はじっとこちらを見下ろして、私の手を握り返す。それから、くしゃり、と顔を歪ませた。

「……うん。紫緒が、いる」

　名前を呼ばれたのは、それが初めてだった。同時に、彼に幸せになってほしいと願うこの気持ちを受け入れられたようで、それがたまらなく嬉しかった。

　心しん臓ぞうが大きく一つ跳はねて、身体の中を勢いよく血が巡めぐっていく。

「やくそくです、斎さま」

　声が震える。彼の前では、ずっと我が慢まんしていたのに。

「私が、紫緒が、かならず斎さまをしあわせにしてみせますから」

　そしてとうとう、私は涙を堪こらえきれなくなり、みっともなく泣きながら斎さまのことを抱きしめた。彼はそれに抵抗することなく同じように私を抱きしめ返して、なだめるように背中を撫なでてくれる。

　あと、十年だ。十年すれば彼は高校生になり、ヒロインと出会うことができる。乙女ゲームのヒロインが、きっと彼をこの世界の誰よりも幸せにしてくれる。

　泣きだした同い年の女の子を黙って慰なぐさめてくれる優しい彼が、ようやく幸せになるのだ。それは覆くつがえしようのない、確定された未来でなければならない。

「紫緒が、いるから」

　嚙みしめるように斎さまが呟く。

　だから、それまでは私が守ろう。斎さまがヒロインと万全の状態で出会えるよう、全力でバックアップをする。斎さまの幸せへの障しよう害がいを一つずつ取り除き、幸せを邪じや魔まするありとあらゆるものから彼を守ろう。

　前世でプレイした乙女ゲームのエンディングを見たい、と思ったときよりもよほど切実な気持ちで、私は私自身と斎さまに対し、ひっそりと心の中で誓いを立てた。
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　初等部に入学する頃には、私と斎さまはすっかり仲良しになっていた。話しかければ答えてくれるし、斎さまの方も何気ないことで私に声をかけてくれるようになった。

　一緒に一冊の本を覗き込むこともあれば、嫌いなおかずをこっそり交こう換かんすることもあった。散歩をするときなんて、当たり前みたいに手を繫つなぐような関係になれたのだ。

　い、いや、あの、他意はない！　斎さまはヒロインの恋人になる方だけれど、今は小さな男の子な訳で！　手を繫いでいないと心配だし、子どもって手を繫いで移動するものだし！　……仲良くなれたのが嬉しいのと、小さな斎さまが可愛すぎるのがいけない。

「紫緒」

　ようやく呼んでくれるようになった名前を呼んで手を差し出されれば、繫いでしまうのが人の性さがだと思う。だから私は悪くない。

　恋愛的な誤ご解かいを受けるような年ねん齢れいになるまでには自重するので、幼少期くらいはご勘かん弁べんいただきたいものである。

　斎さまが入学したのは初等部から大学までエスカレーターで進学することができる、いわゆる良家の子女令息ばかりが通う学校だった。よく漫画などで見かけるベタなお金持ち学校を想像してくれればいい。大体それである。

　初等部は比ひ較かく的てき平和だが、高等部になると無む駄だに華はな々ばなしい生徒会役員などがいるらしい。何それ、乙女ゲームとか漫画でよく見るやつだ！

　ちょっと、いやかなり見に行きたい。私には斎さまのお世話をする、という大事なお役目があるので自重するけども！

　私はお金持ちのお嬢じよう様さまではないが、篠宮家の側近である宮下家の人間として、諸もろ々もろの大人の事情により斎さまと同じ学校の同じクラスに入学することが叶った。おそらく、卒業するまでずっと同じクラスになれることだろう。

　しかし、その学校で、私は衝しよう撃げきを受けることとなる。現状を一言で纏まとめると『女は子どもであっても女』だった。

　弱じやつ冠かん七歳のお嬢様方の多くが、斎さまに興味津しん々しんだった。

　何せ斎さまは容よう姿し端たん麗れいで学業優秀、スポーツもそつなくこなす。そして顔が美しい。大事なことなので、言葉を換えて二回言いました。

　加えて言えば、代々続き、今も手広く事業を手がけている篠宮家の人間である。父親から、篠宮のご子し息そくとは仲良くしなさい、と言われている女の子もいることだろう。

「斎さま！　斎さまのことは私が必ずお守りしますからね！」

　主おもに女というハイエナから。斎さまが高校生となってヒロインとの理想的な出会いを果たすために、他の女性に寄り道をされては困る。

　彼を幸せにしてくれると確信できるヒロインとの出会いまで、たとえ小学生であろうとも油断することはできない。

「守られるようなことなんて、ないと思うけど」

「男の子には分からないんです！」

　女の子の感性の成せい熟じゆく度ども、どれだけ幼い頃から異性に関心があるかも。だからそんなに吞のん気きなことが言えるのだ。魅み力りよく的てきな女の子が彼に近づく度たびに大いに焦あせり、私には心の休まるときがない。

「もう！　斎さま、浮気はダメですよ！」

「はいはい」

　私がどれだけ必死かも知らず、斎さまは軽く相あい槌づちを打つばかりである。全くもって心が籠こもってない。むしろ少しだけ笑えみを浮かべていて、どことなく機嫌がよさそうですらある。私の文句もどこ吹く風だ。

　斎さまは出会った当初こそ、前世でゲームをしながら想像していた斎さまの幼少期そのままだったが、年を経へるにつれて少しばかりずれが生じるようになった。

　笑いかけてくれるようになったし、私といるときは拒絶の感情だけではなく、喜びや楽しみといった些さ細さいな感情も素直に見せてくれるようになった。

　斎さまとヒロインの出会いのために、多少強引な主張や振る舞いをする私のことも、咎めることなく好きにさせてくれている。むしろ、楽しそうですらあった。

「ちゃんと聞いて……ってうひゃあ！　何で頭を撫でるんですか！」

「ご褒ほう美び？」

「首傾かしげないでください！　超可愛いじゃないですかぁああ！」

　頭を撫でてくれた際の返しの可愛さが異常である。高校生になると格かつ好こういいばかりの斎さまだが、小学生の斎さまは可愛らしさでも世界一だ。

　さすが斎さま。何だかとってもあしらわれたような気もするけれど、気にしないことにしよう！

　斎さまはただのお側付きである私のこともよく気にかけてくれて、私がクラスの男の子に意地悪をされたときも一緒に怒ってくれた。

「紫緒、何を怒っているんだ」

「聞いてください、斎さま！　堂どう本もと浩こう太たが急に髪かみを引っ張ってきて、三本も抜けたんですよ！」

　クラスメイトの堂本浩太は、私の何かが気に入らないらしい。けれど具体的な文句を言うこともなく、髪を引っ張る今回のような地味な嫌いやがらせばかりをしてくる。

　前世で高校生だった記憶がある分、小学生の嫌がらせなんて華か麗れいにスルーしたいものだが、痛いものは痛いし腹が立つものは腹が立つ。

　おまけに彼は時々斎さまを侮あなどるようなことを言うのである。その時点で私の敵だ。

「へえ？」

　すると、斎さまから小学生とは思えないほど低い声が出た。地の底から這はい上がってきそうな声である。小学生らしいボーイソプラノは一体どこへ行ったのか。

「他人のものにちょっかいを出すのは感心しないな」

　他人のもの、と言われて私は歓かん喜きに湧わいた。私は斎さまの敬けい虔けんなる信徒である。そのように称されて喜ばないはずがなかった。私は斎さまのものであり、叶うならば手足のように役に立ちたい。その言葉には誇ほこらしさしか感じなかった。

「大丈夫だよ、紫緒。何とかしておくから……他人のものに手を出す愚おろか者にはそれなりの罰ばつをあたえないと」

　最後の方が聞こえず、何と言ったのか気になったが、斎さまの笑顔に見み惚ほれていたので尋たずねることができなかった。しかも、その笑顔を見たときに突然寒気が走ったので思考がそちらへ向いてしまう。

　風邪でもひきそうなのだろうか。風邪をひくと斎さまに移さないよう自室に隔かく離りされ、療りよう養ようすることになるので絶対にひきたくなかった。

　結局風邪はひかずに済んだのだが、何故かそれ以来、堂本浩太が私に嫌がらせをすることはなくなり、斎さまを見かけると慌てて逃げ出すようになった。

　何かあったのかと斎さまに問えば、話をしただけだというので、私もさして気にしないことにした。

　その後も、私はあわよくば斎さまに近づこうとする雌め豹ひようたちと熾し烈れつな戦いを繰り広げた。あの手この手で私の目をかいくぐり、斎さまに近づこうとする女子生徒をちぎっては投げ、ちぎっては投げ。

　時にその子に恋する男の子をけしかけ、時に女子更こう衣い室しつで『話し合い』をし、私は斎さまから雌豹たちを退しりぞけ続けた。

　長かった。中学生になる頃には女子生徒たちも中々巧たくみになり、女の武器の使い方を心得始める。私に前世の記憶というアドバンテージがなければ、厳しい戦いとなっていたかもしれない。

　まあ、斎さまはそんな小こ娘むすめの浅知恵で靡なびくような安い男ではないので、そういう意味では安心だったのだが。

「斎さま、お願いですから、他の女の子に興味なんて持たないでください」

　それでも、毎日が戦いすぎて、疲れ果てていた私は思わず泣きべそをかいて懇こん願がんしたことがある。必死すぎて具体的にどう訴うつたえたかはよく覚えていないが、斎さまは何とも心強いことに、しっかりとこう答えてくれたのだ。

「持たないよ。だから紫緒は、何も心配することはないんだ」

　そうして何とか、斎さまは悪い女に騙だまされることなく、乙女ゲームに相応しいヒーロー、否、それ以上にいい男に育った。何せ美しく有能なだけではない。

　誰のことも拒絶していたゲーム本編とは違い、内側に入れた人間には優しい。すこぶる優しい。関わりのない相手に対してもつんけんすることはなく、さして興味はなさそうだが、邪険にすることもなかった。

　私のようなただのお側付きにさえ、心を配ってくれる。私が曖あい昧まいな前世の記憶によって不安になったり心細くなったりしたときには、何も言わずにただそばにいてくれた。繫いだ手が温かいから、私はこの世界を信じることができたのだ。

　前世のことを説明する訳にもいかない私には、何も聞かずに隣にいてくれる優しさが、何よりもありがたかったのである。

　まさに、あとは機が熟すのを待つだけ、といった状態だった。高校生になり、ヒロインと出会えば、きっと幸せになれる。ヒロインだってこんなに魅力的な斎さまを前にすれば、恋に落ちない訳にはいかないだろう。

　私はそのサポートをするため、死力を尽くす心積もりだった。

　──それ、なのに。

　一体どうして、こんなことになってしまったのだろうか。
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『君と紡つむぐ物語～サクラの記き憶おく～』は、白しら咲さき高校を中心に、白咲町で繰くり広げられる女性向け恋愛シミュレーションゲームである。

　ヒロインは幼おさない頃に一時的にこの町に住んでいたが間もなく引っ越し、八年ぶりに戻ってきた、という設定だ。

　ヒロインにはこの町に住んでいたとき、親しくしていた男の子がいた。その子が後のメイン攻略対象キャラであり、彼はヒロインの引っ越しの際、彼女に桜をモチーフにした栞しおりをプレゼントしていた。

『幸福がやってきますように』

　そうした願いを込めて。幸福を願うのなら四つ葉ではないのか、という若じやつ干かんの疑問があるが、何故だかその栞は桜をモチーフにしたものだった。

　ヒロインはその栞を八年間大切に持ち続けており、それが攻略対象キャラたちとの出会いを導くキーアイテムとなる。つまり、彼の言った幸福イコール運命の出会い、という訳だ。

　その後、ヒロインは高校の三年間をかけて、攻略対象キャラたちと愛を育はぐくんでいく。

　ちなみに、このメイン攻略対象キャラのルートに入れば後々栞が重要アイテムとなっていくらしいが、斎いつきさまを攻略していると出会い以降、その栞については全く触ふれられなくなる。妙にシビアで恋愛の闇やみを垣間かいま見みた気分になった。

「スカートが短い」

　さて、何故そんなことを考えていたかというと、単なる現実逃とう避ひである。私は麗うららかな春の昼休み、壁かべ際ぎわに追い込まれていた。ここは高校の北館校こう舎しやの裏庭、背中には校舎の壁、顔の横には男性にしては繊せん細さいな作りの手のひら。いわゆる壁ドン、壁ドンである。

　乙女おとめゲームや少女漫まん画がでありがちな、けれどその後の展開を素す直なおに期待してしまうシチュエーションである。

「い、斎さま……？」

　ただしそれを、ヒロインに対して行ってくれるなら。

　地の底から這はい上がるような声で告げた斎さまの秀しゆう麗れいなお顔を、私は恐おそる恐おそる見上げる。彼は氷のように冷たい目で私を見下ろしていた。まだ、眉み間けんに皺しわでも寄っていた方がとっつきやすかったかもしれない。

　その目を見ていると、痣あざになった首の付け根の傷が痛むような気がした。帰き宅たくしたあと、同校で養よう護ご教きよう諭ゆを務つとめることになった兄に冷やしてもらったのだが、青紫色の歯形は今もばっちりと残っていた。

「スカートが短い」

　そして、斎さまは私の不安に震ふるえる声を無視して、もう一度同じ言葉を繰り返す。

　おかしい。何だろう、この威い圧あつ感かんは。リアルな斎さまはゲームとは違い、分かりやすい優しさや思いやりを持っており、それをいつも私に向けてくれていたのに。

　入学式の日に何故か私の首の付け根を嚙かみ、翌よく朝あさにようやく閉じこもっていた部屋から出てきてくれた斎さまは、以来ずっと機き嫌げんが悪い。いつも何か不満そうで、けれどその理由を説明してくれることはなかった。普段ならすぐに理由を教えてくれるし、機嫌も直して笑ってくれるのに。

　もしやこれが反はん抗こう期き？　反抗期というものなのか。それなら私は前世の分、人生の先輩としてどっしりと受け止めるべき？　もちろん、それが斎さまならどんなあなたでも受け止めますけども！

「ちゅ、中学生の頃と変わりませんよ……？」

　白咲高校は校則が緩ゆるい。進学校なので元々真ま面じ目めな生徒が多く集まり、極きよく端たんに羽は目めを外はずす者も少ないらしい。そのため生徒の自主性を重んじるということで、そこまで細かい規定はなかった。

　私もスカートを膝ひざよりも短くしているが、他の新入生たちと比べて極端に短い訳でもない。

「中学の頃は何もおっしゃらなかったじゃないですか」

　控ひかえめに抗こう議ぎすれば、斎さまは壁ドン状態のまま私を見下ろす。北館、本館、南館と並んでいる校舎の内、北館は高校の敷地内の北端にあり、隣には背の高い建物が建っている。そのため、裏庭は日当たりが悪くじめじめとしていて、昼休みといえど他に人気はない。小さな花か壇だんと思われる、煉れん瓦がが組まれているスペースはあるが、そこには一輪の花も植えられていなかった。

　つまり、何となく追い詰められた気分になるこの壁ドンから、逃のがれる糸口すら見み出いだせないでいた。

　しばらく見つめ合っていたが、斎さまはすっと目を逸そらすと途と端たんに忌いま々いましげに顔をしかめる。私は斎さまのイエスマンたれ、と自身に課す信者だが、正直に言おう！　恐おそろしい形ぎよう相そうである。

　ついでに舌した打うちまで聞こえてきた。いつからそんなお行ぎよう儀ぎの悪い子になったのか！

「自分のものだと思っていたときは『精せい々ぜい眺ながめろ、羨うらやめ、妬ねため、嫉そねめ』と思っていたけど、そうじゃないなら惜おしくなった」

　私は言葉の意図を上う手まく汲くみ取れなくて、うーん？　と唸うなりながら視線を宙に彷徨さまよわせた。

「私は、斎さまのものですよ？」

　とりあえず、明らかな部分についての返答をする。眺める価値があるように言ってくれたのは、長い付き合い故ゆえの贔屓ひいき目めのようなものかもしれない。とりあえず、何も考えずに足を出していたが、見苦しいと思われていた訳ではないのならよかった。

　一応、妙みようにスキンケアなどに厳きびしい母の監かん修しゆうのもと、きちんと手入れをしているので誇ほこらしさもあった。しかし、私なんぞの足にそんな風に言ってくださるとは、斎さまはもしや脚あしフェチなのかもしれない。

　私が疑ぎ惑わくを浮かべていると、先程まで無表情で見下ろしていた斎さまが、その唇くちびるを三日月型に釣つり上げ、うっすらと笑えみを浮かべた。しかし、何故だろう。目の温度が更さらに下がった気がする。

「うぅっ？　わうあうあうあ！」

　次の瞬しゆん間かん、斎さまの右手が私の顔面を摑つかんだ。そのままギリギリギリと力が込められていく。あ、アイアンクロー！　これ知ってる！　アイアンクローだ！

　格かく闘とう技ぎをしている訳でもなく、特別身体からだを鍛きたえている訳でもないのに、どうしてこんな握あく力りよくを発はつ揮きできるんだ！　痛い痛い痛い！

「うわぁ、不ぶっ細さい工く……」

　握にぎられて頰ほおがつぶれた上、痛みからものすごい形相をしているだろう私を仄ほの暗ぐらい目で眺め、俯うつむき気味に呟つぶやかれました。ひどすぎる。そりゃあ、大した顔ではないけれど、今の不細工の進行具合は完全に斎さまのせいなのに！　そしてこんなに痛い思いをさせられているのに！

「はぁああ、もう。三日前の俺なら、紫し緒おのその言葉の真意も知らず、有う頂ちよう天てんだっただろうに」

　言葉と共に私の顔を摑む指に力が籠こもる。痛い痛い痛い。それに真意とは何事ですか。私は言葉の通り純じゆん粋すいな信しん仰こう心しんしかなく、斎さまのものであることに誇りを持って生きているのに！

「ひんいもひゃにも、ひょろははのひひへ」

「あーはいはい。何言ってるか分かんない」

　真意も何もそのままの意味ですよ！　その言葉は頰を摑まれているせいできちんと発音できなかった。嚙みつかれて痣を残されようが、アイアンクローで顔面を締め上げられようが、私の気持ちは変わらないのに。

　生まれ変わっても斎さまの尊とうとさを忘れなかった私の信仰心こそが、私という人間を形作る最も重要なキーワードだった。人生の目標で、希望で、誇りでもある。

「いひゃい……」

　一ひと頻しきり私の顔を締め上げてから、斎さまはようやく手を離してくれた。慌あわてて自身の顔を労いたわるようにさするが、すぐには上手く喋しやべれない。ついでに、壁ドン状態からも解放されて少しばかり距離を取ってくれた。

「ううう、顔が歪ゆがむ」

　私は筋すじ金がね入りのオタクで斎さまフリークだが、これでも女を捨てている訳ではない。何より、いくら従じゆう僕ぼくとはいえ、みっともない女が斎さまの周りを徘はい徊かいする絵え面づらを許せないので、これでも容よう姿しには気を遣つかっているのだ。

「本当にどうしたんですか、斎さま。入学式まではあんなに優しかったのに……私の我わが儘ままで進学先を変えてくださったこと、本当はご不満だったんですか？」

　ゲーム本編の斎さまは、ご実家に並々ならぬ反発心を抱いだいていた。そのため、お金持ちの子女令れい息そくばかりが集まる、超が三つほど重なってもまだ足りないようなセレブ且かつ進学校から、この白咲高校に入学したのだ。

　そうして、実家を飛び出してこの高校に通うため、お側付きの青年──つまりは私の兄の『宮みや下した泰やす成なり』との二人暮らしが始まる。

　もっとも、初めての反抗とはいうものの、家を出るのも結局は親の援えん助じよを受けることで実現し、それを享きよう受じゆする自身の『お坊ぼつちゃん育ち』ぶりに自じ己こ嫌けん悪おを覚える、というジレンマも抱かかえることになるのだが。

　しかし、現実の斎さまはゲームでの様子とは違い、それほどご実家のことを負ふ担たんに思われていなかった。全く気にならないということはないだろうが、『あの人たちはああいう人たちだから』と割り切っているのである。

　親からの援助という意味でも『あるんだから使えばいいんじゃない？』とケロッとしたものだった。

　頭ではそう理解していたとしても感情は別物だろう、と心配になって様子を窺うかがえば、決まって『それに俺には紫緒がいるからね』と淡あわく微笑ほほえんでくれた。

　そのときの斎さまの可か愛わいらしさといったら！　鼻血が出そうだった。斎さまの前でそんな醜しゆう態たいは晒さらせない、と堪こらえるのに必死だった。その代わりに、私はお姉さんとして斎さまを抱だきしめたのである。

　──話が逸れた。まあ、そんな斎さまなので、高等部への進学が迫せまっても、外部受験を意識することはなかった。しかし、それでは彼をその愛で救ってくれるヒロインとの出で逢あいは叶わない。

　当然、私は必死になって説得した。

　あるときは土下座せんばかりの勢いで頼み込んだ。またあるときは視野を広げるため、親元を離れて自立心を育てるため、などと適当な理由をでっち上げ、白咲高校への入学を果たし、今に至る。

「高校なんてどこだっていいんだよ。そこに紫緒がいれば。紫緒は？」

「なんて光栄な！　もちろん、私は斎さまがいらっしゃればそれだけで幸せです」

「そんな紫緒の高校での目的は？」

「斎さまに素敵な恋をお届けすぶぐっ！」

　再び、アイアンクローが炸さく裂れつした。幸いそれほど力は込められていないが、無性に切ない。

「……まあいい。そのことに関してはすぐに後こう悔かいさせるつもりだから。それで？　どうしてこんなところに連れてきた？」

　後悔させる、という言葉に空そら恐おそろしさを感じたが、深く考えないようにする。

　斎さまはぐるりと裏庭を見渡した。辺りに人気はなく、いかにも不人気そうなこの場所に連れてきた理由など、彼がどれだけ考えたところで正解に辿たどり着くことはできないだろう。

　今日は四月九日。入学式から三日経過した日の昼休み、つまりは今こそが、斎さまとヒロインの記念すべき出会いの時なのである。このイベントが起きるのは四月九日のこの場所だけ、と決まっているから、日付と場所を特定できてよかった。

　ゲームで完全に他人を拒きよ絶ぜつしていた斎さまが、昼休みの賑にぎやかさを嫌きらって裏庭で一息吐ついていると、そこへヒロインが降ってくる、というイベントである。

　ヒロインは用事があって北館の校舎の一階を歩いており、ふと肌はだ身み離はなさず持ち歩いている栞を取り出して眺めると、それが開いていた窓から外へ飛んでいってしまう。多少強引な展開だが、その程度のことは予定調和である。

　窓から飛んでいこうとする栞を追いかけ、ヒロインは咄とつ嗟さに身を乗り出す。そして、栞を摑んだ瞬間に裏庭へ落ちてしまい、その身体を受け止めてくれるのが斎さまという訳だ。

　何という運命的な出会い！　斎さまとヒロインはクラスが違うので、これが初対面となる。ヒロインが窓から落ちてくることに気付いたときの、驚いている斎さまのスチルがまた格かつ好こうよくて最高なのだ。

　ヒロインとの恋を始めるために、何としても果はたさなければならないイベントの内の一つである。

「い、斎さまと二人きりでお話をしたくて……？」

　思わず疑問符ふを付けてしまう。勢いだけで斎さまをここまで引っ張ってきたが、そういえばろくに口実も考えていなかった。とりあえず斎さまを裏庭へ連れ出さなければ、とそれしか頭になかったのだ。

「あ、あの、ほら。最近あまりお話しできていませんでしたし……ちゃんとお話ししたいな、って」

　それは噓うそではない。入学式以来、斎さまは私の些さ細さいな挙きよ動どうで気分を害されるようになった。そばには変わらず置いてくれているので嫌いになった訳ではないと思うのだが、私の何かが気に入らないらしい。

　理由があるなら話し合いたかった。直せることならどうしてだって直すから。

　ヒロインとの出会いという目的を完かん遂すいさせるために普段は意識の隅すみに追いやっているが、何かしてしまったのだろうか、ということはずっと考えていた。

「紫緒……」

　斎さまが名前を呼んで、ゆっくりと私の頰に触ふれた。その手つきが優しくて、ほっと安あん堵どする。またアイアンクローでもされるのか、と内心ビビったのは私だけの秘密である。

「俺は、」

　真まっ直すぐに彼の目が私を見下ろして──

「あっ！　栞が……！」

　頭上で、焦あせったような少女の声が聞こえた。発せられた声だけで察することができる。声の主ぬしはきっとヒロインで、今イベントが発生しているのだ。え、私すごい邪じや魔ま！　イベントが始まるまでにこの場から退散しておきたかった！

　そして一いつ瞬しゆんの間に気付く。私が校舎から少し離れたところで壁に背を向けて立っており、斎さまはその正面にいる。つまり、ヒロインは私の上、もしくはその背後に落っこちそうになっているという訳で。

　このままだと、ヒロインは斎さまに受け止められることなく地面に激げき突とつするのでは……？

　私は反はん射しや的てきに後ろを振り返り、慌てて両りよう腕うでを伸ばそうとする。しかし、突然首が絞まったかと思うと後ろ向きに引っ張られた。

「ぐえっ」

　制服の襟えりを摑まれたのだと気付いたのは、濁にごった呻うめき声を上げてからだった。その後に、私の目の前で華きや奢しやな女の子が地面へと落ちる。彼女は転ぶように地面に膝と手のひらをついた。

「ちょっ……」

「馬鹿っ！」

　ヒロインに怪け我がをさせてしまったかもしれない。焦りから首根っこを摑まれたまま抗議しようとすれば、それよりも早く斎さまに怒ど鳴なられた。

「あの状況で受け止めようとしたらお互い危ないだろ！　この程度の高さでそうそう大怪我だってする訳ない」

「危ないと思って咄嗟に……」

　ゲームの中で斎さまが当たり前のように彼女を受け止めていたので、私もそうするべきだと思ったし、受け止められると思っていた。

「だからって紫緒まで怪我をする義理がどこにある！　少しは考えてから動け」

　ようやく首から手を離した斎さまは、思い切り眉まゆをひそめていた。斎さまの言う通りであることは分かる。

　それほど高さがないならば、平らな地面に落ちる方が人間の上に落ちるよりも凹おう凸とつがない分、変な打ち身などもしないだろう。ましてや裏庭はコンクリートの地面ではなく、土と草が多い。人間の身体の方が固いかもしれない。

　どうやら、空から降ってくる女の子を抱きとめるのは、物語の攻略対象キャラだけの特殊技能ということらしかった。

「あ、あの、ごめんなさいっ！」

　斎さまに叱しかられて自分の軽けい率そつさを反省していると、そこに焦ったような女の子の声がかかった。振り返れば声の主は当然とも言うべきか、地面に着地した女の子──つまりは『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』のヒロインと思われる女の子だ。

　両手で栞を握りしめた彼女は今にも泣きだしそうな、困り果てた表情をしている。垂たれ気ぎ味みの丸い目からは、申し訳なさそうな気持ちが伝わってきた。

　可愛い女の子だった。特別華はなやかとか、綺き麗れいというタイプではない。どちらかというと、愛くるしくて守ってあげたくなる雰ふん囲い気き。今は少々地味で目立たない印象だが、磨みがけば光るのだろう。パラメーターの魅み力りよくの数値が百を超える頃には、人の目を強く惹ひきつけるようになるに違いない。

　内巻きで色素の薄いふんわりとした髪は肩かたにかかっており、彼女の可か憐れんさをより引き立てている。まさに私が望んだ、斎さまの隣に立つに相応ふさわしい女の子だった。
















「わたしが考えなしに飛び出したから……」

　結果的に彼女による被害はゼロだったのだが、私が斎さまに叱られているのを見て、責任を感じてしまったらしい。彼女は繰り返し、ごめんなさい、と眉を下げて呟いた。

「い、いやそんな、結局助けられなかったし……」

「周りの迷めい惑わく考えて行動すれば？」

　ぎゃあ、なんでそんな喧けん嘩か腰ごし！　私とほぼ同時に発した斎さまの言葉に、心の中で悲鳴を上げる。確かに、ゲームでも斎さまがヒロインを受け止めたあと、擦り傷ができたことについて嫌いや味みと文もん句くをぶつけていたけれど。

　今は彼女を助けてあげることもできなかったのに、文句だけぶつけるなんて！

　斎さま！　と咎めるように名前を呼んで、ふと、彼女の膝に擦すり傷ができていることに気付く。一階の窓から落ちただけなのでそう高さもなく、大きな怪我はないようだが、土で汚れた膝には血が滲にじんでいる。

「怪我してる！　傷口洗わないと。とりあえず保健室行こう！」

　ヒロインの柔やわ肌はだに傷を残す訳にはいかない。斎さまが口をへの字に曲げているのは分かったけれど、私は戸と惑まどうヒロインの手を引いて、慌てて保健室へと向かった。





[image: ]






　保健室へ向かう道中で名前を聞けば、彼女は『桜さくら井い愛あい花か』と名乗った。ゲームではヒロインのデフォルト名が設定されていなかった。そのため、彼女がヒロインであることは察せられても、名前は知る由よしもなかったのだ。

　いかにもヒロインらしい可愛い名前で、彼女によく似合っている、と私は一人心の中で悦えつに入る。ゲームの序じよ盤ばんで、攻略対象キャラとの出会いにおいて大だい活かつ躍やくする栞のモチーフと同じ、『桜』の文字が入っているところが尚なおいい。

「あ、あの、ほんとにかすり傷だし、一人で行けるよ」

　促うながすようにしてずんずん廊ろう下かを進んでいると、愛花ちゃんが申し訳なさそうにそう呟いた。彼女は先程からそんな表情ばかりしている。せっかく可愛いのだから、もっと笑ってほしいものだ。

「保健室についていくだけだから、気にしないで」

　あわよくば、今後のためにもっと親しくなりたい。今後、彼女の周囲に現れるだろう他の攻略対象キャラたちよりも、斎さまには一歩リードしていてほしかった。

　そのためにも、本当は斎さまと関わってほしいのだけれど、斎さまは先程からつまらなそうに後ろからついてくるだけで、彼女への関心が見えない。

　そういえばゲームでは、落ちてきた彼女に文句の言葉をぶつけると、すぐにその場から立ち去っていた気がする。それを思えば、むしろついてきてくれるだけよかった、と喜ぶべきなのかもしれない。

　保健室は本館にあるため、一度北館に戻り、渡り廊下を通って本館に向かう。途中、私と愛花ちゃんは揃そろって逆方向へ行きかけたが、斎さまに止められた。

　男の人ってどうしてああも方向感覚がいいのだろうか。まるで身体の中に方位磁じ石しやくを埋うめ込んでいるのかと思うくらい、当たり前に方角の話を持ち出すし。

　初めて訪おとずれた土地で兄が普通に東西南北を説明したときは、思わず何だこの人、と胡う乱ろんな目で見てしまった。

　すごいけれど、すごすぎて意味が分からない。

　保健室に辿り着き、まずノックをする。低い声で返事が聞こえて扉とびらを開けると、中では仁に王おう像ぞうが立っていた。仁王像は黒地に白いラインの入ったジャージを着ている。

　白咲高校にこの春から非ひ常じよう勤きんとして勤つとめている養護教諭である。白衣はすぐ汚れるから、と使用しないらしい。

　保健室は手前側に作業机と薬品棚、身長体重計などがあり、パーテーションで仕切った奥側にベッドが設置されている。

「紫緒？」

　養護教諭の目がまず私を捉とらえる。次ついでその目が後ろへ向けられ、斎さまの顔を確認したのだろう。最後に愛花ちゃんに目を向け、異変を探すように視線が下りた。

「おまえ……ついに人様に怪我をさせて」

「させてない！　させてないから！」

　ひどい誤解である。顔が怖すぎていまいち表情を読みにくいが、慣れているので、半なかば以上本気で私が怪我をさせたと思っているのが分かる。昔から「おまえは落ち着きがないから人様に怪我をさせないように」と諭さとされていたことを思い出す。

　養護教諭の名は宮下泰成。つまり、私の兄である。

　同時に、乙女ゲームに登場する、斎さまのお側付きの青年でもある。攻略対象キャラのお側付きという微び妙みような立ち位置でありながら、何故か細かく設定が決まっており、度たび々たび斎さまとの話題に出ていたので、生まれ変わってもきちんと覚えていた。

「あの、違うんです。これはわたしが勝手に怪我をしただけで……」

　すると、私の誤解を解とくべく、愛花ちゃんが声を上げた。その目はしっかりと兄を見上げ、真しん摯しな光を宿している。

　さすが乙女ゲームのヒロインである。強こわ面もてで、思わず目を背そむけて逃にげ出したくなるような兄の顔にも臆おくする様子が見えない。ヒロインである愛花ちゃんが、まさに私の求めるヒロインらしさを持っていたことに、ある種の感動を覚える。

「……ああ、血が」

　兄は、物もの怖おじしない様子の愛花ちゃんに面食らったようだったが、すぐに彼女の膝の怪我の様子を再確認して、椅い子すに腰かけるように勧すすめた。保健室に向かう途中、洗い場で粗あら方かた傷口を洗い流しておいたので、そのまま消毒することになる。

「この怪我はどうしたんだ？」

「え、えーと、窓から落ちてしまって…」

　説明する愛花ちゃんの白い頰がうっすら赤く染そまる。私からすればイベントであり、起こるべくして起こった事態だが、愛花ちゃんからすれば、自身の反射的な行動による過失なので、気き恥はずかしく感じているのかもしれない。

「窓から落ちる？」

「飛んでいきそうになった栞、だったかな？　それを追いかけて自分で窓まど枠わく乗り越えたんだよ。自じ業ごう自じ得とく」

　私を挟はさんだ正面からそのときの様子を見ていたらしい斎さまが、はっきりと説明する。愛花ちゃんは余計に恥ずかしそうに俯いた。

　どうして詳くわしく言っちゃうかな！　恥ずかしそうにしてたのに！　しかも自業自得って！　愛花ちゃんとの心の距離がますます開いてしまったらどうするのだ。

「斎さま！　自業自得なんてそんな言い方……」

「い、いいんだよ、本当のことだし。それに、」

　彼を咎とがめようとすれば、愛花ちゃん自身が慌ててそれを制した。斎さまはそんな私たちのやり取りを前にしてツンと顔を背けたままである。愛花ちゃんへの印象とかを考えなくてもいいのなら、私はそのツンとした顔も好きなんだけどな！

　愛花ちゃんは顔を上げて、にっこりと笑ってくれた。

「彼女さんに怪我させちゃうところだったんだもん。怒るの当たり前だよ。大事にしてくれる彼氏さんで羨ましいな」

　……？

　言葉の意味が分からなくて咄嗟に反応できなかった。

　愛花ちゃんの言葉を嚙み砕く。あの場にいた人間と、その状況を振り返る。……もしや、つまり、いやまさか。盛せい大だいな勘かん違ちがいをされている……！

「ち、ちっちっちっちがーう！　彼氏じゃない！　彼氏じゃないよ！　斎さまはそういうのじゃないし、私は彼女じゃない！」

「え、でも、だって………」

　隣に立つ私を、椅子に座ったままきょとんと見上げる愛花ちゃん、可愛い。……じゃなくて！　私は誤解を解くために必死になって首を横に振る。

「違うよ！　ありえない！　絶対絶対絶対斎さまだけはありえないから！」

　こんなところで誤解なんぞされて、斎さまの恋こい路じを邪魔してなるものか。だって私は二人のキューピッドになりたいのだ。

　少々イレギュラーは発生しているが、彼女の人となりをちゃんと知れば、必ず斎さまは恋に落ちる。そうして救われるのだ。それが、この世界のハッピーエンドである。彼の幸せを望む私に、それを壊こわすような真ま似ねなどできない。

　すると、隣に立っていた斎さまに左腕を摑まれた。

「いだだだだだだだ！」

　そして、そのまま力を込められる。おかしい、この握力おかしい！　腕がもげそうな痛みなんですけど！

「いい加減にしろ……この馬鹿」

　斎さまは再び、入学式のときのような、あの恐ろしく低い声を出す。蘇よみがえる痛みの記憶！　未だ残る青紫の嚙みアザ！

　途端に恐怖心が蘇り、周囲に視線を向ければ愛花ちゃんは困ったように首を傾かしげ、一瞬目が合った兄はさっと逸らした。私の本能が悟る。血を分けた兄に見捨てられた！

　左手をつぶさんばかりに握りしめたまま、斎さまの反対の手のひらが私に迫りくる。しかし、予想に反してその手のひらは優しく、丁てい寧ねいに私の頰を滑すべった。──と思った瞬間、勢いよくあごを摑む。

「紫緒……」

　直後に起こった出来事を、私は口こう頭とうで説明できない。

　目の前には斎さまの美び麗れいなお顔、伏せられた睫まつ毛げは長く、ひたすらに眼がん福ぷくである。息が苦しい代わりに目を見開いてみれば、頰を赤く染めた愛花ちゃんと、対照的に顔を青くした兄の姿が視界の隅を掠かすめた。柔らかいものが唇を塞ふさいで、呼吸をし辛い。

　一つ、この理解しがたい状況ではっきりしたことがある。

　どうやら、斎さまの恋のために愛花ちゃんの誤解を解くことが、非常に困こん難なんになってしまったようである。
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　白しら咲さき高校に通うために実家を出た私たちは、篠しの宮みやの家が用意してくれたマンションで、斎いつきさまと私と、私の兄の三人で暮らしている。

　十一階建てのマンションは築ちく浅あさで、白を基調に黒でアクセントをつけるようなデザインの外がい観かんをしている。中々綺き麗れいでお洒しや落れな雰ふん囲い気きだった。道を挟はさんだ向かい側にはコンビニがあり、学校までは徒歩十分少々。その途中にはスーパーもあり、方向は違うが最も寄より駅も徒歩十分程度で立地としては申し分ない。

　正直、幾いく人にんもの使用人を抱かかえるお屋や敷しきを本ほん宅たくとする篠宮の家が用意したので、目も眩くらむような高級マンションが出てきたりして、と心配していたのだが、意外と普通のファミリー向けマンションで安心した。マンションの最上階ワンフロアとか、漫まん画がでしか見たことがないような部屋だったらどうしようかと思っていた。

　高級マンションを観光したい気持ちはあるが、住むとなると根っからの庶しよ民みんなのでちょっと気け圧おされてしまう。

　といっても、築浅で広々とした駅近の物件が、上等なマンションであることに違いはなかった。

　間取りは３ＬＤＫで広いリビングとバルコニーが気に入っている。キッチンは対面式となっているので、料理をしているとリビングの様子もよく見えた。

「……なあ」

「んー？」

　下校してから作り、時間を置いていた筑ちく前ぜん煮にを小こ鉢ばちによそう。出来立てより、一度冷ました方が味がしみて美お味いしいのだ。余った分は明日の朝に食べよう。

　そんなことを考えながら空から返事をすると、小声で耳打ちしてきた兄が言葉に詰まったように沈ちん黙もくする。確認していないが、きっと困ったように眉まゆを下げているに違いない。

　顔は仁に王おう像ぞうだが、性格は温おん厚こうでどちらかというと大人おとなしいタイプである。妹の些さ細さいな挙きよ動どうにも気を遣つかい、言葉を選ぶ人なのだ。

「……斎さまの機き嫌げんが悪い」

　兄は私の隣で夕飯の配はい膳ぜんの手伝いをしながら、リビングを覗のぞき込む。キッチンから見てリビングは横長の形をしており、見ているのかいないのかも分からないテレビをつけたまま、ソファに寝そべっている斎さまの頭が見えた。斎さまは後頭部の形も実に美しく、私の推おしポイントの一つである。

「そうだね……」

　帰ってからずっとあの体勢である。普段なら夕飯の支し度たくを手伝ってくれるので、おそらく随ずい分ぶんご機嫌斜ななめなのだろう。

　今日の主食の鮭さけのムニエルに、ネットで調べて作ったタルタルソースをかける。キャベツのみじん切りを添えて、プチトマトを置いた。あとは豆とう腐ふの味み噌そ汁しるとご飯がある。我われながら中々の夕飯になったのではないだろうか。

　人に話すと意外に思われることが多いのだが、料理は得意である。初等部の頃から母に仕込まれて、今では家庭料理なら大たい抵ていのものは作れるようになった。

　前世の記き憶おく分ぶんは、普通の小学生より要よう領りようがよかった自覚はあるので、教えられれば吞のみ込みは早かったと思う。何より、ある程度作れるようになった頃に斎さまが興味を持ち、私の手料理を食べるようになったので、下へ手たなものは食べさせられない、と必死に腕うでを磨みがいた。

『斎さまも喜んでくださるから』

　へこたれそうになる私を母は繰くり返しそう、宥なだめすかした。優しくて私に甘い父に対し、母は結構手て厳きびしい。そんな母に料理だけではなく、掃そう除じ、洗せん濯たく、裁さい縫ほうにアイロンかけ、といったものも仕込まれたので、家事は一通りできる。

　ついでとばかりにお茶やお花に着付けまで仕込まれたのは、必要なかったのでは、と未いまだに疑問に思ってしまう。

　当時はいくら要領がいいとはいえ母が厳しく、怯おびえて逃にげ出そうとしたこともあったが、今となっては感謝している。そのお陰かげで斎さまのマンション暮らしに、家政婦要員として随ずい行こうすることができたのだから。ちなみに兄は保ほ護ご者しや要員である。

「でも、どうして怒ってるのか分かんないし、むしろ私が怒っていいと思うんだけど」

　昼休みの保健室で、気付けば斎さまは怒っていた。私の腕をぎりぎりと摑つかんだかと思うと、愛あい花かちゃんの前でとんでもない暴ぼう挙きよに出たのだ。

　そのせいで愛花ちゃんは勘かん違ちがいしたままだ。それに一応私だって女の子にジャンル分けされるのである。前世の記憶はあってもはっきりしたものではなく、れっきとしたうら若き乙女おとめと言えるだろう。

　そういうこう……あのー……男女の戯たわむれ的なものに対し、人並みに夢だって見てきた。軽々しく機嫌に任せて奪っていいものではない。

　だから、いつだってイエスマンの私だが、いくら相手が斎さまでも、今回ばかりは怒るべきだ。彼のためにも。斎さまには女の子を尊そん重ちようできる素す敵てきな紳しん士しになっていただきたい。

　心を鬼おににして話し合いをするべきだろうか。私は斎さまのためならば鬼にも悪あく魔まにもなる。しかし、過去の経験から斎さまが一いつ瞬しゆんでも瞳ひとみを揺ゆらせば、

『あなたは何も悪くありません！』

　と、一秒で話し合いを終わらせてしまいそうな自信はある。

　……それに、怒っていいと思う、とは言いつつも、怒っている訳ではない。ぶっちゃけ役得というか、ごちそうさまというか、ありがとうございますというか、ごにょごにょごにょ。初めてが理想の顔というのはあのその、一生の思い出になるといいますか、もごもごもご。

「分からないのか？」

「何が？」

「だから、どうして斎さまが怒っているのか」

　こそこそと話しかけてくる兄は、訝いぶかしむように私を見ていた。

「分かんないよ。聞いても教えてくれないし」

　私の認識としては、気付いたら怒っていた、という感じである。元々愛花ちゃんが怪け我がをしたときの私の軽けい率そつな行動に機嫌を損そこねていたが、何がきっかけでその怒りが頂点にまで達したのかが分からない。それまで、精せい々ぜい愛花ちゃんの勘違いを正す程度の会話しかしていなかったはずなのに。

　兄は私の顔をじっと見つめると、一つ大きな溜ため息いきを吐つく。眉み間けんに皺しわを寄せた顔はかなり怖かったが、生あい憎にく見慣れているので、怯えることなく声をかける。

「どうかしたの？」

「……斎さまに同情する」

　溜息まじりにそう呟つぶやき、兄は木製のトレイの上に三人分の鮭のムニエルの皿を載のせ、それを持ち上げてキッチンからダイニングテーブルへ運んでいく。

　兄の言葉の意味を理解できない。斎さまの悲しみはすべて取り除のぞいてしまいたいと思っているが、兄が同情するほどのものがどこにあったのかが分からなかった。

　テーブルに皿を並べて戻ってきた兄に尋たずねてみても、説明してくれることはなく、揃そろって沈黙の落ちる食しよく卓たくにつくこととなった。
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　春休みに引っ越してきたばかりなので、私の部屋にはまだ物が少ない。

　ベッドとローテーブルと、あとは教科書や身の回りのものを片づけている棚がある。衣類は今のところすべてクローゼットに収まっているので、全体的にすっきりしている。全身鏡だけが、少しばかり存在を主張しているかもしれない。

　床が木目調のフローリングなので、家具はそれに合わせて濃い色の木目のもので揃えた。代わりにラグやベッドのシーツはアイボリー系の明るい色にしている。これで暗くらすぎず明るすぎずで、バランスが取れている……つもりだ。そのうち、カラフルなクッションとかも取り揃えたい気がする。

　ベッドの掛け布ぶ団とんの上に、着替えと下着を用意する。兄が私のあとに風ふ呂ろが空くのを待っているので、手早く向かわなければならない。支度をしながら、頭の中を整理するために思考を巡めぐらせた。

『君と紡つむぐ物語～サクラの記憶～』は、ヒロインのパラメーターを上げつつ、男の子をデートに誘さそい、会話の中で最適な選せん択たく肢しを選び、好感度を上げて親密になっていくゲームである。

　その中で、日付、好感度、デートの場所などの条件を満たすことによってイベントを起こし、美び麗れいなスチルを回収していくことができるのだ。

　ここは乙女ゲームの世界だが、当然この世界に生きている人たちはゲームのデータではなく、人間である。そのため、何もせずに放置してヒロインが斎さまを好きになってくれる保証はない。当然、一ひと目め惚ぼれでもしてくれなければ、ヒロインからデートに誘ってもらうこともできないだろう。

　おまけに愛花ちゃんは、きちんと否ひ定ていしたにもかかわらず、まだ斎さまと私の関係を疑っているようだった。いや、あれは斎さまの行動が悪いと思うけれど。誤ご解かいする気持ちも分からなくはない。

「まずは、斎さまと愛花ちゃんに仲良くなってもらわないと」

　とりあえずは誤解を完全に解とき、二人が接せつ触しよくする機会を増やしたい。そうすればきっと、愛花ちゃんだって自然と斎さまを好きになってくれるはずだ。

　何といっても、愛花ちゃんはゲームのヒロインで、斎さまはとても魅み力りよく的てきな人なのだから。

　不器用で時々捻ひねくれた物言いをするけれど、本当は繊せん細さいで優しくて、寂さびしがりの人なのだ。だから、ヒロインのような温あたたかい女の子が、そばで支えてあげてほしい。

　まだ会話らしい会話はできていないが、愛花ちゃんの柔やわらかな雰囲気に、きっと温かく魅力的な女の子だろう、と感じていた。ずっと夢見てきたヒロインとして、相応ふさわしく。

「きっと幸せになれる」

　そして私は、その姿を見たい。

　幸せだと、いっそ泣きそうな顔で笑う彼の姿が、私の幸せなのだ。
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　篠宮のご当主様、つまり斎さまのお父様は、仕事一辺倒の人である。いつも厳しい顔をしていて、情というものの一切を切り捨てているようだった。奥様は俯うつむきがちで、夫であるご当主様に粛しゆく々しゆくと付き従う人だ。私は奥様の笑った顔も泣いた顔も見たことがない。

　二人は私の目から見て、どうして夫婦をしているのだろう、と思わせる人たちだった。旧家であるが故ゆえの事情があるのかもしれない。しかし、そんな二人には一つだけ共通点があった。

　けして、一人息子むすこである斎さまと目を合わせ、向き合うことをしなかった。

　ゲームの斎さまは、その寂しさから感情を抑よく圧あつしていた。最早そんなものは無価値だと口にして、大層な人間嫌ぎらいだった。ゲーム開始時は、捻くれた言葉ばかりを口にしていた。

　けれど、性格を歪ゆがめられるほどの影えい響きようを受けるということは、その寂しさはそれだけ彼にとって意味を持つという証しよう左さだ。

　彼はその振ふる舞まいの通りの、捻くれた人物ではなかった。孤こ独どくを孤独として受け止められる、寂しくて哀かなしい人だった。

『俺は何とも思ってない。だから、紫し緒おがそんな顔をすることは、何もないんだ』

　ご両親と向き合うとき、すっと表情を消す斎さまを何度も見た。傷つくことがないように、傷つく心ごと奥深くへ隠かくしてしまう。

　私はそれがたまらなくて、悔くやしくて、彼の諦あきらめのよさを憎にくらしくさえ思って、まるで私の方が縋すがるように斎さまのことを抱だきしめた。

『私は、斎さまが何も感じないと言うのは、嫌いやです。そんなの、寂しいです』

　早く、早く高校生になりたい。斎さまを幸せにしてほしい。ヒロインの柔らかな愛ですっかり包んでほしいのだ。そうした思いは、日に日に強くなっていった。

　前世の私は斎さまを信しん奉ぽうしていた。見た目が好きで、不器用さが好きで、その孤独に胸むねを打たれた。

　ここがゲームの世界であっても、孤独に口を噤つぐむ彼も、抱きしめたときの柔らかさも温ぬくもりも、全部本物だった。彼は生きている人間で、両親の言葉や態度で傷つくのは、間違いなくゲームの登場人物ではない、目の前の子どもだった。

　斎さまに触ふれる度たびに実感した。ここは虚きよ構こうの世界ではない、とその温度で教えてくれた。彼の悲しみも、当然のことながら残ざん酷こくな現実でしかない。

『斎さま、私は、私が、紫緒が、斎さまを幸せにしてみせますから』

　何だってしようと思った。斎さまのために、何だってできる自分でありたかった。斎さまが私の生き甲が斐いで、生きる意味と言っても過か言ごんではない。

　そして、恩人でもある。前世の記憶、なんて訳の分からないものに翻ほん弄ろうされて不意に不安になることが、斎さまに出会ってからも何度もあった。

　前世の記憶なんて本来ありえないものを、自分の中で吞み込んで消化することは、簡単ではない。自分ではない、けれど間違いなく過去の自分である記憶に対する違い和わ感かんは、どれだけ時間が経たっても慣れるものではなかった。

　斎さまはそんな私を、いつだってそばに置いてくれた。不安で仕方がないときも変わらず、当たり前みたいに私のことを受け入れてくれた。それが、今立っている足元さえ不安定に感じるような私にとって、何よりの救いだった。

　斎さまといるときだけは、斎さまのことを想うときだけは、それだけを考えればよかった。斎さまのことだけで頭がいっぱいになるから、楽しくて、嬉うれしくて、思い悩む暇ひまもなかった。今立つ地面を、信じることができた。

　私が今、能のう天てん気きに笑って日々を過ごせるのは、斎さまのお陰なのだ。だから、斎さまは私の恩おん人じんで、恩返しがしたいと思っている。

　乙女ゲームの世界に転生して大混乱していた私を救ったのは、私にとっての乙女ゲームの象しよう徴ちようとも言える斎さまだった。

『……分かってる。俺には紫緒がいる』

　紫緒がいればいい、消え入りそうな声でそう呟いてくれる彼に、胸がつぶれそうな気持ちになったことを、もうずっと覚えている。

　──湯船に浸つかりながら、これまでのことを思い出していた。あのときの気持ちは今も変わっていない。私の願いは、斎さまに幸せになってもらうことだけだ。

　きっとそれがもうすぐ叶う。だってもう、運命の人に出会うことができたのだ。斎さまのいいところを沢たく山さん知れば、愛花ちゃんだって惹ひかれるはず。

　一見すると分かりにくいけれど、冷たい人ではない。私が自分のために近寄っていっても、突き放さないでくれるような、優しい人なのだ。

「……よし！　まずは愛花ちゃんの誤解を解くところから始めよう！」

　ちょっと真ま面じ目めに考え事をすると小腹が減った。風呂から上がったら冷蔵庫に入れておいたどら焼きを食べよう。小豆あずきとクリームの入ったコンビニのどら焼きは、私のお気に入りだった。

　そう考えると早く食べたい、と思考が一気にどら焼きに向かう。湯船から上がって、ろくに周囲に気を配くばることもなく、勢いよく浴室の扉とびらを開け放った。

「……はっ？」

　声が漏もれたのは一体、どちらだっただろう。もしかしたら、二人ともかもしれない。

　斎さまがいた。歯でも磨きに来たのか、ちょうど洗面所兼けん脱だつ衣い所じよの扉を開いて足を踏ふみ入れたところだったらしい。珍めずらしく、無む防ぼう備びに目を見開いたまま固まっている。浴室は一段高く作られているので、そんな様子の斎さまを見下ろしたまま、私もまた、固まっていた。

　痛いほどの沈黙が流れる。そして、先に我に返ったのは斎さまの方だった。

「この馬ば鹿かっ！」

　神経を疑う、とでも言いたげな口く調ちようだった。私の身体からだを突き飛ばそうとしたのだろう。一瞬お腹なかに触れかけた手が、まるで静電気が起きたかのように慌あわてて離された。今度は浴室の扉に手を伸ばして閉めようとしたので、私は挟まれないように慌てて後ずさる。

「外くらい確認してから出ろ！」

　扉の向こう側から怒ど鳴なり声が聞こえる。それから、脱衣所の扉が大きな音を立てて閉まったのが分かった。

　完全に思考が停止してしまった私は、ふらふらと先程上がったばかりの湯船の中に帰き還かんする。

「──っ！」

　それから、声にならない悲鳴を上げた。

　全身の血が勢いよく巡るのを自覚して、頭を抱える。人様に見せられるような立りつ派ぱな身体をしている訳がないのに、よりによって斎さまに、斎さまに！

「あーっ！」

　事実を受け止められずに、今度こそ悲鳴は音になった。

　羞しゆう恥ち心しんと戦った私は、結局のぼせる寸前まで湯船から出ることもできずにいた。
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　自分にとって最も尊とうとい存在に、みっともない身体からだを見られた衝しよう撃げきと悲しみをご想像いただけるだろうか。

　びっくりするくらいいたたまれないし、羞しゆう恥ち心しんが尋じん常じようではないのでけしておすすめはしない。

　実家にいた頃は、篠しの宮みやの家に入り浸びたっていたので斎いつきさまのお風ふ呂ろ上がりに出くわしたことはあった。もちろん、きちんと寝間着に着替えた状態で、である。さすがの私も浴室を覗のぞいたことはなく、けして泊とまりはしなかったので、当然風呂場でばったり☆なんて惨さん劇げきを起こしたことはなかった。

　というか、こういうのは普通少女漫まん画がとかでヒロインとヒーローに起こるべきイベントではないのか。何故よりによって私が醜しゆう態たいを晒さらすことになってしまったのだ。愛あい花かちゃんは一緒に住んでいないので、そんなイベントを起こしようがないのかもしれないけれど！

　今後どんな漫画や乙女おとめゲームを見ても、お風呂でばったりシーンでニヤニヤするのはやめよう、と私は固く心に誓ちかった。あれはニヤニヤするシーンではない。その辛つらさと悲しみを察し、憐れん憫びんと同情を向けるべきシーンなのだ。

「斎さま、昨さく夜やのことは……」

　翌よく朝あさ、もうすべてをなかったことにしたかったのだが、見苦しいものを見せたお詫わびをすべきか悩み、とりあえず様子を窺うかがう。珍めずらしく、私が部屋へと起こしに行く前に制服に着替えてリビングに現れた斎さまは、言い終わる前に私の頭を下に向かってぐっと押さえ込んだ。

「何のこと？」

「え、昨日きのう、お風呂場で……」

「は？　何？」

　斎さまが一言話す度たびに私の頭がぐっと押される。並んで立つと私の目線は斎さまのあご辺りになるのだが、ぐっぐっと押されすぎて身長が縮みそうだった。

　長年斎さまのおそばに控ひかえ、斎さまに関しては我ながら非常に優秀な脳が、彼の態度の理由について即そつ刻こく推理した。『なかったことにする』ようである。

「な……何でもありません」

　私はぎこちなく笑って斎さまの意向に従った。羞恥心からその話題に触ふれたくないのはむしろ私の方である。彼の態度は願ってもないことだった。

「だよね。そうだと思った。じゃあ、俺は顔を洗ってくるから」

　斎さまは近年稀まれに見る、というか初めて見たんじゃないかと心配になるようなにっこりとした白々しい笑顔を浮かべ、私の頭を解放するとリビングから去っていった。

　斎さまは無理矢理なかったことにしようとしているものの、それ以外は割といつも通りだった。私が気にしすぎているだけかもしれない。そう思うと自じ意い識しき過か剰じようのようで、また別種の羞恥心が湧わき上がってきた。

　いやしかし、私だって一応十代の女の子なのだ。気にしすぎることを許してほしい。何度も思い返しては頭を抱かかえて羞恥心に悶もだえ苦しむのも、正当な権利だと主張したい。

　斎さまにとっては不幸だが些さ細さいな事故だったとしても、私にとっては大事件だったのだ。

　だからといって、それにこだわりすぎる姿を見せることも恥はずかしかったので、私ももう気にしないことにした。斎さまには犬に嚙かまれたとでも思って忘れてもらおう。





[image: ]






「……」

　しかし、気にしないと決めたとはいえ、すぐにそのように振ふる舞まえるか、というとお話は別である。並んで下校しながら、私は言いようのない気まずさを感じていた。

　意識しすぎなのは分かっていても、どうすればいいのかが分からない。自然にしようと思えば思うほど、余計に普段どんな話をしていたのか分からなくなっていた。

「……あ、の！　学校……そう学校！　もう慣れました？　前の学校とは随ずい分ぶん雰ふん囲い気きも違いますよね」

　喋しやべりながら会話の糸口を見つけ、内心安あん堵どする。斎さまと過ごす時間を気まずいと思うなんて、もしかしたら初めてのことかもしれない。

「まあ、それなりに。馴なれ馴なれしくされて驚いたけど」

「あー……前の学校じゃあ、苗みよう字じにくん付け、さん付けが基本でしたもんね」

　クラスメイトに苗字を呼び捨てにされて、斎さまがわずかに目を丸くしていたことを思い出し、私はほっこりする。斎さまはちょっと油断した顔がとても可か愛わいいのだ。

　中等部まで通っていた学校では、いわゆるいいところの子女令れい息そくばかりだった。そのため、礼れい儀ぎ作法に厳きびしく、クラスメイトといえどよほど親しくなければ、ある程度の距離を置いていた。呼び方などは、その最たるものである。

　また、実家同士の付き合いをとても大切にしていたので、クラスメイトの関係でも、慎しん重ちように気を遣つかう人がほとんどだった。

「……嫌いやでした？」

「別に。驚いただけ」

　その言葉に他意はなさそうだった。ゲームの中では、入学したばかりの斎さまがそのことに不満を漏もらす会話があった。馴れ馴れしくて気持ち悪い、と。

　しかし、卒業する頃には、ヒロインによって頑かたくなな心がほぐされたからか、クラスメイトの距離の近さも、前向きに捉とらえる発言に変わる。

　ゲーム内の入学当初のように、現実の斎さまも負ふ担たんに感じているのだろうか、と懸け念ねんしていたので一安心した。

　安心すると、単純な私は簡単に気分が上がり、ようやく気まずさから緊張していた心が和やわらいでくるのを感じる。

　そんな他よ所そ事ごとを考えていると、斎さまは私よりも二歩、三歩と徐々に前へ進んでいく。危あやうく置いていかれそうになった。慌あわてて追いかけようとすれば、それよりも早く、斎さまは足を止めて私を振り返る。

「どうかした？」

「えっと、どう、とは？」

「いつもより足が遅いから」

　後ろから通り抜けようとする自転車を避さけ、道路の隅すみに寄った斎さまが私を観察する。

　当然私には、自分の足が遅くなっている理由が分かっていた。靴くつ下した越ごしに擦すれるローファーが痛い。無視できる程度の痛みだと思っていたのだが、歩くスピードに影えい響きようがあったらしい。

　普段なら、少し思考が逸それていても、並んで歩いていて後おくれをとることはない。斎さまはすぐに違い和わ感かんを覚えたようだ。

「体育館シューズで靴擦れして、絆ばん創そう膏こうを貼ってたんですけど、剝はがれちゃったみたいで……」

　先程から靴下の中で違和感があり、痛みが増している。

　今日は入学して初めての体育の授業だった。白しら咲さき高校では上靴と体育館シューズが別になっている。初めて履はいた学校指定の体育館シューズが合わなかったようだ。

　ローファーは大丈夫だったのに、まさか体育館シューズに苦しめられるとは思わなかった。履いていればそのうち馴な染じむだろうが、今は足に合っているはずのローファーまで傷が擦れて痛い。慣れるまで、しばらく痛い思いは続きそうだ。

「痛いなら最初から言いなよ」

「家に帰るまでくらいなら、大丈夫ですよ」

　お風呂に入るときに沁しみそうで嫌だなあ、とは思うが、歩くくらいなら我が慢まんできる程度だ。むしろ多少の痛みならば我慢して、早く家に帰って靴と靴下を脱ぬぎたかった。傷に靴下が引っついていないように祈る。

「……こっち来て」

　斎さまに手を引かれて、すぐそばにある公園に足を踏み入れる。小さな公園には鉄棒とブランコと滑すべり台があるのだが、小学生が一グループ遊んでいるだけだった。

　近くにもっと大きく新しい公園があるのでそちらが賑にぎわっているのか、この小さな公園は今日のように閑かん散さんとしていることが多かった。

「座って」

　ベンチを指してそう言われて素す直なおに従えば、斎さまは私を置いてその場を離れようとする。

「え、斎さま？」

「すぐ戻るから待ってて」

　そう言い残し、斎さまは素早く公園を離れた。ついていきたかったところだが、待っているように言われればそれに従うより他ない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまい、楽しそうに遊ぶ小学生を眺ながめたり、意味もなくスマートフォンを取り出したりする。メッセージアプリには、最近連絡先を交こう換かんしたばかりの愛花ちゃんからメッセージが届いていた。

　愛花ちゃんとは、着々と仲を深めつつあった。私の私による斎さまのためのキューピッド計画は、まず私が愛花ちゃんとお近づきになるところから始めている。それに関しては順調なはずだ。

　ただ、今のところあまり斎さまと愛花ちゃんが、双そう方ほうにさしたる興味を見せていないことが心配ではあるけれど。

　とはいえ、二人は本来、攻略対象キャラとヒロインの関係だ。恋に落ちて然しかるべきである。きっときっかけが足りないだけなのだ。

　愛花ちゃんに返信のメッセージを送り終えると、公園を出てから五分ほどで斎さまが戻ってきた。その手にはすぐ近くのコンビニのビニール袋が提さげられている。

「え、もしかして」

　その袋の中身に想像がついた。袋を受け取って確認してみれば案あんの定じよう、絆創膏と消毒液とポケットティッシュが入っている。

「すみません！　買ってきてくださったんですね」

　斎さまの手を煩わずらわせるなど、お側付き失格である。本来お世話をする立場であるはずの私が、斎さまにお世話していただいたのだ。申し訳なさも一ひと入しおである。

「いいよ、このくらい。それより、痛いならちゃんと言ってほしい」

　斎さまが優しい。知っていたけど、斎さまは優しい。だから私は元々乙女ゲームの信者だったのだが、実際の彼と出会ってからもその信しん仰こう心しんは高まるばかりとなった。

　せっかく買ってきてくれたので、早く絆創膏を貼ってしまおう、と靴下を脱ぐ。多少靴下を脱ぐ際に痛みはあったが、呻うめき声ごえを上げるほどではなかった。これ以上斎さまを待たせたくなくて、ぐちゃ、となって辛かろうじてくっついている状態の絆創膏を素早く剝がす。

　すると、隣に座ると思っていた斎さまは私が取り出した消毒液を奪い、いきなりしゃがみ込んだ。

「足、貸して」

「なっ、えっ、ちょ！」

　私の足をしゃがみ込んだ膝ひざの上に載のせて、踵かかとの下に取り出したポケットティッシュを添える。私があまりの出来事に目を白黒させているうちに、斎さまは淀よどみない動きで消毒液を構えていた。

「斎さま！　こ、この体勢はどうかと思います！」

　な、なんかあれですね！　シンデレラが王子様にガラスの靴を履かせてもらうとしたらこんな風かなって感じですね！　私が取らせてもらっていい体勢ではないし、そもそも斎さまに手当てなんてさせる訳にはいかない。

「ちょっと、暴あばれるな」

「いや、だって！　って、ぁあーっ！」

　急に噴ふきかけられた消毒液が沁みる。びっくりするくらい容よう赦しやがない。思わず裏返った悲鳴を上げた。靴擦れの状態で歩くことは我慢できたのに、消毒液の沁み具合に涙目になる。

　そうなると抵てい抗こうする気力もなくなり、大人おとなしく斎さまに絆創膏まで貼ってもらってしまった。
















「できた」

　そう呟つぶやいて、斎さまが顔を上げて私を見上げる。斎さまには真剣にそのアングルの罪深さと、今の自分の行動の思わせぶりっぷりを自覚してほしい。

　私は、斎さまにはヒロインがいると分かっているけれど、そうでなければ軽けい率そつに恋に落ちてしまいそうな事案である。だってこんなのまるで、好感度が上カ限ンにス達トした乙女ゲームの攻略対象そのものではないか。いや、まさしく攻略対象なんだけども。

　そこまで考えて、ふと既き視し感かんを覚える。靴擦れ、斎さま、ヒロイン、というキーワードがぽんぽんと浮かび、あるイベントのことを思い出した。

　友人程度にヒロインとの仲が進んだ頃、つまり時期的には夏以降によく発生するのだが、今日の私のようにヒロインが靴擦れするイベントがあった。

　そのイベントでも斎さまはヒロインを待たせ、コンビニで絆創膏などを買ってきてくれるのだ。

　ただ、それでも十分ありがたいと思うが、そのときは買ってきてくれるだけで手ずから手当てしてくれる、ということはなかった。気を付けなよ、と絆創膏を押しつけるとすぐにその場を去る、彼の不器用な優しさを感じさせてくれるイベントだった。

「ありがとうございます」

　私は思わず頰ほおが緩ゆるむのを抑おさえられなかった。やはり斎さまは、現実の方がずっと優しくて素直だ。

　ただのお側付きである私にこれだけ優しくしてくれるなら、一体ヒロインである愛花ちゃんに対してはどれほどのことをしてくれるのだろう。その様子を想像して、ほくそ笑えまずにはいられない。

　きっと斎さまは、ゲーム以上に確かな幸福を手に入れられる。素直な優しさは、彼の幸福の足がかりとなってくれることだろう。

　今はまだ出会ったばかりなので、愛花ちゃんに私との関係を誤ご解かいされ、距離もあるけれど、これからその距離も埋うまっていくのだと信じられた。

　時間をかければかけるほど、手に入れた幸福はより輝かがやいて見えるはずだ。つまりこれは、二人に課された幸福への試し練れんのようなもの。

　途と端たんに励はげまされたような気持ちになって、私は意い気き揚よう々ようと靴下を履きなおした。
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　前世の私はどうも斎さまのルートばかりをプレイしていたようで、少々困ったことがある。他の攻略対象キャラのことをろくに覚えていないのだ。

　立場や特技などの特とく徴ちようでキャラが分類されていたので、おそらく運動キャラや芸術キャラ、年上キャラに年下キャラなどもいるはずだ。今になって、覚えていないことを思いの外ほか厄やつ介かいに感じていた。

　他の攻略対象キャラとは、つまり斎さまのライバルである。彼らが愛花ちゃんに近づいたときにすぐ気付けるようにしたいのに、覚えていなければそれさえままならない。

　斎さまとは顔を合わせたときに乙女ゲームのこと、斎さまが攻略対象キャラであることを思い出せたので、他のキャラのことも顔を合わせれば思い出せるのかもしれない。しかし、そう上う手まくいくだろうか。些いささか心配である。

　愛花ちゃんが他の攻略対象キャラと出会ってしまったときのために、斎さまには他のキャラよりも一歩リードしておいていただきたい。私はそのために、斎さまと愛花ちゃんの橋渡しをしたいと思っていた。

「愛花ちゃん！」

　体育の授業の前、更こう衣い室しつに向かうためにクラスメイトの女子と廊ろう下かを歩いていると、保健室から出てくる愛花ちゃんを見つけた。クラスメイトには一言断って先に更衣室に向かってもらい、彼女に近づく。

「紫し緒おちゃん」

　見かける度に話しかけ、ちょっとしたことでメッセージアプリを送り合い、最近では随分と小まめに話をしている。その結果、今では愛花ちゃんにも名字ではなく、名前に『ちゃん付け』で呼んでもらえる程度には親しくなっていた。

「どうかしたの？　体調でも悪い？」

「ううん。ちょっと紙で指を切っちゃって。宮みや下した先生に絆創膏をもらってたの」

　そう言って、愛花ちゃんは私に人差し指を見せる。彼女の細い指には余り気味の絆創膏が、くるくると巻かれていた。

「紙で切ると地味に痛いもんね」

「そうなの。ピリピリするし。こんな怪け我がで大おお袈げ裟さかなって思ってたんだけど、宮下先生が普通に絆創膏をくれたから安心しちゃった」

　そう言って、はにかむように笑う彼女が可愛い。兄は顔こそ仁に王おう像ぞうで、多少事なかれ主義な上に流されやすいところはあるが、我わが兄ながら心優しく思いやり深い人である。愛花ちゃんの怪我に関しても、大袈裟などとは思わず、当たり前に絆創膏を用意したことだろう。

「紫緒ちゃんは、宮下先生と篠宮くんと一緒に暮らしてるんだよね」

「そうなの、あ……」

　肯こう定ていしながら暮らす、生活、風呂、と連想ゲームのように、自身の風呂場での醜態を思い出し、頭を抱えたくなる感情を必死で記憶の奥の奥に押し隠かくす。愛花ちゃんはそんな私には気付かず、陰かげのない明るい笑顔を見せた。

「いいなあ。楽しそうだね」

　ちょっとしたしくじりで、とんでもない羞恥心と戦うことになるけども、と思いながら彼女の言葉に頷うなずく。ついでに言えば、入学以来家でも斎さまの謎なぞの不ふ機き嫌げんが続き、少々暴ぼう力りよく的てきな行動を取るようになったのが心配ではあるけれど。

　まさかないとは思うけれど、私に対してならばともかく、将来の奥さんである愛花ちゃんにまで嚙みついたりしたらどうしようかと思う。いや、斎さまは本当に大切な人は大事にできる人だと信じてはいるけども！

「あ、休み時間が終わっちゃう！　紫緒ちゃん、急ごう」

　廊下につり下がっている時計を確認して、愛花ちゃんが駆かけだす。促うながされた私は、慌てて彼女のあとに続いた。
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　基本的に私は暑さ、寒さには強い。大昔は篠宮家の護ご衛えいのようなこともやっていたらしい我が宮下家には簡かん易いな道場があり、夏は暑く、冬は寒いそこで体力作りをさせられた。

　そのため多少の暑さ寒さには耐えられる自信がある。今日は春とは思えないほど日光が燦さん々さんと降り注そそぐ青空だが、その下でも気持ちよく駆け抜けることができた。

「お疲れさま、紫緒ちゃん」

　体育の授業で五十メートル走を測り終えると、愛花ちゃんが笑顔で労ねぎらってくれた。体育の時間だけ、肩かたまでの髪かみを一つに纏まとめている姿が大変可愛らしい。

　私も同じようにくくっているが、髪の長い私に対し、彼女の色素の薄い髪は後ろでぴょこんと跳はねていた。それがまた可愛い。

　白咲高校では、ほとんどの体育の授業が二クラス合同の男女別で行われている。愛花ちゃんは一年一組で、斎さまと私は二組である。クラスは違うが、合同授業のときはこうして愛花ちゃんと行動するようになっていた。

　愛花ちゃんと関わるようになったのは、斎さまと接する機会を作りたい、という不純な動機だった。しかし、実際に接してみると、おっとりとして気き遣づかい屋の愛花ちゃんのそばは落ち着き、とても居い心地ごこちがいい。斎さまのことがなくても、彼女と仲良くしたい、と思うようになっていった。

「紫緒ちゃんは足速いね。羨うらやましいな」

「え？　そうかな？　普通だよ」

「わたしはあんまり得意じゃないから」

　少々恥ずかしそうに愛花ちゃんが頰を染そめる。彼女はそう言うが、もしもその言葉が事実だとすれば、単に彼女が運動能力を磨みがいてこなかっただけ、と察せられる。

　何せ乙女ゲームのヒロインは、パラメーターの上げ方によって、様々な方面で類たぐい稀まれなる才能を発はつ揮きするのである。当然運動に関しても、三年間体育や運動部での活動に勤いそしめば、全国で、或あるいは世界で通用する才能が開花するだろう。

　逆を言えば、磨いてこそ才能が輝くので、現在運動に力を入れていない愛花ちゃんは、五十メートル走のタイムが芳かんばしくなかったらしい。

「すごいなあ」

　臆おく面めんなくそう言われると少々むず痒がゆい。しかし、賞しよう賛さんの言葉をするりと出せるのもまた、彼女がヒロインたる所以ゆえんとも言える。

　基本的に乙女ゲームの攻略対象キャラたちは、少なくとも『君と紡つむぐ物語～サクラの記き憶おく～』に関して言えば、揃そろいも揃って心に闇やみを抱えている。だからこそ、ヒロインのそうした素直な言葉が、息苦しいほど心に響ひびくのだ。

「あ、男子の方が早く終わったみたいだね」

　愛花ちゃんが集合場所に戻ってくる男子生徒たちを見て呟く。女子の五十メートル走の測定は、宮下姓の私のあとにまだ五人残っていたが、女子とは分かれて測定していた男子生徒たちはすでに片づけも終えている。

　男子生徒たちの中に斎さまの姿を見つけ、私はすぐに駆け寄ろうとした。基本的に私は可能な限り斎さまのそばに控ひかえている。それが私の喜びであり、宮下家に生まれた者のありがたい使命なのだ。

　愛花ちゃんに一言断って向かおうとすれば、斎さまにクラスメイトの男子が話しかけようとしていた。一人で歩いていた斎さまに近づき、ニヤニヤ笑いながら彼の背中を叩たたこうとする。それをひょい、と避よけた斎さまがクラスメイトを足あし蹴げにした。

　クラスメイトは文もん句くを言っているようだが、斎さまは意に介していない。けれど険悪な様子はなく、端はたから見ていて仲が良さそうだった。

　先日、クラスメイトの反応に馴れ馴れしくて驚いた、と言っていたが、馴染めているようだ。二人の様子を眺めて再確認する。

　少し悩んだが、クラスメイトと話しているなら邪じや魔まするのもなあ、と思って動かしかけた足を止めた。

「桜さくら井いちゃーん！」

　その間に、一人の男子生徒が愛花ちゃんに駆け寄ってくる。一組の生徒なのだろうが、特徴的な容よう貌ぼうであるにもかかわらず、彼に見覚えがないことを不ふ思し議ぎに思った。

　すらりと背が高いが、細く貧ひん弱じやくな様子はない。程よく筋肉がついているのだろう、しなやかな印いん象しようを受けた。髪を明るい色に染めていて、左側だけ耳に掛けている。目を細めて笑う表情は人ひと懐なつっこく、他人に警けい戒かい心しんを抱かせないタイプに見えた。

　いくら白咲高校の校則が緩いといっても、入学一週間でその髪の色はどうなのだろう。さすがに怒られるのではないだろうか。

　斎さまとは方向性が随分違うが、彼もまた端たん正せいな顔立ちをしている。しかし、そのどうにもチャラさを感じさせるノリの軽さが、彼に三枚目めいた雰囲気を与えていた。

「タイム測り終わった？」

「うん、わたしたちは。男の子はもう全員終わったみたいだね」

　愛花ちゃんが彼を見上げて笑うと、男子生徒は更に相そう好ごうを崩くずす。その表情を見て、私は目の前が開けるような感覚がした。

　彼もまた、乙女ゲームの登場人物だ。瞬しゆん間かん的てきに彼の笑った顔のスチルが頭に浮かぶ。

　斎さまのルートばかり繰くり返していた私は彼の名前も思い出せないが、今この瞬間の二人がかなり簡単に起こせるイベントの状況であると気付く。前世の私も何度か見たはずだ。

　確か、彼が幼おさない頃にヒロインに桜の栞しおりを渡した、メイン攻略対象キャラだ。ノリがよく社交的で女の子が大好き。常に人の輪の中心にいるタイプ。熱心なアルバイターで、校内だといつも気さくに話しかけてくれて優しいが、放課後は一緒に帰ろう、と誘さそっても風のように走り去ってしまう。

　その理由を私は終ついぞ知ることはなかったが、きっとヒロインと親しくなるごとに、少しずつ明かされていくのだろう。

　つまり、斎さまの最大のライバルになる可能性があるのか、と私の中で一方的な敵対心が芽め生ばえる。

「その子は？　二組の子？　可愛いね」

　男子生徒は私に目を向けると、ナチュラルに褒ほめ言葉を発した。慣れているんだろうな、と察せられる。瞳ひとみの色が明るくて、髪は染めたものとはいえ、元々色素が薄いのだろう、と思った。

　愛あい想そがよく、気さくで、現実にいると一番モテそうなイケメンである。残念ながら斎さまは少々近づきがたく『観かん賞しよう用よう』と言われてしまうタイプだ。

「そう、宮下紫緒ちゃんだよ。仲良くなったの。紫緒ちゃん、堂どう本もと浩こう太たくんだよ。クラスメイトなの」

　愛花ちゃんも仲がいいと認識してくれていたことを知り、私は素直に嬉しくなる。彼女に親しみを感じているのは、どうやら私の一方的なものではないようだ。

　堂本浩太、という名前であるらしい彼を紹しよう介かいされ、私は何かが心に引っかかった。はっきり設定などを覚えていないだけで、頭の片かた隅すみに残っていたのか、自然と名前の漢字が浮かぶ。

「えっ」

　すると、堂本くんの目が分かりやすく見開かれた。それから、さっと一気に青ざめる。口元を手のひらで覆おおい、まるで何か恐おそろしい怪かい物ぶつでも見たかのような顔で一歩後ずさった。

「ど、どうしたの？」

　心配そうに愛花ちゃんが問いかける。先程まで、どこか摑つかみどころがないような笑顔を浮かべていた彼の目が、おどおどと泳ぎ出した。

「あの、宮下さん……」

「うん？」

「まさかとは思いますが」

　何故か同級生に向かって敬語。何らかの推すい測そくが外はずれてほしい、というニュアンスを滲にじませながら堂本くんが口を開く。爽さわやかな青空の下で、妙みような緊張感が漂ただよっていた。

「あなたの側にそのぉ……男の癖くせに無む駄だに顔が綺き麗れいな上に無駄に偉えらそうで無駄に人を見下し、ジャイアニズムを発揮して横おう暴ぼうに一人の人間に執しゆう着ちやくする、くっそ生意気な男がいたりしませんか？」

「それは俺のことかな」

　まるで探さぐり合うように見つめ合っていれば、いつの間にか斎さまがそばまで来ていた。先程遠目に見たときは特に問題なさそうだった機嫌が、驚きの勢いで悪くなっている気がする。眉み間けんにくっきりと皺しわが寄っていた。

「で、出たぁあああああ！」

　お化けでも見たかのような悲鳴を上げて、堂本くんは慌てて飛びのいた。その悲鳴に二クラス分の視線が集まっているが、どうやらそれどころではないらしい。

　斎さまはそんな堂本くんを無視して私を振り返り、その両手で頰の肉をつまんだ。

「い、いひゃいれふ！」

「あれにはもう近づくなって初等部の頃に言っただろう」

「なっ、何でおまえらがここに！　外部受験!?　何のために！」

　責め立てるような堂本くんの言葉に、愛花ちゃんが当とう惑わくを滲ませて彼と私の顔を交こう互ごに見る。斎さまはまるで何も聞こえていないかのごとく無視していた。

　斎さまの手に触れれば、摑まれていた私の頰が案外あっさりと解放される。堂本くんを振り返ると、彼はまるで怯おびえたようにびくっと肩を揺ゆらし、私から視線を逸らした。

　その顔をじい、と見つめて過去の記憶を素早くめくり、面おも影かげを見つける。そして、ようやく私は名前を聞いたときの違和感に気付いた。

「……も、もしかして……堂本浩太ってあの堂本浩太！」

　生意気な小学生で、私の名前を散々『しょっぱい』とからかい、髪を引っ張り、スカートをめくり、散々な嫌がらせをしてくれた堂本浩太！　前世の記憶分は大人のつもりだったのに、随分大人げなく腹を立ててしまったあの堂本浩太！　しかも奴は斎さままで馬ば鹿かにしたのだ！

　ということはつまり、あの堂本浩太が、愛花ちゃんに栞しおりをプレゼントしたメイン攻略対象キャラということか。彼は初等部の二年生に進級する頃にどこかへ転校していった。ヒロインとメイン攻略対象キャラの栞の思い出は八歳のときのことだったはず。

　つまりは転校後、あの意地悪な男の子が女の子にプレゼントを贈るような子になったという訳で。

「なんで!?」

　私は思わず叫さけんだ。どうしてあの意地悪な男の子が、そんな風に変わるのか！　先程さらっと『可愛い』なんて口にしていたことが信じられない。見るからに軽くてチャラそうな彼と、意地悪ばかりしていた堂本浩太が同一人物。ちょっとキャラ変えに気合入れすぎではないか！

「私の知ってる堂本浩太じゃない！」

「う、うっせー！　親の仕事が上手くいかなくなったんだよ！　卵お一人さま一パック限り九十八円でテンション上がる生活してるんだよ！　昔みたいには生きられないんだよ！　でも今の方が何倍も楽しいし充実してるし満足してるんだからほっとけ！　寄ってくるな過去ー！」

　堂本浩太が私を指さし、威い嚇かくするように叫ぶ。何だか今、しっかりと堂本浩太ルートを進めなければ知ることのできない彼の事情を十秒くらいで一気に教えられた気がする。
















　あれ、確かそういう内情ってヒロインがもっとじっくり解ときほぐしていくものじゃなかったっけ？

「っていうか、一緒に体育してたのにどうして今頃斎さまの存在にも驚いてるの？」

「あ、堂本くん、おたふく風か邪ぜで入学式から一週間休んでたの。登校してからは初めての体育なんだよ」

　呆あつ気けに取られた様子だった愛花ちゃんが説明をくれる。

「おたふく！」

　あれ、ゲームでそんな設定あったっけ？　しかし、斎さまもゲームとは性格や考え方が変わっているところもあるので、多少の『ズレ』はあってもおかしくないのかもしれない。

　……ということはもしや、入学式前に起こるメイン攻略対象キャラとの出会いイベントも発生していないのではないだろうか。ヒロインに必ず一番に出会えるのは、彼だけの特権なのに！　もったいない！　いや、それで一歩リードされても困るけど！

「あれ？　でも、今日は一緒に体育してたよね？」

「男の顔なんかいちいち見るかーっ！」

　なるほど、と思わず納得しかける。今の一言で、現在の堂本浩太がどういう考え方、価値観で生きているのか、何となく察することができた。

「……紫緒ちゃんと堂本くんって知り合いだったんだね？」

　私たちのやり取りを眺めていた愛花ちゃんが、確認するように問いかける。私は何と言えばいいのだろうか、と頭を悩ませて一度堂本浩太に視線をやり、怯えたように少し震ふるえる様子を眺め、

「一応、幼おさな馴な染じみになるのかな？」

　と呟けば、堂本浩太は嚙みつくような勢いで反論した。

「誰がこんなブスと！」

　その瞬間の、斎さまの足さばきは驚きよう嘆たんに値する。実に滑なめらかな動作且かつ、最短のルートで堂本浩太へと距離を詰め、その顔面をわし摑みにした。あ、それ痛い。経験者だから分かる。見た目の地味さに反して、ぎりぎりとした締めつけがめちゃくちゃ痛い。

「別に紫緒の容よう姿しにどうこう言うつもりはないけど、他人に貶けなされると異常に腹立つ」

「ぎゃあああああ！」

　堂本浩太の悲鳴が爽やかな青空の下で響き渡る。ちょうど女子生徒も全員五十メートル走の測定が終わったらしく、グラウンド中の視線が集まってきた。

「え、何。修しゆ羅ら場ば？」

　という声が、ギャラリーと化した周囲から聞こえてくる。何事が起きたのかと囁ささやき合う声の中で、ふと不ふ穏おんな会話が聞こえた。

「なんか、堂本が篠宮の彼女をブスって言ったみたい？」

「ああ、それで篠宮がキレたのか」

　ち、え、ちょっと待った。話の流れ的に私が斎さまの『彼女』としてカウントされているのではなかろうか！　誤解だ！　斎さまには愛花ちゃんという彼女候こう補ほはいるが、今のところそういった相手はいないし、いたとしても私ではない！

「ち、が！」

　う、と続けることはできなかった。堂本浩太を突き放すように手を離した斎さまが今度は私のあごを摑んだからだ。

「余計なことを言うな」

　反はん射しや的てきに口を噤つぐみそうになりつつも、それでもはっきりさせなければ、という使命感が私を鼓こ舞ぶする。私と斎さまが付き合っているなど、とんでもない勘かん違ちがいが周知されては、ますますハッピーエンドが遠ざかってしまう。

「ひふひひゃま」

　しかし、あごを摑まれては物理的に言葉にならず、結局ろくに訂てい正せいの言葉を発することもできないまま、体育教師の呼びかけで集合することになった。

　そのため私は訂正の機会を逸いつしてしまう。このポジションが私じゃなかったら最高に心躍おどったのに、と呟けば再度あごを摑まれました。しかも今度はぎりぎり力が籠こもっていくオプション付き。

　何故！
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　更衣室では、女子生徒たちから激しい質問責めにあった。

　恋愛ごとが絡んだときの女子の熱意と好奇心は異常である。付き合ってるんだね、から始まり、いつから、どうやって知り合って、どこが好きなのか、どこまでいったのか。質問が終わらない。

「つ、付き合ってないから！」

　と否ひ定ていしてもまたまたあ、と笑って聞く耳を持ってくれなかった。疑ぎ惑わくの張本人である私自身が斎さまとのお付き合いを否定しているのに、何故誰も信じてくれないのか！

　付き合っているということ自体事実無む根こんなのだから、何も答えようがない。だから必死に否定しているのに、恥ずかしがっているだけ、と解かい釈しやくされるとはこれ如い何かに。

「私の家がずっと斎さまの家の使用人？　みたいな立場の家でね、それで知り合ったから幼馴染みみたいなものではあるけど、付き合うとかはないの！」

「幼馴染みなんだ！　いいなあ……」

　誰ともなしにそんな羨うらやむ声が飛んできた。わ、分かるよ！　私だって誰か他人が『幼馴染みなの』って言ってたらロマンスを期待するよ！

　しかし、事実として斎さまと私の間にそんな甘あま酸ずっぱいものは何一つとして存在しないのだ。

　だって斎さまは乙女ゲームの人だ。乙女ゲームの攻略対象者の恋の相手は、ヒロインと相場が決まっている。私と愛だの恋だのというものが、生まれるはずがない。

「だから紫緒ちゃんは篠宮くんのことを『斎さま』って呼んでるんだね」

　更衣室から出て、ようやく質問責めから解放された私は、共に廊下を歩く愛花ちゃんにそう納得される。

「それにしても、紫緒ちゃんと堂本くんが知り合いだったなんて驚いたなあ」

「すごい偶ぐう然ぜんだよね」

　実際は乙女ゲームに導かれたような気もする。この世界は『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』の世界であり、舞台はここ、白咲高校。その登場人物である斎さまと側そば仕づかえの私、堂本浩太が集まるのはある意味では自然なことと言えるのではないだろうか。

　ただ、ゲームで斎さまと堂本浩太が小学生の一時期同じ学校に通っていた、なんて設定はあっただろうか。覚えはないけれど、なかった、とは断言できない。もしかしたら作中で触れなかっただけで、そんな裏設定があったのかもしれない。

「堂本浩太は、いつもあんな感じに話しかけてくるの？」

　彼のことを、ついついフルネームで呼んでしまう。初等部の頃、堂本浩太は意地悪ばかりしてきた。そのため、親しく名前で呼ぶ気にはなれず、フルネームで呼んでいた癖が抜けない。

　堂本浩太は私といつも一緒にいた斎さまのことまで女め々めしい、と馬鹿にするような発言をしていたので、余計に私の中で敵てき愾がい心しんが育っていた。

「うん。実は、この間道に迷って遅ち刻こくしそうだったんだけど、そのときに堂本くんが学校まで案内してくれて助かったの。それ以来、仲良くしてくれてて」

　愛花ちゃんははにかむように笑った。それには堂本浩太と親しくできていることへの、純じゆん粋すいな喜びを感じた。

　私の中で嫌な予感がじわりと滲む。もしかして、愛花ちゃんは堂本浩太のような男の子が好きなのだろうか。彼はゲームの中でメイン攻略対象キャラを務つとめている。ヒロインは誰からのプレゼントかは忘れているが、幼い頃の堂本浩太が渡した例の栞を、高校生になっても大切に持っているのだ。

　誰よりも、愛花ちゃんとの恋愛フラグに近いところにいる。

　私は焦あせる。斎さまの恋のライバルが現れたと言っても過言ではないだろう。私に愛花ちゃんの気持ちをどうこう言う権利がないのは分かっているけれど！　それでも私は、どうしたって斎さまを選んでほしいのだ。

　彼を幸せにできるのは、ヒロインしかいないのだから。

「え、えっと、堂本浩太のことどう、思ってるの……？　気になってたり、する？」

　直接的な表現は避けて問いかけた。しかし、愛花ちゃんは私の言葉の意い図とを正確に読み取ってくれたのだろう、にこりと笑って首を横に振った。

「そういうのじゃないよ。いい人だと思うし、わたしのことを友達だと思ってくれてたら嬉しいけど」

　廊下を歩いていた愛花ちゃんの足が、不意に止まる。それにならって私も立ち止まれば、愛花ちゃんの垂たれ気ぎ味みで大きな瞳がじっと私を見つめた。それから、気恥ずかしそうに視線を廊下へ落とす。

「それに、あの、あのね、紫緒ちゃん」

　愛花ちゃんの頰は赤く染まっていた。真っ白な肌によく映はえて、彼女の可愛らしさを引き立てる。

　私の心しん臓ぞうが思わず大きく跳ねた。可愛いものは好きか嫌きらいかと言われれば当然好きだ。つまり今の初うい々ういしい雰囲気の愛花ちゃんは最高に可愛くて胸がドキドキした。私が男だったならば、この時点で恋に落ちていただろう。

　男じゃなくてよかった！　斎さまと恋を巡めぐって争わなくて済む！

　あまりにも可愛い愛花ちゃんの仕草に、まるで今から告白でもされそうな雰囲気だと緊張していれば、彼女の自然なピンク色の唇から、ゆっくりと言葉が紡がれる。

「わたしは、あの、宮下先生みたいな人が……」

　どうして今、兄の名前が出てくる……？

　咄とつ嗟さにその意味が分からなかった。理解したのは、ますます俯うつむいた愛花ちゃんの頰や耳だけではなく、首まで真まっ赤かに染まっていることに気付いたからだ。

　その、反応は、まさか、え？

「あ、愛花ちゃん、も、もしかして、お兄ちゃんが」

「ちっ、あ、そうじゃなくて！　そうじゃないこともないんだけど……その、理想っていうか、憧あこがれてるっていうか……」

　慌てて両手を振って私の言葉を否定する。けれど、その赤い顔を見てしまえば、そんなものは何の否定にもならなかった。

　ジーザス！

　私はそこでようやく思い出した。どうして斎さまのお側付きでしかない養よう護ご教きよう諭ゆが、恋愛シミュレーションを目的としたゲームであそこまで設定が決まっていたのか。

　宮下泰やす成なりは『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』というゲームの隠し攻略キャラだった。私がかつて、ほんの出来心で斎さま以外のルートをプレイした相手こそが、宮下泰成だったのだ。そのことを今更思い出した。

　わざわざ斎さまを振ってから告白を受ける、というあの鬼おにのようなエンディングをもたらした攻略対象こそが、宮下泰成だったのである。
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　我わが兄、宮みや下した泰やす成なりは顔が怖い。

　分かりやすくたとえて仁に王おう像ぞう。強こわ面もてで目つきは鋭するどく、体格もがっちりしている。妹である私は見慣れたものだが、慣れていないと威い圧あつ的てきに感じてしまうだろう。向かい合うと最早壁である。しかもちょっとやそっとでは揺ゆるぎそうもない。

　すれ違う男性はぎょっとし、女性はさりげなく迂う回かいし、子どもは泣く。かなり近寄りがたい見た目をしているのは間違いなかった。

　その割に実際の性格は『気は優しくて力持ち』を体現しているというか、よく言えば優しく、悪く言えば事なかれ主義、というのが妹から見た兄の姿だ。

　個人的にはすごく、すごーく優良物件である。口くち下べ手ただがその分聞き上手じようずで、貧びん乏ぼうくじを引きがちなお人よし。ゲーム内では『宮下紫し緒お』がいなかったこともあり、斎いつきさまとの二人暮らしでは家事も一手に担になっていた。実際この世界の兄も家庭的と言えるだろう。

「ど、どうかしたのか……？」

　食しよく卓たくを囲みながら、隣に座る兄をじいと見つめて考え耽ふけっていれば、兄が不安そうに問いかけてくる。顔は相変わらず恐おそろしくて表情も分かりにくいが、見慣れているのでしょんぼりした顔をしているなあ、と察せられる。

　妹としてはとてもおすすめなのだ。我が兄ながら、きっとお嫁よめさんを大事にできる人だろう、と思う。

　──しかし、愛あい花かちゃんだけは、愛花ちゃんだけは！　斎さまのお嫁さん候こう補ほだから……！

「俺が何かしたのか……」

「そういう訳じゃないけど」

　兄は結構態度に出るタイプである。そのため、誰だれかを好きになったら察することができると思う。実際、兄が高校生のときに好きな女の子ができたときはすぐに分かった。

　兄自身に変化が見られないということは、下心なく、普通に愛花ちゃんと接する中で、彼女が兄の何かしらに惹ひかれたのだろう、と推すい測そくできる。

　さすがヒロイン！　見た目に惑まどわされずに兄の良さに気付いてくれるなんて！　妹としては感動するが、できれば斎さまに目を向けてほしかった。

　正直に申し上げて、兄は今後見た目で敬遠しない素敵な女性と知り合い、親しくなることはできると思う。けれど、斎さまにはヒロインしかいないのだ。だから、どうしても愛花ちゃんに彼を見てほしかった。

「……世のままならなさに歯は嚙がみしているだけだから……」

　まさか、この世界は乙女おとめゲームの世界で……、などという説明ができるはずもなく、要よう領りようを得ない返事をすると兄は奥歯にものが挟はさまったような顔をした。

「泰成、醬しよう油ゆ」

　私の向かいに座る斎さまが、兄に醬油を要求する。

　今日の夕飯のメニューはチキンカツとその付け合わせにマカロニサラダ。菜の花のおひたしに、冷ひや奴やつこ、ワカメスープである。

　冷奴に醬油をかけたいのだろうが、それなら私に言えばいいのに、と思う。醬油さしは私の隣にあるので、何なら斎さまの方が兄よりも取りやすい。

　え、と戸と惑まどった声を上げて斎さまに視線をやった兄が、一気に顔を歪ゆがめた。

「俺のことまでそういう目で見るのはやめてください」

「そういう目って何のこと？」

「自覚あるでしょう」

「別に」

　兄の問いかけに対し、斎さまの返答は要領を得ない。ただ、何か意に沿そわないことはあるらしく、醬油を受け取ったものの、兄からツンとそっぽを向いたままだ。

「斎さま、どうかされたんですか？」

「……別に」

　先程の兄に対するものと同じ反応である。どうにも彼には答える気がなさそうで、困こん惑わくした私は助け舟を求めて再び兄へ目を向ける。

「お兄ちゃん、」

「いいから、おまえはもうこっち見るな」

　見るな、とはちょっと冷たいのではないだろうか。私は拗すねる気持ちをそのまま顔に出したけれど、追つい及きゆうは諦あきらめて食事に集中することにした。

　仲間外はずれの気分である。正直面おも白しろくない。食卓を見回して、斎さまの食があまり進んでいないことに気付いた。

「斎さま、美お味いしくないですか？」

　料理の腕うでは中々のものだという自負がある。物覚えのいい幼おさない頃から、厳きびしい母に仕込まれただけのことはあるのだ。味付けに関しても、注意深く斎さまの好みを分析し、反映させてきたつもりだ。

　半べそをかきながら続けた努力が実り、大たい抵てい満足してもらえていたと思うのだが、少々心配になる。

「いや、美味しいよ」

　斎さまのその言葉に安心しかけた直後、彼ははっと何かに気付いたように目を見開き、それから机の上に左ひだり肘ひじをついて額ひたいを押さえた。

「い、斎さま……？　どうされました？」

　篠しの宮みや家けのいわゆる御おん曹ぞう司しである彼は、幼よう少しよう期きよりそれはそれは厳しく躾しつけられており、普段ならば食卓で肘をつくなど、行ぎよう儀ぎの悪いことは絶対にしない。そう思えばこそ、何か異常事態でも起きたのではないか、と焦あせりの感情が湧わく。

「俺は、胃い袋ぶくろまで摑つかまれているのか……」

　憔しよう悴すいしきった声だった。何故そんな疲れ果はてたような声を出すのか分からなかったが、とりあえず分かりきっていることをお伝えすることにする。

「摑むだなんて、そんな。ご安心ください！　斎さまの側そば仕づかえとして、生しよう涯がい給きゆう仕じを続ける所存です。あ、もちろん未来の奥様が嫌いやがられれば控ひかえまぐふっ」

　そこまで言ったところで、何故だか隣に座る兄の大きな手のひらで口を塞ふさがれた。抗こう議ぎを込めて視線だけで見上げれば、兄は必死に首を横に振っている。

　そのとき、静かに箸はしを置く音がダイニングに響ひびいた。食事どきはテレビもつけていないので、その音がいやに大きく聞こえる。

「泰成、少し遅い」

　斎さまは、それはそれは美しく微笑ほほえんでいたが、私は寒気がした。だって、どこが気に障さわったのかは分からないけれど、口は笑っているのに目が笑っていない。

　ある意味で美び貌ぼうが際きわ立だつので撮影に勤いそしみたいくらいだけれど！　その行動に移るにはさすがに勇気が足りない！

「紫緒」

　そのくせ、どうしてだか名前を呼ぶ声は不気味なくらい甘い。思わずふらふらと引き寄せられてしまいそうである。

　薄い唇くちびるで、斎さまはひどく優しく口にした。

「歯形、薄くなった？」

　ともすれば心配してくれているのでは、と思わせるくらい柔らかい声こわ音ねだった。しかし私の本能が告げる。違う。これはそんな生なま易やさしいものではない。

　助けを求めて顔を上げれば、兄と目が合った。強こわ張ばった顔をした兄が、ゆっくりと首を横に振る。

　まるで、ドラマの中で余命を告げる医師のように神しん妙みようだった。
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　兄は非情だ。

　こんなに可か愛わいい妹が怯おびえていたのに、斎さまを前にして助けてもくれず、私を見捨てたのだ。

　しかし、私だって逆の立場ならば喜んで兄を差し出しただろう。斎さまに対して自他共に認めるイエスマンは伊だ達てではない。

　つまり、私に兄を責めてなじる資格はないのだった。

「あ、あのね、紫緒ちゃん。宮下先生って恋人いるのかな？」

　でも、でも。愛花ちゃんにこんなことを問われれば、そのときのことを思い出してまで、文もん句くの一つや二つ、つけたくもなる。

　二組を訪たずねてきた愛花ちゃんに呼び出され、閉へい鎖さされているために誰も近づかない屋上への踊り場まで連れてこられた。そうして尋たずねられたのが先の言葉である。

　不満げにする斎さまを宥なだめすかして教室から出てきた私に、何という仕打ちだろうか。

「い、いないはずだよ……少なくとも私の知る限り、親しくしてる女の人もいないと思う」

　だからといって噓うそをつくことなどできるはずもなく、私は正直に愛花ちゃんが期待する答えを口にした。

　それにしてもまだ出会って一カ月も経たってないのに！　恋をするのが早い！　油断も隙すきもあったものじゃない！

　しかし、よくよく考えればこの世界は乙女ゲームの世界なのである。スムーズにキャラクターを攻略するためには、早くに相手を定め、デートに誘ったり、下校を共にしたりして好感度を上げなければならない。

　そう思えば、早くも恋に落ちたらしい愛花ちゃんの姿は、乙女ゲーム的に正しいのかもしれない。好感度を上げていく系の乙女ゲームでスチルやイベントの回収をこなすには、結構スピード勝負みたいなところがある。

　その恋に落ちた相手が、私的には正しくないんだけども！

「そ、そっかあ……あ、あの、別に他意はないんだけどね」

　いいよ！　もうそこ誤ご魔ま化かさなくていいよ！　どう誤魔化したって誤魔化されようがないから！

　叫さけびたい気持ちを必死に堪こらえ、引きつりそうな笑えみを浮かべる。愛花ちゃんの恋心から目を逸そらしたい今、私には突っ込んで尋ねない、という程度の抵てい抗こうしかできそうもない。

「た、ただ、宮下先生って素す敵てきな人だから、そういう人いるのかなって。あの、好奇心っていうか……」

　大丈夫だよ！　心配しなくても！　兄のあの強面に恋できる人は相当限られてるよ！　同じ顔の父と結婚したうちの母と、愛花ちゃんくらいなものだよ！

「ありがとう。あの、こんなこと、紫緒ちゃんにしか聞けなくて」

　そしてその言葉から察するに、私にバレバレなことも、自分の気持ちも、本当はしっかりと自覚して受け入れているのだろう。それでも表面上、誤魔化そうとしているのは、恋に対する初々しい気恥ずかしさか。

　安心したように微笑む愛花ちゃんの可愛さに、私の良心がぐっと痛む。私はこんなに嬉うれしそうに笑う女の子の心を曲まげてでも斎さまを見てほしいのか。私の人生のど真ん中に立ち、世界で一番大切なのは間違いなく斎さまなのだが、だからといって愛花ちゃんのことをないがしろにしたい訳ではない。

　知り合ってまだ日は浅いが、優しくて大らかな彼女のこともとても好きだ。友人として仲良くなれたら、と思っている。愛花ちゃんの意思を尊そん重ちようし、幸せになってほしい。

「ウ、ウウン。いいんだヨ。何でも聞いテ」

　片言になりながら、必死に頷うなずいて彼女の言葉に答える。恋をする女の子の笑顔を、裏切れるはずがなかった。

　一年生の教室は三階建ての南館校こう舎しやの三階にあり、屋上の踊り場まではすぐだが、それでも十分の休きゆう憩けい時間ではゆっくりする暇ひまはない。話を終えた私たちはそのまま揃そろって教室に戻る。

「愛花ちゃん、お兄ちゃんとよく話したりしてたの？」

「ええと、そういう訳じゃないんだけど……」

　恥はずかしげに頰ほおを染そめる愛花ちゃんは、はにかみながら答える。

「たまたま廊ろう下かで会ったときに、怪け我がの具合を確認してくれて……普通にお礼を言ったんだけど、そうしたら宮下先生はびっくりしたみたいなの。どうしたのかなって思ったら、顔が怖いから怯えられなかったのが新しん鮮せんで、って苦笑してたの。その顔が、可愛くて……」

　目、大丈夫かな？　と思ってしまった。

　いやあの、私は兄のことを妹として慕したっているし愛しているけども、でもそれとこれと現実とは別である。兄の顔はどう客観的に見ても凶きよう悪あくである。とてもじゃないが、可愛いなどと評されるものではない。

　こ、これが乙女ゲームヒロインの感受性という名のポテンシャル……私はあまりのレベルの高さに、三歩くらい後ずさっておののいてしまいそうだった。

「小さい子みたいに素直で、分かりやすかったの」

　そう言われたら分からないでもないような気がした。さすがに兄に対して可愛いと思うことはないが、私も斎さまが幼い仕草で小首を傾かしげたりしたら、なりふり構わず可愛い！　と喜びの声を上げる。

　ちなみに、斎さまは可愛いと言っても笑ってくれるときと不ふ機き嫌げんそうにするときの二パターンがある。どういう基準で受け止めているのかは、長い付き合いだが未いまだによく分からなかった。

　十年一緒にいても、まだまだその内面を想像させて楽しませてくれるのも斎さまのとても良いところである。

　兄の印象を話し終えたところで、愛花ちゃんははっと我われに返ったように慌あわてて振り返る。

「あ、あの、でもその、あの、宮下先生がどうこうとか、そういうのじゃなくて……」

　いいよ！　もういいんだよ！　真まっ赤かな顔がすべての答えなんだから！

　十年越しの願いの成じよう就じゆが非常に難しくなっていることを悟さとり、疲れきった私は帰き宅たくした兄に詰め寄った。ほとんど八やつ当あたりのような態度だが、優しい兄はそんな妹のことも受け入れてくれるだろう。

「お兄ちゃん、お願いだから斎さまの恋こい路じの邪じや魔まだけはしないでね」

　すると、兄の顔がさっと青ざめた。何だその顔は。まるで心当たりがあるとでも言いたげではないか。兄は今にも摑みかかりそうな私の両腕を押さえ、震ふるえながら必死に頭を横に振った。

「り、倫りん理り的てきにありえないから安心しろ」

　それは教師と生徒だから、という意味だろうか。愛花ちゃんこそが斎さまの運命の人だと知らない兄も、当然斎さまの恋愛対象は同年代を想像することだろう。それなら、その言葉が出てくることにも納得がいく。

　今はただ、兄のその言葉を信じるしかなかった。
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　斎いつきさまは朝に弱い。

　覚かく醒せいまで時間がかかるタイプで、一緒にマンションで暮くらし始めて以来、自みずから布ふ団とんを抜け出して朝食の席につけたのは、まだ一回しかなかった。

　そのため、朝食の準備を終え、斎さまをお部屋まで起こしに行くのもまた、私の大事な仕事……というか楽しい役目になっていた。

　今け朝さもキッチンを出て、斎さまの部屋へ向かう。一応ノックはするものの返事がないことは分かっているので、そのまま断りなく扉とびらを開けた。

「斎さま、朝ですよ」

　突き当たりにベッドを置き、広めの勉強机ではノートパソコンが開きっぱなしになっていた。キーボードの中に埃ほこりが入らないかと心配になるが、機械はあまり得意ではないので触ふれないことにしている。

　本棚には参考書といくつかの文芸書が収まっている。これから増えることを想定して用意したものなので、棚はまだがらんとしていた。ご実家からも参考書くらいしか持ってきていないはずだ。

　部屋のカーテンを開けてからベッドに歩み寄る。藍あい色いろの枕とシーツに顔を埋うずめて眠っている斎さまを眺ながめ、頰ほおが緩ゆるむのを自覚した。斎さまの寝顔を眺めつつ起こす権利とか、何という役得。

「斎さま、朝ご飯が冷めちゃいますよ。いくらお休みとはいえ、そろそろ起きましょう？」

　本日はゴールデンウィーク二日目。現在時じ刻こくは八時。平日の朝食よりは一時間遅い。寝かせておいてあげたい気もしないでもなかったが、放っておけばきっと昼まで寝てしまうので、そういう訳にもいかない。

　ある程度、規き則そく正しい生活は大切である。

「んっ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せた斎さまが、言葉にならない呻うめき声を上げる。正直に言おう。たまらん。

　きめ細やかで健康的に白い肌はだを縁ふち取どるように被かぶさる黒くろ髪かみ、伏せられた睫まつ毛げは細く長く、絶ぜつ妙みような高さの鼻び梁りように、薄く引き結ばれた唇くちびる。

　特に！　シャープなフェイスラインから首くび筋すじにかけてのラインはまさに奇き跡せき！　寝間着から覗のぞく鎖さ骨こつを最高と言わずに何と言おうか。おっとよだれが。

　……っは！　いやいや、起きていただかないと朝ご飯冷めちゃうからね。これは斎さまのためを思ってのことでけしてやましい下心とはまた違ったあれやこれや何かそんなような。

　私はニヨニヨしながら斎さまの首筋に手を伸ばしてみる。が、その瞬しゆん間かんにがしっと摑つかまれた。

「……何か今、ものすごく身の危険を感じたんだけど」

「あらあら、斎さまったら怖い夢でも見られたんですか？」

　しれっとすっとぼける。斎さまはこう見えて寝起きがいい方ではないので、これで誤ご魔ま化かされてくれるだろう。どうせならまた、寝顔をスマートフォンに収めておけばよかった。

「さあ、起きてくださいね」

「……もう少し」

「ダメですよ、そろそろ起きないと夜眠れなくなります」

「んん……」

　咎とがめるものの、斎さまは更に布団の中に潜もぐり込もうとする。起こさなければ、と使命感はあるのだが、このまま寝かせてあげたい気持ちも芽め生ばえる。だ、だって、寝起きが悪い斎さまは少し幼おさなくてたまらなく可か愛わいいのである！　無理矢理起こすなんて酷こくなこと！

　鼻の下を伸ばしながら眺めていると、腕うでを摑まれて強く引かれる。ん？　と疑問符ふを浮かべている間にするするとベッドの中に引き込まれた。ん？　……ん？

　気付くと私の背中にはベッドが触れている。しかも、私が使っているものより数十倍は良いものでは、と察せられるスプリング。すばらしい、包み込まれるかのような安心感。

　ただし、真上に斎さまの顔がある時点で不安しか生まれない。おかしいな、私が斎さまのお顔を見て不安になるなんて。いえ、だってこの押し倒されている的な状況はちょっと問題があるような。

「……色々、考えたんだ」

「な、何をでしょう」

　低く呟つぶやかれた声に、恐おそる恐おそる問い返す。斎さまの目が非常に淀よどんでいる気がする。本能的に答えを聞くことに怯おびえているのに、聞かないでいるのも何だか怖い！

「どうせ手の内にあるからと余裕を気取って見み逃のがしてきたけど、さっさと行き着くべきだった。そうしないと、紫し緒おには分からない。ていうか、裸はだかまで見せられて気を遣つかうなんて馬ば鹿かみたいだろ」

「ば、馬鹿みたいって……？　じゃなくて！　ど、どういうことですか！」

「反省？　変な余裕を見せるべきじゃないっていう」

　そう言って、斎さまは笑えみを浮かべる。それはそれは美しい、嫣えん然ぜんとした微笑ほほえみに何故か総そう毛け立だった。からかわれているだけなのだろうが、とんでもない身の危険を感じる。往おう々おうにして本能とは信じるに値あたいするのである。

「いやいやいや、待って待って待って待ってください！　ちょちょちょっ！」

「紫緒………」

　ぎゃあ、無視！　私の戸と惑まどいの声など全く聞こえていないかの如ごとく無視されました。普段の寝起きの悪さはどこへ！　名前を呼ぶ声に不要な熱を感じます。あやしい！

「いえ、あの、変なことはやめてください。何のために俺がいると思っているんですか」

　と、そこに救世主が現れた。我わが兄、宮みや下した泰やす成なりである。朝食までに終わらせよう、と洗せん濯たく物ものを干ほしてくれていたのだが、異変に気付いて駆かけつけてくれたのだろう。さすがお兄ちゃん、頼りになる！

「邪じや魔まするなよ、泰成」

　盛せい大だいに舌した打うちする斎さまが何だか異様に怖いけどね！　でも危険回かい避ひできたならいいよね！　私のためにも、何より斎さまのためにね！
















　進学する私たちだけではなく、兄も一緒に白しら咲さき町ちように引っ越した理由だが、斎さまの保ほ護ご者しや役と、もう一つ。一般的に『間違い』を起こしやすい年齢の私と斎さまの間に何も起きないように、という意味合いが強かったらしい。それが先程の兄の言葉に繫つながる。

　今朝のようにからかわれることはあっても、私と斎さまの間で間違いなど起きようはずもないのに。それなのに本気で焦あせってしまうのは、きっと私の修業が足りないからだろう。

　ちなみに、ゲーム版の宮下泰成は現実の兄よりも斎さまへの過保護度が高い。更さらには家のことをする人間としての私もいないので、斎さまの保護者兼家事などをするお世話係として二人暮らしをしていた。

　実際の兄は割と放任主義で、斎さまと私で決めたことなら好きにしなさい、という感じである。

「さあ、朝ご飯にしましょう！」

　斎さまが目覚めれば三人揃そろって食卓につく。給きゆう仕じ係がかりとして炊たきたてのご飯と味み噌そ汁しるを用意すれば私の仕事も一いつ旦たん終了だ。

「何だかもう、段階を踏ふむのが面倒になってきた。中学の頃、ペースに合わせるなんて悠ゆう長ちようなことを考えて我が慢まんしてた俺ってえらい」

「そうおっしゃらずに、忍耐力を鍛きたえると思って」

「そんなものを鍛えたら永遠に停てい滞たいするだろ。馬鹿なんだから」

「……まあ、確かに馬鹿ですが」

　何だか、ぼそぼそと暗くらい感じに話し合う二人の会話についていけず、私は食事に集中する。ちょっとした仲間外はずれ感というか、ボッチ感。男の子同士でしか伝わらないことがあるのか、斎さまと兄がこんな風に話すことは時々あるのだが、ちょっと寂さびしい。

　あ、今こん晩ばんきゅうりの浅あさ漬づけを作ろう、と寂しさを誤魔化しつつ考える。何だか急に食べたくなってきた。

　朝食の片づけをし、平日はおろそかになっている掃そう除じをきっちりと終える。その頃に兄は用事があると言って外出し、家には斎さまと私だけが残された。

「今日はどうされます？　何かご用事とかありますか？」

　リビングで、テレビの前のソファに座る斎さまの隣に腰こしかけながら、そう問いかける。ゴールデンウィーク中だが、面倒、と言いきった斎さまの一言で実家に帰ることなく白咲町で過ごすことが決定していた。

　斎さまのご両親はもちろん、私たちの父も多た忙ぼうで家にはいないことがほとんどである。母には会えるかもしれないが、帰らないという選せん択たくで私も兄も異い存ぞんはなかった。

「特に用事はないけど」

「じゃあショッピングモールに行きませんか？　紅茶屋さんが入ってるんですけど、そこでさくらんぼのフレーバーティーが期間限定で出てるみたいで、気になってたんです」

「ショッピングモールか……」

　斎さまの反応が芳かんばしくない。人混みがあまり好きではないから、ゴールデンウィーク中のショッピングモールの混雑を想像して、行く前からうんざりしているのかもしれない。

「家にいても暇ひまですし、ね！　一緒に行ってくれませんか？　一人じゃつまんないです」

　頼み込むようにしてお出かけに誘さそう。提案の段階では渋しぶることも多いが、いつも何だかんだと聞き入れてくれるので、遠えん慮りよなくお願いする。幼い頃から出かけるときは大体いつも一緒だったので、今日も一緒に行きたかった。

「……仕方ないな」

　こういう私のお願いを受け入れるときの、斎さまのふっと笑う顔が好きだ。柔やわらかくて、最近の反はん抗こう期きを疑うような行動も忘れて和なごんでしまう。

　何故か白咲町に引っ越して以来、首の付け根に嚙かみついたり、アイアンクローをしたり、などの暴ぼう力りよくに訴うつたえるようになっているが、基本の斎さまは私のような側仕えにも気を配くばってくれる方なのだ。

　だから私はますます斎さまの幸せを願う。そ、それがどんなに複ふく雑ざつ怪かい奇きで、困こん難なんな道のりだったとしても……。

　な、泣いてない！　兄を想って頰を染そめる愛あい花かちゃんを思い出して、泣いてなんかない！

「ありがとうございます！　斎さま大好きです！」

　悲しみを心の奥底に追いやって、喜びを全身で示せば、ぐりっと左頰を摑まれた。右手の人差し指と親指で。私の頰をきつくつまんだまま、更にはぐいっと捻ひねる。ひ、ひどい！　そして痛い！

「そういうのいいから、早く行くよ」

　斎さまは低く唸うなるような声でそう口にした。その割に語調は平へい坦たんで不気味である。

　捻り上げられた頰が痛い。本当にもう、斎さまはどうしてしまったのか。私は斎さまの側仕えとして、彼の将来が不安でならなかった。





[image: ]






　ショッピングモールへはバスに乗って向かう。

　ゴールデンウィーク中だから余計なのだろうが、バスはそこそこ混み合っていて座ることはできなかった。しかし、乗車時間も十分ほどなので、立ちっぱなしでもさして疲れない。ただ、ヒールのある靴くつだとバスの揺ゆれに耐えるのも苦労しただろう。パンプスにするか悩んでスニーカーを選んだ、外出前の自分を褒ほめ称たたえたくなった。

　白咲町に引っ越してきて初めて手にしたチャージ式のＩＣカードをかざし、バスを降車する。ＩＣカードの便べん利りさに感動していれば、斎さまにくすりと笑われた。

「何がそんなに楽しいのか」

「いや！　こういう些さ細さいなことを楽しむ心も大切だと思うんですよ！」

　けして私が単純な訳ではなく！

　そう訴えるが、斎さまの笑顔が非常に生ぬるい。完全に小さい子を見るような目をしていて、ちょっとした気き恥はずかしさを覚える。前世の年ねん齢れい分ぶんを加算することが許されるなら、私の方が随ずい分ぶんお姉さんなのになあ！

　はぐれないように気を付けながら、少し暑いくらいの春の陽気の下から、空調のきいたモール内に入る。予想通りモール内は混み合っていた。

　隣を歩く斎さまを見上げれば、彼はうんざりした顔を隠かくそうともしていなかった。それでも斎さまの麗うるわしさが損そこなわれることはない。

　今日の斎さまはカジュアルなシャツにスキニージーンズ、それにカーディガンを羽は織おっている。屋外では少し暑いかもしれないが、モール内の空調の中では、そのくらいでちょうどいいだろう。

　私はくるぶしまでのシフォンスカートに薄手のニットを着ている。外が思ったより暑く、モール内との気温差が大きかったので、私も脱ぬぎ着できるものにすればよかったかな、と思った。

　制服フェチなところがあるので、斎さまの制服姿が大好きなのだが、やはり私服は私服で違う魅み力りよくがある。顔とスタイルがいいので、何でも似合うのだ。羨うらやましい限りであり、また、眼がん福ぷくでもある。

「斎さま、何か気になるのって、ありますか？」

　さっそく私の目的である紅茶屋へ向かう。ゲームでは今の時期の斎さまだと、きっとこんなに快こころよく買い物に付き合ってはくれないだろう。長くおそばでお仕つかえし続けたからこそ、ヒロインでもない私にも付き合ってくれるのだ。そう思うと自分のこれまでの生き方を称賛したくなってくる。

　斎さまは特別な人なのだから。その特別な人のお役に立てているとしたら、これ以上名めい誉よなことはない。

「さくらんぼは？」

「もう確保しました！」

　先程見つけて手に取っていたそれを斎さまに見せつける。いかにもさくらんぼらしい、ピンクのパッケージは見ているだけで可愛く、期待が膨ふくらんだ。

　食後にはお茶を入れて一息吐つくことが多い。斎さまもよくそれに付き合ってくれるので、気になるものがあれば一緒に買いたかった。ちなみに兄はコーヒー党である。

「……ライチってどんな味がするんだろう？」

「ライチ！　え、ちょっと想像つきませんね」

　フレーバーティーは結構当たり外れが激しいので、若じやつ干かんの警けい戒かい心しんも芽生えるが気になる。美お味いしいのだろうか。ドキドキしながら試ためしてみるのも楽しみの一つである。

　結局斎さまと相談した結果、ブルーベリーなどにも心惹かれたが、一番に目についたライチを、さくらんぼと一緒に購こう入にゆうすることになった。

　次いで食器屋でシロクマの箸はし置おきを見つけた私は、ふらふらと引き寄せられてしまう。寝そべり、どこかやる気なさそうにぼう、とした顔が魅力的だ。

　今のマンションには間に合わせで買ったものしかないので、ついつい財さい布ふの紐ひもを緩めてしまいたくなる。

「可愛い！」

「そのふてぶてしい顔の評価って、可愛いで合ってる？」

「この露ろ骨こつに可愛くないところが可愛いんですよ！」

　昔からこうしたデザインのものに対して、斎さまに理解されたことはないので予想通りだが、彼は怪け訝げんそうな顔をしていた。女の子らしいキラキラしたものももちろん好きだが、愛あい想そのない微び妙みような可愛さが一番胸むねにくる。

「欲しいなら買えば？」

「い、いいですかねっ？」

　斎さまの言葉に、思わず勢い込む。三人暮らしの財布は、もちろん年長者であり保護者である立場の兄が握にぎっているのだが、スーパーなどの買い物には私が行くことが多いため、その兄から食費などを受け取っていた。

　斎さまが生活に困らないように、毎月十分な生活費が指定の口座に振り込まれている。つまり、兄から受け取る食費も潤じゆん沢たくであり、そこからこの箸置きを買う費用も簡単に捻ねん出しゆつできるのだ。

　個人的な買い物はもちろんお小こ遣づかいでするが、三人で使うキッチン用品なら、必要経費扱あつかいしてもらえるはず。きっと兄もくだらなさそうな顔はするだろうが、特に叱しかられたりはしないだろう。

「じゃ、じゃあ、買っちゃいます！」

　宣言するように言えば、うん、と斎さまは一つ頷うなずいた。このデザインを可愛いと思う気持ちは分からないようなのに、けして否ひ定ていをしないところが、彼の美徳だと思う。

　手早くレジを済ませれば、心がほくほくした。この微妙に可愛くないシロクマを前に手を合わせて食事をする斎さまを想像すると、それだけで顔がニヤつきそうになる。

「自分の顔をつねって何がしたいんだ」

「ちょ、ちょっとマッサージしてるだけですよ」

　気持ち悪い笑い顔をばれないうちに直そうとしていれば、早々に見つかってしまったので、笑って誤魔化した。

　そのあとはショッピングモール内を散さん策さくしつつ見回る。斎さまは本屋で新刊を一冊購入するらしい。私もそれに付き合い、適当に気になる装そう丁ていの本がないか目を向けた。

　前世については乙女おとめゲームの記き憶おくばかりだが、おそらくそもそもがオタクで漫まん画がとかも好きだったのだと思う。しかし、この世界に生まれ変わってからは、生活の中心が斎さまになったので、乙女ゲームや漫画を嗜たしなむ暇がなく、自然とあまり手を出さなくなっていた。

　わざわざ二次元に手を出さなくても、斎さまを見ているのが一番萌もえるからなあ。ある意味では自然の成り行きとも言えた。

　時々斎さまの小説を借りて読もうとするが、どれももう一息！　もう一息恋愛要素を！　と訴えたくなってしまうような話ばかりなので、はまり込むことはなかった。

　本屋を出ると昼に近い時間になっており、混み合っていたショッピングモールには更に人が増えた気がする。すれ違う人とぶつかりそうになりながら歩いていれば、斎さまに手を摑まれた。

「しっかり前を見て歩かないから流されるんだ」

「い、斎さま！　手！」

　そのまま繫いだ状態で歩き始める。思えば、手を繫いだのなんて随分久しぶりである。初等部まではよく繫いでいたが、中等部に上がる頃には周囲にいらぬ誤解を与えぬように、と自じ重ちようするようになった。

　中学生になってしまうと、男女で手を繫いでいると仲良しの友達、では納得してもらえず、その関係性について邪じや推すいを生む。斎さまは他人の目などあまり気にしていない様子だったが、万が一でも将来ヒロインとの関係に水を差さないよう、私は堪こらえた。

　正直とても惜おしいと思っていたけれど！　あの格かつ好こういいのに可愛くもある斎さまと手を繫げる幸運を自ら手離すなんて！　けれど斎さまを幸せにする、という使命の前では私の欲求など些さ事じである。

　中等部の頃は、時々からかうように斎さまから手を繫いでくることはあったけれど、あくまで冗じよう談だんの範はん囲いですぐに離れた。それが大人おとなになるということなのだ。たぶん。

「放してください！」

　だから、私は現状に対する抗こう議ぎをする。

「ふらふらしてたくせに」

「確かに歩きにくかったけど、はぐれたりしません！」

　一人で歩けるし、斎さまの手を煩わずらわせることではない、と必死に訴える。続けて、焦りから畳たたみかけるような早口になった。

「学校の人に見られて、私と斎さまが付き合っているとか『ありえない』噂うわさがまた広まったらどうするんですか！」

　めきょ。

　何故か手を握る斎さまの力が急きゆう激げきに強まりました。それこそ手のひらが粉ふん砕さいされそうな勢いで。俯うつむきがちにギリギリと力を込める斎さまに、私は声にならない悲鳴を上げた。

　ちょうどそのとき。

「紫緒ちゃん？」

　鈴が鳴るような可か憐れんな声。自然と惹かれて顔を向ければ、元々くりくりとした目を更に丸くした愛花ちゃんがそこにいた。──何故か、我が兄と共に。

「な、なんで！」

　兄の顔が曇くもる。察するに、うわ、やべ、くらいの心情だろう。何だその反応は。まるでやましいことでもあるみたいではないか！

「なっなっなんで二人が一緒にいるの！」

　私の知らないうちにそこまで仲を深めていたのだろうか！　それにしても、この短期間で攻略されたのだとしたらあまりにも兄がチョロすぎる！　教師キャラはヒロインからデートに誘えない、などの制約があり、攻略に手間と時間がかかるはずなのに！

「わたしは服を買いに来てたんだけど、偶ぐう然ぜん宮下先生に会ったの。紫緒ちゃんたちにも会えるだなんて、すごい偶然だね」

　そう口にする愛花ちゃんの手には、確かにショップバッグが二つぶら下がっていた。襟えり付つきのブラウスに膝ひざ頭がしらが見える程度に短い、ふんわりとしたスカートを着ている。背中に背負ったリュックが高校生らしくて可愛かった。

　ショップバッグのブランドも、今の服装と似たような雰ふん囲い気きだったと気付き、彼女の説明に納得する。少なからず心にダメージを負おいかけていたが、辛かろうじて息を吹き返した。

　今のところ愛花ちゃんは兄に心こころ惹ひかれ、斎さまは彼女に興味ない……何なら少々反発しているくらいだが、それでもまだ二人の関係を諦あきらめてはいないので、兄との関係の進展を傍ぼう観かんする覚かく悟ごはできていなかった。
















　私の誤ご解かいだったことにほっと安あん堵どする。

「……そういうことだから、そんな犯罪者でも見つけたような顔で俺を見るな……」

　兄に呆あきれたような調子でそう言われる。さすがにそこまでは思っていないが、兄の顔の引きつりようから、本気で懸け念ねんしているようだ。兄は事なかれ主義だが、変なところで発想がネガティブなのである。

　兄きよう妹だいの会話を眺めていた愛花ちゃんの視線が伏せられ、それから目を合わせて楽しそうに笑った。

「二人はデート？」

　そのありえない発想に私は度ど肝ぎもを抜かれた。同時に、先程の愛花ちゃんの視線の意味を知る。私の手は、未いまだに繫がれたままだった。

「ち……ったーい！」

　違う！　と慌あわてて否定しようとすれば、それよりも早く斎さまがその握あく力りよくを存分に発はつ揮きし、繫いだ私の手を握りしめた。手が、つぶれる！

「不ふ愉ゆ快かいなことを言いそうだったから先に黙だまらせた」

　まだ何も言ってないのに！　どんな犯罪行為でも行動に移さなければ罪には問えないのに！　斎さまの攻こう撃げきのハードルが低すぎて手が痛い！

「仲いいね」

　愛花ちゃんが相変わらず朗ほがらかにくすくすと笑う。きっと彼女は誤解している！

　痛みに耐えて半泣きになっていると、ふと気付いた。現状について。

『君と紡つむぐ物語～サクラの記憶～』では、ヒロインが休日に電話をかけてデートに誘い、予定が合えば翌よく週しゆう以降の休日に攻略対象キャラと出かけることができる。そうして会話の際の選択で好感度を上げていくのだが、デート以外にも一人で出かけることが可能だ。

　一人で洋服やアクセサリーを買いに行くと、すでにヒロインとの出会いを果たしている攻略キャラとランダムで偶然出会える。

　つまり、一人で買い物に来て兄や斎さまに出会った愛花ちゃんは、そのお出かけイベントの最中だと予想できた。

　これ、もしかして、私がいなければ斎さまと愛花ちゃんが親しくなるチャンスだったのでは？　私が斎さまの彼女だと、勘かん違ちがいされることもなく。

「斎さまごめんなさい！」

　私はたまらなくなって叫さけんだ。何の説明もしていないので、正確な意味は伝わらないだろうが、叫ばずにいられなかった。だからといって説明するには心にダメージを受けすぎているし、前世や乙女ゲームのことなんて言えるはずもない。ああもう、誰よりも彼の幸せを願っている私が、その邪魔をするなんて。

　突然謝罪を向けられた斎さまは、わずかに目を瞠みはって、それからふっと微笑んだ。すべてを許す救世主のような微笑みだった。少なくとも私にとっては。

「分かればいいんだ」

　私の愚おろかさも情けなさもすべて許してくれそうだ。それに甘えそうになる自身の心を叱しつ咤たした。私には注意力が足りない。もっともっと、斎さまのために気を付けるべきことがあるはずだ。

　決意を新たにする私に対し、兄の溜ため息いきが聞こえたような気がした。
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　そのあと、愛花ちゃんは帰宅すると言ってショッピングモールを去り、私たちは兄と一緒にランチを済ませてから揃って帰き宅たくした。

　兄は仕事をすると言ってコーヒー片手に自室に向かい、私は夕飯の準備の前に一息つこう、と買ったばかりのさくらんぼのフレーバーティーを、二人分淹いれた。

「あ、すごい。さくらんぼの香りが、かなりしっかりしますね」

「うん。……香りが甘い」

　三人掛けソファに座って、各おの々おの感想を口にする。音量を落として点つけたテレビには、再放送のバラエティ番組が映っていた。

　私はいい香りだなあと結構気に入ったが、斎さまには甘すぎたらしい。といっても味まで甘いという訳ではないので、飲めないことはないようだった。

「明日はライチにしましょうね」

「ライチも似た感じかな？」

「どうでしょうね。種類が違えば、結構香りの強さとかも左右されますし」

　飲んでみるまでは分からない。それもお茶の楽しみの一つだった。

　斎さまはおしゃべりなタイプではなく、会話をするときは基本的に私が話して、それに彼が答えてくれる、という形が多い。だから、お茶に集中して私の口数が減ると、自然と静かな時間が流れた。

　音量を落としていても、バラエティ番組から流れる笑い声が響ひびく。最近よくＣＭやドラマで姿を見かける女優が出演しているようだ。質問に答えればドラマの番組宣伝ができる、という内容だった。

　彼女への質問から、スタジオは出演者たちの初恋のエピソードで盛もり上がっているらしい。

　私はそれを見て、非常に侘わびしい気持ちになった。本来なら、この春から斎さまの初恋が始まるはずだった。そのために余計な寄り道をしないよう、彼に近づく雌め豹ひようたちをちぎっては投げ、ちぎっては投げして、ずっと見守り続けてきたというのに。

　齢よわい十五にして、ままならない世の中の世せ知ち辛がらさを知ってしまった気分である。

「初恋かぁ……」

　思わず口から言葉がついて出た。叶わなかった夢こそキラキラと輝かがやいて見えるのはどうしてだろうか。

「初恋が、何」

　独ひとり言ごとに反応し、手にしていたマグカップをソファの前のローテーブルに置いて、斎さまが私に視線を向ける。何故かその目が睨にらむようで、悪い意味でドキドキしてきた。テレビを見て呟いただけなのに、すでに大きな失しつ態たいを犯おかしてしまった感。私も彼にならってマグカップを置き、居住まいを正した。

　ぼうとバラエティ番組を見ていただけなのに、気付けば謎なぞの緊張感が漂ただよっている。

「い、いえ、あの、い、斎さまもそのうち、恋とかされるのかなあと思いまして……」

　そのときは一体いつになるのだろう。相手が愛花ちゃんではないというのなら、一体どういう人に恋をするのだろう。乙女ゲームのヒロインが相手だと思っていたときには感じなかった不安が、そろそろと忍しのび寄る。

　斎さまが選ぶ方なら間違いないとは思うのだが、彼が幸せになれる相手かどうかが気にかかって仕方がない。

「恋ね」

　ぽつり、と斎さまが呟く。すごくどうでもいいけど、斎さまの声で語られる『恋』の単語にとても心こころ躍おどる。

「紫緒は？」

「え？」

「紫緒はしないんだ？」

　その、話の流れを思えば自然な問いかけに、けれど私は驚いてしまった。ある意味でそれは、私にとっての盲もう点てんだったかもしれない。

「んー、予定はないですね」

　私の青春も、人生も、斎さまを見守ることに費ついやしたい所しよ存ぞんである。そのためには異性に興味を示す暇もなく、またこれまで興味を持つ相手に出会ったこともない。だから、自分が恋をするとかしないとか、そもそも考えたことがなかった。

　私は、ずっと今のまま生きていくのだと思っている。けれどもし、現実の恋なんてものが、私が楽しんできたフィクションと同じように突然顔を出すものなら、そのときになれば私もストンと恋に落ちてしまうのかもしれない。

　でもやはり、恋は難しいかなあ、と思う。私にとっての一番はいつだって斎さまだ。他の男性を一番に据えられるのでは、その空想上の恋人があまりに憐あわれだと思う。

　何より、ここは乙女ゲームの世界だ。その中に登場人物でもない、かつてのプレイヤーである私が入り込んで恋をする、というのは少々違い和わ感かんがあった。

「ないんだ」

「初恋もまだですしねえ」

　その瞬間、斎さまは自身の右手を左手で押さえた。突然の行動に目を丸くすれば、彼の眉間に皺が寄っていることに気付く。ちっ、と舌打ちが聞こえた。乱らん暴ぼうにソファの背もたれに身体からだを投げる。

「ど、どうされました……？」

「現状を突きつけられて腹が立ったけど我慢してあげたんだから、紫緒は俺に感謝すべき」

「あ、ありがとうございます……？」

　説明がぼんやりしているために状況を摑めないが、とりあえず礼を言っておいた。誇ほこり高きイエスマンは、いついかなるときでも相手の発言を肯こう定ていするものである。

　高校入学を期に見知らぬ土地へ引っ越して、斎さまは疲れてしまったのかもしれない、と思った。ちょうど五月は、新しい環かん境きように対する疲れやストレスが出てくる時期というし。

　ストレス状態では、普段平気なことでも変に気に障さわったり、落ち込みやすくなってしまったりするものだ。そう思えば、ここ一カ月の攻撃的な様子にも納得できる。

「何考えてるか分からないけど、たぶん違うから」

　分からないと言う割に、斎さまは今の私の思考を否定する。視線を落として、感情を押し殺すようにゆっくりと溜息を吐くと、大体想像がつく、と独り言のように口にした。

「……俺もそのうち恋をするのか、って言ったけど」

　斎さまは背もたれから上体を起こし、やはりどこか不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、私をじっと見つめる。睫毛は細く、長く。自然と彼の目元に視線が引き寄せられた。

「俺は、恋なんかしない」

「斎さま、それは……」

　あまりに寂しい。恋が人生のすべてとは言わないけれど、私は頑かたくなだった彼が恋によって癒いやされることを知っている。今、目の前にいるその人が、それを手に入れられないなんて、あんまりだと思ってしまう。

　幸せになる方法が分かっているのに、その選択を避さけようとするのなら、私のエゴで我わが儘ままでも、どうしても見過ごしたくなかった。

　しかし、斎さまはそんな私の懸念に対し、斜ななめ上の発言をする。

「だってもうしてるから」

　……は？

「え？」

「だから恋」

「恋？　え、どういう……うん？」

「してるって」

「何を？」

「恋を」

　……ん？

　斎さまの言葉の意味がよく、え？

「だから、すでに恋をしているのに、また新しく恋をする訳ないだろう。そこまで軽けい薄はくじゃないつもりだけど」

　そして、彼はあまりにも簡単にとんでもない爆ばく弾だんを投下した。それなのに、斎さまは何事もなかったかのようにローテーブルの上のマグカップを摑むと、あっさりと私を置いてソファから立ち上がる。

「え、ちょ、待っ！　斎さま！」

　慌てて私も立ち上がり、彼の服の裾すそを摑んで呼び止めた。

「聞いてません！　聞いてませんよ、私は！」

「聞いても理解してない、の間違いだろう」

　斎さまが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でそう口にする。そういえば、苦虫を嚙み潰した、という表現はよく使うが、苦虫って何なんだろう。混乱しすぎてそんなどうでもいいことが頭に浮かんでしまう。

「い、いつから！」

「いつからって……」

　空いている左手で斎さまが指折り数えていく。折れる指が増えていくごとに、私の肝きもが冷えていった。

「……十年前から？」

「じゅっ！」

　十年！　あまりの衝しよう撃げきに言葉もろくに紡げない。

　だ、誰だれだ！　ヒロインとの出会いのために、と雌豹たちを退しりぞけ続けていた私の目をかいくぐり、彼の心を摑んだ女性は！　というか、斎さまは十年も同じ人が好きだということでは……なんて一いち途ず！　素敵！　さすが斎さま！　でも誰！

「だっ……」

　あまりのことに動どう揺ようしすぎて舌がもつれる。全身が震ふるえているのではないか、と思いながら、私は必死に言葉を紡いだ。

「だっ、誰なんですか！　そのお相手は！　どうして隠してたんですか！」

　少なくとも私の知る限り、斎さまに女性の影を見たことはない。正直に言って、ショックだった。私はいつも斎さまのそばにいて、何だって話してくれていると思っていたのに。

　いわゆる恋愛話というものは、異性とはしにくいのかもしれないが、それでも性別の垣かき根ねを超えて信頼してくれていると思っていた。

　それも、ただの自うぬ惚ぼれでしかなかったのかもしれない。

「紫緒がよく知る相手だ。それに俺は、隠したつもりはない。紫緒が、気付かなかっただけだろう。俺はこれまで、十分伝えてきたつもりだ」

　不満げな感情を隠そうともせず、斎さまは言う。その語調から察するに、斎さまは私が気付いて然しかるべきだと思っていたのだろう。それなのに、私はその影すら感じられなかった。

　ということは問題にすべきは自惚れではなく、私の至いたらなさの方か！

「だから、自分でしっかり考えろ。紫緒だって少しくらい、思い悩めばいいんだ」

　突き放すような言葉。その宣言通り彼の口から恋の相手を教えてくれる気はないらしく、服の裾を摑む私の手からするりと抜け出す。マグカップをキッチンのシンクに置いてリビングを出て行った。

　私は、その背を呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。己おのれの不ふ甲が斐いなさを呪のろいながら、心に誓ちかう。

　斎さまの恋のお相手を、絶対に見つけなければならない。尚なお且かつ、私はその方が本当に斎さまを幸せにしてくれるのか、しっかりと見み極きわめる。斎さまの恋人は、斎さまをきちんと幸せにしてくれる人でなければならないのだから。

　私に斎さまの恋人について口を出す権利などない。それでも、素敵な人だと確認して、安心しない訳にはいかなかった。
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「笠かさ原はら家けの小さ夜よ子こさん、尾お嶋じま家けの由ゆ佳かさん、立たち花ばな家けの美み鈴すずさんに、遠とお山やま家けのこのみさん。さあ、いかがです！」

　彼の机に両手を突き、意い気き揚よう々ようと問いかける私を、座ったままの斎いつきさまは面倒そうに見上げた。昼休み後の授業を終えたばかりだからか、眠そうな目をしている。斎さまの上うわ目め遣づかい、たまらん。……は、いかんいかん。つい意識が逸それてしまうところだった。

「いかが、って何が？」

「いずれも、比ひ較かく的てき斎さまと関わることの多かったお嬢じよう様方ですよ！　たとえば小夜子さんはご実家が懇こん意いにされているので今も顔を合わせることがありますし、由佳さんはクラス委員を共に務つとめたことがありますね。年下の美鈴さんは同級生のお兄様を介かいしてですが、季節の便たよりをいただきましたし、このみさんはクラスが一緒になることが多く、何かと気にかけてくださっていました」

　にこ、と笑顔の仮面を貼りつけて心の中で歯は嚙がみする。この四人の本当の共通項こうは、初等部へ入学する前に顔を合わせたことがあり、かなり本気で斎さまに惹ひかれていた、という点である。

　斎さまは容よう姿しが端たん麗れいであるために、初見で惹かれる女の子は少なくなかったのだが、その中でも根深かったのがこの四人だ。

　ちなみに、四人とも私との『話し合い』の末『和解』済みである。ということは、もし斎さまの想い人がこの中に含まれていた場合、私は彼を想い人から引き離してしまったことになるのか。

　そうだとしたら申し訳なさが極きわまるところではあるが、斎さまのヒロインポジションを望むのなら、私程度に『和解』させられるようでは困るのだ。

「その子たちが、何」

「この中に、斎さまの恋のお相手がいるのではないか、と思いまして」

　私がこれまで知り合った女の子の名前をノートに書き散らし、夜な夜な考え込んでピックアップした四人である。可能性があるとすればこの辺り、のはずだ。斎さまの周辺には常に気を配くばって神経を尖とがらせていたので自信がある。

　その割に斎さまの恋のお相手に気付かなかったので、正直自分でもその精度を疑わずにはいられないのだけれども。

「的まと外はずれの見当違い」

「的外れ!?　外れただけではなく、見当まで違うと！」

　ひどくつまらなそうな顔で、斎さまは私から目を背そむけるとわざとらしい溜ため息いきを吐つく。休み時間の教室の喧けん騒そうの中でもその音が聞こえるくらい、はっきりとした溜息だった。

「出発点がおかしい」

　斎さまのヒントとも言えないような言葉に頭を捻ひねる。出発点……斎さまは十年恋をしていると言っていた。つまり、彼の恋の出発点は十年前である。

　そのときようやく気付いた。十年前の冬に斎さまと私は出会った。当然ながら私はそれ以前の斎さまを知らない。

　つまり、十年前の春夏秋。私と出会った十一月よりも前に、その相手に出会っていた可能性もあるのではないだろうか。それならば、私に認識されることなく、斎さまの心を奪えた、という事実にも納得がいく。

「……あれ、ちょっと待ってください」

　さらに、ものすごく今いま更さらなことに思い至った。

「恋をしていても恋人の姿が見えないということは、あれ……？　つまり片思いです？」

　机の上についていた手首を摑つかまれた。ひい！　痛いより怖い！　それに併あわせて俯うつむいたのが何だか不穏で怖い！

「紫し緒おにだけは、言われたくない……ていうか、紫緒が馬ば鹿かだから……」

　当然不服のようだが、やはり斎さまの恋は成じよう就じゆしていないらしい。

　斎さまに片思いをさせるなんて、相手は何者なのだ。しかも十年！　斎さまの一いち途ずさに感動すべきか、十年の想いを向けられても成就しない、現実の非情さに悲しむべきか。

　相手の方はどうして斎さまに応こたえてくれないのだろう。きちんと斎さまのことを見てくれているのだろうか。

『ヒロイン』という、ある意味での称しよう号ごうによる後押しがない分、どうしても未いまだ誰だれかも分からないそのお相手について、心配せずにはいられない。

　余計なお世話と分かっていても、斎さまを悩ませる人は斎さまの好きな人であっても嫌いやだ。

　私にそんなことを思う資格がないことは分かっているので、そういう風に考えてしまう自分にもうんざりしてしまう。私はこうも意地の悪い人間だったのか。これでは立りつ派ぱな小こ姑じゆうとだ。

『ヒロイン』ではない斎さまの恋のお相手が分かったとき、私は喜んで応おう援えんすることができるのだろうか。あまり自信はなかった。
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　煮に詰つまっていた。非常に煮詰まっていた。

　斎さまの片思いが判明して以来、相手の候こう補ほをあげては吟ぎん味みし、問いかけているけれど全く正解に辿たどり着けないでいた。それどころか、候補をあげる度たびに斎さまの機き嫌げんが悪くなっているような気がする。

　どうやら、斎さまとしては、すぐに正解に辿たどり着けるものだと思っていたらしい。

　私だってそう思っていた。おそばで、誰よりも斎さまのことを見続けてきた。その自じ負ふがある。だからこそ、私の知らない片思い相手がいる、と聞いたときはショックで、未だにそのお相手を見つけられない自分自身に軽く失望している。

　追い詰められた私は、兄にも尋たずねてみることにした。今、斎さまは部屋で勉強をしているので、よほど大声で騒さわぎでもしない限りは気付かないだろう。

　速すみやかな確認が求められた。

「お兄ちゃん、斎さまの好きな人ってさ……」

　兄が風ふ呂ろから上がり、洗面所兼けん脱だつ衣い所じよで着替えているところに突とつ撃げきした。扉とびらを三センチだけ開けて呼びかけると、ビクッと大おお袈げ裟さなくらい兄の身体が揺ゆれる。

　反はん射しや的てきに振り返った兄は風呂上がりなのに顔色が悪い気がする。怯おびえるように手に持っていたらしいバスタオルを抱だきしめて後ずさる姿は、まるで清せい純じゆんな乙女おとめがすべき態度のようだった。ただし顔は仁に王おう像ぞうである。

　妹はそこが兄のいいところだと思っているよ……。

「あのね、お兄ちゃん。可か愛わいい妹からの忠告だけど、脱衣所の鍵かぎは閉めた方がいいよ」

　世の中の悲劇を一つでも減らすため、兄を思っての忠ちゆう言げんだった。うっ、みっともないものを晒さらしたという、あの日に負おった心の傷が疼うずく。

「いや、誰か洗面台を使うかと思って……誰かが使い始めたら分かるから出ないし」

「世の中いつでもそう上う手まくいくと思ったら大間違いだよ！」

　洗面所兼脱衣所の扉は横にスライドさせるタイプで、浴室内にいると開閉してもほとんど物音は聞こえない。相手が何かを始める前に浴室の扉を開けば、それだけで簡単に鉢はち合あわせできてしまうのだ！

「ていうか、着替えてるときに扉開かれたら絶対アウトじゃん！」

　ものすごく今更なことに気付いた。例の事件以来、きっちり鍵かぎを閉めて使っていたのでそのことを深く考えてはいなかったが、よく考えると浴室を出るときではなく着替えるときが一番鉢合わせのリスクが高い。

　ち、違うんです違うんですわざとじゃないんです。実家では鍵を掛けたりしなかったから何も考えていなくて、ついついいつも通りにしてしまっただけなんです。痴ち女じよじゃないです。私は痴女ではありません！

　思わず誰に対してかも分からない言い訳を重ねてしまう。

「ちょうど今みたいにな。ほら、さっさとどっか行ってくれ」

　さすが我が兄。私が三センチの隙すき間まの向こうで羞しゆう恥ち心しんに悶もだえていても、特に気にすることなく遠ざけようとする。私の扱あつかいにあまりにも慣れている。そして雑だった。

「いやいやいや、お兄ちゃん。消えてほしければ私の質問に答えてもらうよ」

「質問って……」

「だから、斎さまの好きな人について」

　幼おさない頃から、一歩引いたところで私たちを見守っていた兄なので、私が気付かなかったようなことも知っているのではないだろうか。

　兄は私の言葉にぎょっとしたように目を見開くと、さっと逸そらした。妹としての直感が告げる。

　兄は知っている！

「教えて！」

「い、いや、それは……口止めされてるし」

　どうやら斎さまは、こうして私が兄を問いつめることも予想できていたらしい。先手を打たれている。

「ううう……やっぱりお兄ちゃんは知ってるんだ」

「そりゃあ、まあ、見てたら明らかだし」

「どこが！」

　私は全く、その気配すら感じ取れていなかった。兄に対し嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを、自分に対して不ふ甲が斐いなさを覚える。どうして私は斎さまのおそばにいて、その心の動きを察することができなかったのだろう。

　これまでの人生で、彼が恋をしていると思ったことなど一度もないのだ。情けない。

「分からない方がおかしいと思う」

「じゃあ私がおかしいっていうのっ？」

　よく言えば優しい、悪く言えば優ゆう柔じゆう不ふ断だんの兄が再び目を逸らした。私がおかしいらしい。

「とにかく、俺からは言えない。けど、ちょっと考える……というかちゃんと意識すれば誰でも分かることだから」

　そう言って、兄は三センチだけ開いていた扉をぴしゃりと閉めた。すぐに鍵を掛ける音が聞こえてくる。どうやら本気で何も教えてはくれないようだ。

　ぐぬぬ、扉の前で唸うなり声を上げる。二人して秘密にしてずるい。昔から時々二人にしか分からない会話をすることはあったのだが、その度に私は兄ほど斎さまのことを理解することはできない、と言われているような気がして悔くやしくなってしまう。

　すでに家事を終えていたので、歯嚙みしながら部屋に戻る。私の背中はしょぼくれた負け犬そのものだったことだろう。
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　メッセージアプリでのやり取りはするが、愛あい花かちゃんと顔を合わせて話をするのは体育のときが多かった。どうしても普段はクラスメイトと関わることが多いので、用事がなければそうそう教室を出ることもなく、申し合わせなければ対面することも難しい。

　加えて私は基本的に斎さまのおそばに控ひかえているので、二人きりで顔を合わせる回数はそんなに多くなかった。

「紫緒ちゃん、どうしたの？」

　だから、昼休みにトイレで鉢合わせしたのは嬉うれしい誤ご算さんだった。そのまま二人で立ち話をしていたのだが、どうやら私がぼんやりしていることに気付いたらしい。彼女へ顔を向け、じっと見つめた。

　五月も半ばを過ぎ、愛花ちゃんはますます可愛くなった気がする。彼女は恋をしているのだ、という私のフィルターがそう見せているだけかもしれないが、愛花ちゃんはいつも可愛いので問題ないだろう。

「う、うー、恋とは何たるかをちょっと……」

　これが恋の力かな、と考えていたことを、もごもごと口ごもりながら正直に答える。

「恋かぁ。やっぱり切ないけど、すごく温かいものだよね」

　愛花ちゃんがしんみりと呟つぶやく。どこか遠くを見ている瞳は、とても満ち足りた光を宿しているように見えた。その目に何が映っているか、私にとって認めたくない現実の予感がひしひしとするけども。

　もう私はいっそ、うちの兄を好きになってくれてありがとう、と喜ぶべきなのかもしれない。斎さまは他に好きな人がいるというのだし。

「でも、どうしてそんなこと思うの？　恋なら、紫緒ちゃんの方が先輩だよね」

「どどどどこがっ？　バッリバリの初心者ですよ！」

　あれ、バリバリってもしかして死語かな！　死語な気がするな！　今時の若い子は言わない気がする。

「え？　だって紫緒ちゃんには、篠しの宮みやくんっていう彼氏がいるじゃない」

「げっほ！　ごほ！　ぐふ！」

　あまりにも確定的な愛花ちゃんの言葉に思わず盛せい大だいに噎むせた。何故！　一度もそれを肯こう定ていしたことなんてないのに！　むしろいつも頑張って否ひ定ていしているのに！　いつまでも愛花ちゃんの中でその勘かん違ちがいが抜けない。

「ど、どうしたの？　大丈夫？」

　すると、愛花ちゃんは慌あわてて私の背中をさすってくれる。その姿はまさに天使であるが、次は一体どんな発言が飛び出すのか、と思うとうっとりするより少々空そら恐おそろしくさえある。

「つ、付き合ってないよ！　斎さまはえーと、うーと、あの！　……何だろう」

　私は斎さまのお側付きである。代々篠宮家にお仕つかえしてきた宮みや下した家けの人間である。けれど、それなら、斎さまは何なのだろうか。

　斎さまは私のご主人様？　もしくは少し馴なれ馴なれしいが幼おさな馴な染じみ？　前世では乙女ゲームの登場人物とはいえ、憧あこがれの人だった。すべてにおいて理想的な。完かん璧ぺきだけれど完璧なだけではなくて、当たり前に弱くて卑ひ怯きような、臆おく病びようなところがあって、そういう不器用な人だから、誰より幸せになってほしいと思った。

　とても一言では語れない思い入れがある。まあ、それもすべてはオタクが故ゆえの執しゆう念ねんとも言いますが。

「と、とにかく！　付き合ってないの！」

　だって、そう。斎さまには。

「好きな人がいるらしいし」

　生あい憎にくと誰かはまだ判明していないけれど。愛花ちゃんくらい分かりやすかったらよかったのになあ、と思う。兄を見る愛花ちゃんの目は、その温度からして違う。

「え、誰に？　篠宮くんに？」

「そう、いるんだって」

「そうなの？　……そうかなあ」

　愛花ちゃんがいまいち納得がいかない、といった様子で考え込むように口にする。ぐるりと視線を宙にやって、それから私へ向けた。困り果はてたかのように、眉まゆが下がっている。

「でも、それって。……紫緒ちゃんはそれでいいの？」

　まるで案じるようなその態度が私には分からない。分からなくて、分からないからこその違い和わ感かんがぞわぞわと心しん臓ぞうを撫なでるようだった。

　斎さまに相応ふさわしい人でなければ嫌いやだ、と思いこそすれ、本来ならば彼の好きな人に対し、私に何らかの意見を言う資格はない。

「いい、って？」

「何だろう。何ていうのかな」

　愛花ちゃんは自身の考えを纏まとめるようにそう呟くと、視線を落とす。それにならって下を向けば、リノリウムの床に載のる自身の足が見えた。四月には新品だった上うわ靴ぐつは、ようやく少し汚よごれてきていた。

「わたしだったら、きっと寂しいなって思ったの」

　──あ、と思った。

　斎さまの恋の相手が分からなくて不安で心配で、素す直なおにその存在を歓かん迎げいすることができなかった。誰よりも魅み力りよく的てきなヒロインが相手であったなら、と何度も思った。そのためにずっと祝しゆく福ふくの準備をしてきた。そのくせ、いざそういう相手の存在を示されると、素直に受け入れることができなかった。

　それは相手がヒロインではなかったからで、けれどそれだけでもなくて。

　私は寂さびしかったのだ。私に教えてくれることなく恋をしていた彼に感じたのは、疎そ外がい感かん。置いていかれたように感じた。寂しくて私は、斎さまに相応しい人でなければ、と言いながら、その人の粗あらを見つけようとしていたのだ。

　そもそも、歓迎しなければ、とわざわざ思考していることが、心から歓迎できていないと宣言しているようなものだった。

　なんて、醜みにくいことだろう。私こそが、斎さまのおそばに控えるに相応しくない存在だった。でも、それでも、そばにいたい。蚊か帳やの外になんてしないでほしい。

　ずっと昔から、私の居場所は一つしかないのだから。
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　始めはよかった。

　出会ってからの数年は、何も考えずにただそばにいられることを喜べた。憧れた存在が、目の前にいる。そのことに夢む中ちゆうで、深く考えることをしなかった。

　けれど、あるとき気付いたのだ。最初からあったそれを、ようやく意識した、と言ってもいいかもしれない。

『乙女ゲームの世界』で生きるなんて、そんな馬鹿な話があるだろうか。

　そもそも『乙女ゲームの世界』とは何だろう。異世界か、ゲームの世界に閉じ込められたと思うべきか。もしくはただの行きすぎた妄もう想そうか。それが一番正解に近い気がする。

　いずれにしても異常事態だ。

　目の前のものが、すべてコンピューター上のデータでしかないのではないか、と思うと急に怖くなった。ここはどこだろう、なんて、住み慣れた自じ宅たくにいてそんなことを思うときもあった。

　加えて、前世の記き憶おくの曖あい昧まいさが、焦あせりと不安を増大させた。

　前世の存在を自覚し、親や友達がいたことも覚えている。けれどそれは知識として理解している、といったもので、具体的な思い出や、親や友達に向けた感情についてはまるで他ひ人と事ごとのようだった。

　だからこそ、思い出せないと焦ることもなければ、思い出したいとも思わなかった。そんなありようをとても薄はく情じように感じて、自身に失望し、恐おそろしくすら感じていた。

　今の家族に対しても不安感があった。両親も兄も、私のことを可愛がって大切にしてくれているけれど、彼らが大切にする『宮下紫緒』は、本当に『私』なのだろうか。本物の『宮下紫緒』の居場所を奪って『私』がこの場所に収まっているのだとしたら。そう考えると血の気が引いた。

　本当はこんな世界、ありもしない私の妄想ではないか。実際の私の身体からだはずっと眠っていて、おめでたい夢を見ているだけではないのか。この世界は偽にせ物もののまやかしでしかないのではないか、と。

『どうかした？』

　そんなとき、いつもそばにいてくれたのが斎さまだった。当時の彼は人の顔色を窺うかがうようなところがあって、私の顔を覗のぞき込んでは少し不安そうにじっと見つめ、この手をぎゅうと握にぎってくれた。

　その、手が。握った手が温あたたかかった。

　ゲームの登場人物であるはずの斎さまの手は、けれど間違いようもなく人の温ぬくもりを宿していた。それは彼がコンピューターのデータではなく、生きている『人』だと告げているようで。

　その温もりは希望のようだった。私のための道しるべのよう。

　前世への薄情さも、今生きるこの世界が、斎さまが大事だから、と思えばとても柔やわらかな気持ちで受け止められた。この手を握ることができる私こそが宮下紫緒だと、そう思えた。

『斎さま。斎さまがいるから、私はこの世界を信じられます』

　そのときから斎さまは私の恩おん人じんにもなった。斎さまこそが世界の証明で、世界の中心に誰かがいるというのは、きっとこういうことだろう、と思った。

　──不意に目の前が開けるような感覚がした。

　ぼんやりした薄うす暗ぐらさの中、白い天てん井じようが見える。ああそうだった、とリビングのソファでテレビを見ていたことを思い出した。そのまま上体だけ倒し、ひじ掛けの部分にもたれて眠ってしまったらしい。

　寝ぼけながら切ったのだろうか。すでにテレビの電でん源げんは落とされ、リビングの大きな窓の外からは雨の音が聞こえる。梅つ雨ゆはまだ先だが、今日は朝から雨が降り続いていた。

「起きた？」

　夜とは違う、雨あま雲ぐもによる薄暗さの中で、落とすように声が響ひびいた。寝ぼけた頭のまま声の方に目を向ければ、寝ていた私の隣で斎さまが本を開いていた。

　カバーを掛けられていない本の表紙は、以前一緒に本屋に行った際に購こう入にゆうしていたもので、雪原の遠くで女の子が背を向けて立っている。静かで、雪の降る音が聞こえてきそうな表紙が印いん象しよう的てきだった。綺き麗れいだな、と思ったのでよく覚えている。

「……電気点つけないと、目が悪くなりますよ」

「さっきまでもう少し明るかった」

　つまり、読んでいるうちに暗くなってしまったが、点けるのが面倒だということか。リモコンはすぐ目の前のローテーブルの上にあるのに。斎さまは結構面倒がりなところがある。

　仕方ないなあ、と起き上がろうとすれば、身体の上で何かが滑すべり、床に落ちた。緑のタータンチェックのブランケットで、それが眠っていた私に掛けられていたのだと気付く。

「これ……」

「暑かった？」

「いえ、そんなことは……」

　むしろ雨のせいか、ここ数日に比くらべて今日は気温が低く感じる。ブランケットがなければ肌はだ寒ざむかったかもしれない。

　やはり、斎さまが掛けてくれたらしいそれを床から拾い上げて、ありがとうございます、とお礼を言う。ブランケットを畳たたんでいれば、斎さまが口を開いた。

「こんなとこで寝て、風か邪ぜひくよ」

「このくらいなら大丈夫ですよ」

　そこまで柔やわではないつもりだ。そう応えると、斎さまはゆっくりだと感じるほど静かに表情を変える。

「俺が寝てたら風邪ひくって怒るくせに」

　ふ、と漏もらすように、自然に零こぼれた微笑ほほえみだった。仕方がないな、と言って全部許してくれそうな、そういう横顔だった。

　ああ、と声が漏れそうになる。ああ、と縋すがってしまいそうだった。

　斎さまはいつもそうだ。排はい他た的てきな部分があって、今でも警けい戒かい心しんが強い性質であるのに、当たり前みたいなそんな顔で、私のことを許容してくれる。

　私が自分を疑って、この世界を疑ってしまったとき、きっと聡さといこの人は私の変化に気付いていただろう。動どう揺ようも、焦りも、感じ取れていたことだろう。けれど何にも聞かなかった。理由を聞かなくても、理由なんてなくても、そのときの私を全部許して受け入れてくれたのだ。

　この世界が、彼が、本物であると信じたいと思うのに十分な理由だった。それまで以上にそばにいたい、と願うようになるのは自然なことだった。

　だから余計、ヒロインに彼を幸せにしてほしかった、のに。

　私の知る限り誰よりも彼を理解し、誰よりも彼を支え、誰よりも彼の励はげみになれる人だと知っていたから。

　そんな気持ちのいい建たて前まえを用意した。そしてそれが建前であったと自覚した今、途と端たんに欲が湧わき上がる。

　もしも斎さまのお相手が、私の納得がいくヒロインでなかったとしたら。仕方がないことだからと祝福できる相手でなかったとしたら。

「紫緒……？」

　今更、理解したくなかった。彼に相応しい人を、と願う醜い傲ごう慢まんさなんて。

　結局のところ私は、自分の気持ちの処理に納得がいく相手であってほしいだけなのだ。叶わなくても仕方がないなあ、なんて。笑って祝福するしかない、絶対敵かなわないと思える相手であってほしかった。

　私は本当にどうしようもない。

　自覚は、名前をつけるということだった。彼の幸せを願う気持ちに、それでもずっとそばにいたいと望む本音に。

　私はそれに、『恋』という名前をつけてしまったのだ。










[image: ]




　たぶん、おそらく、きっと。ポーカーフェイスを気取ろうと必死になっているが、私のポーカーフェイスはその役目を果はたしていない。

　自分のこれまでのことからこれからのことに思いを馳はせていると、自室にノックの音が響ひびいた。

「ひぃ！」

　油断しきっていた私は驚いて悲鳴を上げる。全身がびくりと震ふるえて、恐おそる恐おそるはい、と返事をした。声だけは震えていないと信じたい。

「紫し緒お？」

　扉とびらを開けながらかけられた声に、私は視線を右へ左へ、下へ上へと巡めぐらせる。ポーカーフェイスという単語を使うことすら申し訳なくなるような有り様だった。斎いつきさまや兄に『単純』と評される性格は伊だ達てではない。

　私の感情は基本的に垂たれ流しである。

「な、何でしょうか……？」

「随ずい分ぶん長いから。遅ち刻こくするよ」

　自分のポーカーフェイスの下へ手たさを嘆なげきながら制服に着替え、鞄かばんの用意をしていたのだが、思ったより時間をかけてしまっていたらしい。

「すみません！　すぐに出ますね」

　苦手なりに動どう揺ようを押し隠かくし、私はにっこりと微笑ほほえんでその顔を斎さまへ向ける。斎さまは今日も見み目め麗うるわしかった。サラサラの髪かみも、涼すずやかな目元も、滑なめらかな肌はだも、どこをとっても美しい。

　もうこれは国こく宝ほうにすべきではないか。むしろ今現在国宝でない理由が分からない。美少年は国家の宝だって偉えらい人が言ってたよ！

　五月末になり、日中は暑いくらいの日が増えた。ブレザーはいらないが、ニット生き地じのベストは着たい。用意していたそれを慌あわてて頭からかぶって、ベストとシャツの間に挟はさまった髪を右手で払う。そうしながら左手で鞄を摑つかみ、素早く斎さまに駆かけ寄った。

「下見て」

「え？」

　すると、斎さまにそう言われ、意味は分からなかったが、素す直なおに従って下を向く。誇ほこり高きイエスマンは考えるよりも先に従うのである。

「髪、全部出てない」

　そして、斎さまの手が私の頭を撫なでるように辿たどり、ベストの隙すき間まに挟まっていた髪を取り出した。背中を通り、首の裏から髪が抜ける感かん触しよくにぞわぞわする。私は反はん射しや的てきに一歩後ずさった。

「どうかした？」

「く、くすぐったくて……」

　俯うつむいているのをいいことに、心の奥でくすぶる感情をひた隠しにする。今、顔を上げると非常に不ま味ずいことになるのは、鏡を見ずとも分かっていた。

「さ、さあ、早く行きましょう！　このままだと本当に遅刻しちゃいます！」

　一瞬怪け訝げんそうな顔をした斎さまに気付かないふりをして、半なかば強引に部屋から押しやるとそのまま玄げん関かんへ向かった。押すな、と言いつつも抵てい抗こうすることはなく、斎さまは背中を押されながら前を向く。

　だから、顔は見られずに済んだだろう。足先から頭のてっぺんまでをも支配し、狂くるわせる感情を処理しきれない。顔が熱い。何なら身体からだまで熱くて、ベストを着たことを後こう悔かいしそうだった。

　それもこれも全部、自分の中の感情に名前をつけてしまったことが、すべての原因だった。

　ひどい失しつ態たいだった、と思う。

　始めはちゃんとただのファン心だったのに、いつしかそんな簡単にくくれる想いではなくなっていた。それだけならまだよかった。気付かないふりをして、無視し続けられるなら問題もなかった。

　けれど私はそれに名前をつけてしまった。『恋』なんて夢見がちでお綺き麗れいな名前をつけてしまったのだ。

　そして、よりによって『恋』の相手は、私が生しよう涯がい懸かけてお仕つかえすべき斎さまだった。これを失態と言わずして何と言う。

　けれど、ある意味で仕方がないのではないか、と言い訳したい。まず、見た目がど真ん中ストレートに好みで、冷たいようでふと漏もらすように零こぼす笑顔も、他人を気にする繊せん細さいな部分も、そばにいてくれる温ぬくもりも。全部好きなのだ。最初っから全部全部、好きなのだ。嫌きらいなところなんて一つだってない。

　もうここまでくれば、恋に落ちても仕方がないでしょう！

　何てったって乙女おとめゲームで攻略対象キャラを務つとめるスペックである。そんな人が幼よう少しよう期きからそばにいて惚ほれないはずがない。むしろ私はよく堪こらえた方じゃないかな！

　そんな私の葛かつ藤とうなど知る由よしもない斎さまは、とんでもない暴ぼう挙きよに出た。

「何を！　するんですか！」

「何が？」

「手！　手です！」

　焦あせりすぎて日本語さえ滑らかに紡つむげない。一言ずつ区切ってしまっている辺り、私の動揺を察していただきたい。

　感情を自覚しただけでどうしてここまで、と思う。しかし、隣を歩くだけで緊張するようになってしまった私の、よりによって手を握にぎってきたのだ。斎さまが悪い。

　まるで初等部の頃のように手を引かれるが、問題は肉体的にも私の今の感情的にも、初等部の頃とは随分変わり果ててしまったことにある。

　ひ、人ひと肌はだが手のひらから伝わってくる！　斎さまと手を繫つながなくなったことを惜おしいと思っていた過去の自分が信じられない！　手なんて繫ぐものじゃない！　こんな緊張すること、心しん臓ぞうがいくつあっても足りない！

「なんで手を繫ぐんですか！　もう子どもじゃないんです！」

「高校生も子どもだって言ってなかったっけ？」

「幼おさない頃の調子に乗って発した言葉を、引き合いに出さないでください！」

　前世の記き憶おくがある分、大人おとなぶりたかった頃の言葉である。あまりにも浅はかな自分の発言が、今になって重く圧のしかかる。しかも、けしてそういう意味で言った訳ではない！

「普通に歩きましょう！」

　何とか説得を試こころみる。このままではだめだ。体温は上がり、動揺から舌したが痺しびれ、挙きよ動どうはますます不ふ審しんになり、手汗がとんでもないことになる。斎さまに手汗が気持ち悪いと思われたら死ねる。否いな、死ぬ。

　私は焦りから普段以上に鈍にぶくなった頭を必死に働かせ、何とか今発すべき言葉を探した。そして閃ひらめくと同時に言い放つ。

「私とこんなことして、好きな人に誤ご解かいされたらどうするんですか！」

　諸もろ刃はの剣つるぎである。このまま手を繫いでいたら死んでしまうが、その言葉を口にすることによって斎さまの好きな人の存在を意識してしまい、切なくなる。

　せめてもっと早くに自覚したかった。たとえば小学生の内だったなら、綺麗な初恋として処理できたんじゃないだろうか。当時の私は、斎さまにはヒロインと幸せになる未来しかないと思っていて、自分の感情なんて考えたこともなかった。

　過去を悔くいたところで今更どうしようもない。気を取り直して、手を放してもらうために顔を上げようとすれば、それよりも早く斎さまの手に力が籠こもった。

「いっ、痛い痛い痛い痛い！」

　ごきょ、と手の甲が嫌いやな動きをする。繫いだまま手がつぶされる！

「うるさい」

　幸いすぐに力は緩ゆるめられたが、斎さまは早足で道を歩いていく。何故だか急きゆう激げきに機き嫌げんが悪化した斎さまには、もう私の話を聞いてくれる気配はなかった。つまり、手は繫いだままになってしまうということである。

　抵抗しようにも振り払うこともできず、顔を上げられないまま、引きずられていくことしかできなかった。
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　我ながら馬ば鹿かなことをしたと思う。

　斎さまの片思いを知って、恋を自覚するなんて。どうせなら気付かないままでいたかった。そうしたら違い和わ感かんを覚えることはあったとしても、彼の恋が叶えば祝しゆく福ふくすることもできただろう。

　今は祝福できる自信がなかった。相手の粗あらを見つけて反対できるならまだいくらかましかもしれない。そんな気き丈じようさがあれば、せめて恋心は隠し通せるだろう。今、斎さまに恋人を紹しよう介かいされたら、みっともなく泣かずにいられる自信がなかった。

「恋って難しいね……」

「うるせえよ。何でここにいるんだよ。ほんとうるせえよ」

　アンニュイな気持ちで呟つぶやく憐あわれな私に対し、あまりにも非情な言葉を投げかけるのは堂どう本もと浩こう太たである。

　今日は授業が早く終わり、夕飯の支し度たくを始めるまでにまだ時間があった。家にいても色々考えて落ち着かないし、斎さまの顔を見るともっと落ち着かないので、少し遠いコンビニまでやってきたのだ。マンションの前にもコンビニはあるのだが、買い物というよりは散歩の気持ちでここまで来た。

　そこでげっという声が聞こえて振り返れば、お店のロゴが入った店員の制服を身につけた、堂本浩太がいたのである。彼はこのコンビニでアルバイトをしているらしい。

「営業妨ぼう害がいなんだよ」

「今店内に私以外のお客さんいないみたいだけど」

「存在が迷めい惑わく」

　ひどい、あまりにもひどい。好かれているなどとは最初から思っていないが、せめてもう少し言い方があるだろう。

　しかし、嫌われるほど関わった覚えもないのだが、何かしたのだろうか。むしろ初等部で嫌がらせを受けていた私の方が嫌う流れではないのか。

　といっても、別に私は彼を嫌いではない。当時は腹を立てたこともあったが、分かりやすい実害があった訳でもなく、そんなこともあったねえ、程度の感かん慨がいだった。

「前から思ってたんだけど、私と愛あい花かちゃん、というより私と他の女の子に対する接し方が違いすぎない？」

「当ったり前だろそんなの！　女の子は可か愛わいいけど、おまえは可愛くねえ！　よっておまえなんか女じゃねえ！」

　ひどい言い草である。

　えー、私は前世を含めて女以外であったことなんてないんですが。

　そして、小学校時代は『女のくせに』とよく私を蔑さげすんでいた堂本浩太はどこへ行った。どうすればあの生意気盛ざかりの男の子が、こんなイケメンチャラ男の女好きに変へん貌ぼうできる。

「くそっ！　この町に来るまでのことは全部忘れたつもりだったのに！」

「そんな黒歴史みたいに。過去は消えてなくならないんだよ」

「そのくらい知ってるわ！」

　叫さけぶように言って、それから堂本浩太ははっとしたように目を見開くと、きょろきょろと辺りを見回した。周囲を警けい戒かいしながら、恐る恐るといった様子で口を開く。

「……なあ、今日あいつは？」

「あいつ？」

　咄とつ嗟さに誰を指しているのか分からず問い返すと、堂本浩太は焦しよう燥そうを滲にじませながら口にする。

「篠しの宮みや斎以外にいねえだろ！」

　当たり前のように言われる。残念ながら読心術の心得はないので、分からなくても仕方ないと思うのだが、どうやら彼の中では仕方ないことではないらしい。

「今は家にいらっしゃるけど。今日は私一人だよ」

「ならいいけど。いや、よくはないけど。とにかく、売り上げに貢こう献けんしてさっさと帰れ。何なら何も買わなくてもいいから帰れ」

　店員の言葉とは思えないが、堂本浩太の言葉にいちいち耳を傾かたむけていれば何もできなくなる。よって、それについては無視することにした。

「相変わらず斎さまのことが苦手なんだね」

　思えば初等部の頃、斎さまの顔を見かける度たびに逃にげ出すようになっていた。

　どうしてこんなに仲が悪いのだろう。『君と紡ぐ物語～サクラの記憶～』では、条件を満たせば攻略対象キャラが登場する。攻略するつもりがなくてもランダムで登場して会話をする機会があり、堂本浩太とも何度か会話イベントをこなしたことがあったはずだ。

　その中で他の攻略対象キャラの話題が上がることもあるのだが、斎さまと堂本浩太は特別親しげではない代わりに、特別険悪そうな様子もなかったように思う。

「別に苦手じゃねえし！　嫌いなだけだし！　大体おまえが悪いんだろ！」

「私が？」

「おまえがあいつに泣きつくから」

　何故ここで私が引き合いに出される。あと、愚ぐ痴ちった記憶はあるが、さすがに泣きついた記憶はない。

「俺は、今も昔もおまえに興味なんかない！」

「知ってるよ、そんなこと」

　少しでも興味があれば、他の女の子と同様、せめてもう少しばかり優しくしてくれることだろう。すると、堂本浩太は何とも言えない顔をした。

　硬かたいゴムを嚙みしめ、切れないことに納得がいかず、何度も口をもごもごと動かしているような、そういう顔だった。

「俺にとってはありがたいけど、その鈍さはやばいぞ……」

「何がやばいの？」

「……何でもない」

　急に疲れた顔をして、一つ大きな溜ため息いきを吐ついた堂本浩太はレジのカウンターへ戻っていった。どうやらもう、私の相手はしてくれないらしい。

　仕方なく、私は気になっていた季節限定の苺いちごのロールケーキを三つ手に取り、レジに持っていった。事務的に、ただし笑顔は一切なく応対してくれた堂本浩太によって、値段が表示される。

　小こ銭ぜにを取り出していると、その間に袋詰めをしてくれた。それを受け取り、手渡された釣つり銭せんも財さい布ふにしまう。礼を言って立ち去ろうとすれば、堂本浩太はどこか疲れたような調子で溜息まじりに口を開く。

「おまえが恋に悩む日なんて、一生こないと思ってたわ」

「サイボーグじゃないんだから、そういうときもあるでしょ？」

　至し極ごくまっとうな返答をしたつもりだが、何故か堂本浩太はチベットスナギツネみたいな顔をしていた。
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「ただいまあ」

　実家にいた頃の癖そのままに、マンションの玄関を開けて呼びかける。すると、靴くつを脱ぬいでいるうちに正面に位置するリビングの扉が開いた。

　制服からラフな格かつ好こうに着替えた斎さまが顔を出したので、珍めずらしいな、と思う。ただいまの言葉に応こたえてくれても、わざわざ玄関まで迎むかえに来てくれることはこれまでなかった。

「おかえり。どこ行ってたの？」

　その質問に、私の中で疑問符ふが浮かぶ。家を出る前にコンビニに行く、と伝えておいたはずなのだが。

「コンビニですよ？」

「それにしては時間がかかってたけど」

　スリッパを履はき、斎さまの言葉に耳を傾け、ようやく、認識の違いに気付いた。

「マンションの前のじゃなくて、散歩がてら別のコンビニに行ってたんです。ここの季節限定のロールケーキが食べたくて」

　そう言って手に提さげていたビニール袋を掲かかげる。ビニール袋のロゴを確認した斎さまは納得したのか、そう、と一つ頷うなずく。

「それならそう言ってほしい。心配する」

　心配してくれるのか、と不ふ謹きん慎しんながら嬉うれしく思った。同時にずるい、と恨うらみ言ごとが浮かびそうになる。斎さまが内側に入れた人間に案外優しいことを知っていても、その優しさを当たり前になんて思えなくて、一つずつ大切に受け取ってしまう。

　端たん的てきに言って、勘かん違ちがいしてしまいそうになる。積極的に人と関わる人ではないからこそ、好きだと自じ覚かくした途と端たん、些さ細さいなことに意味があるのではないか、と夢を見てしまいそうだった。

　斎さまにはちゃんと好きな人がいると、分かってはいても。

　色めき立ちそうな気持ちと落ち込みそうな気持ちが半分ずつ。その両方を抑おさえて「気を付けます」と告げれば斎さまは身をひるがえし、リビングへと戻っていった。

　私は洗面所で手を洗ってから同じ扉をくぐり、キッチンの冷蔵庫にロールケーキを入れる。

「斎さま、何か飲みます？」

　一方的な若じやつ干かんの気まずさを感じつつ、いつもの調子でそう問いかけ、戸棚を漁あさる。買ってきたロールケーキを食べたいな、という誘ゆう惑わくに駆られたが、あれは食後に三人で食べるのだ。いかんいかん、と揺ゆらぎそうになる決意を必死に支える。

「紫緒は何か飲む？」

「んー、私はミルクティーですかね。アイスの」

　本当は飲まずにキッチンにいたかったが、いつもの自分らしさを意識してそう伝える。

　ガムシロップを多めに入れた甘いミルクティーが飲みたい気分だった。無糖も飲めないことはないのだが、甘いものの方が好きだ。無糖を美お味いしいと思えるようになるには、まだまだ修業が足りないらしい。

「じゃあ、俺も」

「ガムシロップは入れます？」

「うん」

　聞けば肯こう定ていが返る。私は手早くティーポットにお湯を注そそぎ、蒸むらす間にグラスに氷を入れる。頃合いを見て、紅茶とミルクを注いだ。

　小さめのお盆ぼんに二人分のグラスと、ガムシロップを入れた小さな籠かご、コースターを載のせてリビングまで運ぶ。

　リビングのローテーブルに運んだグラスを置き、意識しているのを悟さとられないように斎さまの隣に座った。恋心を自覚して以来、なるべく近くに寄りたくなかった。

　動揺しない自信はないし、どうして今まで平気だったのか分からないくらい緊張する。けれど、距離を置いて気持ちを悟られる方が嫌だったので、笑顔を貼りつけ、何でもない顔をしていつものように座った。

　今面と向かって振られたら立ち直れない。ついでに、振られた状態で三年間一つ屋根の下とか地じ獄ごくすぎて耐えられない。

　斎さまに知られる前に、この恋心を消してしまいたかった。

　とりあえず、今の私にはミルクティーを飲み干ほし、素早くこの場を離れることが大切だ。飲み干しさえすれば、夕飯の支度を理由にすぐにこの場を離れても不自然ではない。

「紫緒」

「は、はいぃ！」

　早く斎さまから離れることだけに意識が集中していたために、急に名前を呼ばれて驚いた。肩かたが大おお袈げ裟さに跳はねる。グラスの中身を零さなくてよかった。

「そんなに驚くとこ？」

「い、いやあ、ははは……ぼうとしてまして……」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするが、斎さまの怪訝そうな顔が解消されることはない。けれど、それについてはもう触ふれることはなく、彼は先程の呼びかけの続きと思われるものを口にした。

「……まあいいけど。そんなことより、分かった？」

「何がです？」

「俺の好きな人。泰やす成なりにも聞いたみたいだけど」

　心臓を鈍どん器きで殴なぐられたような気分だった。私の気持ちなんて知る由よしもない斎さまは、あまりにも軽々しく言う。

「……分かりませんよ。教えてくれないと」

　少し、拗すねるような気持ち。斎さまに対してそんな風に思うのは初めてだった。斎さまのことを崇あがめ奉たてまつってイエスマンを務つとめているが、こればかりは繊細な問題なのだ。感情が先走って、不満が顔に出てしまいそうだった。

「斎さまの好きな人はどういう人なんですか？」

　そう聞いたのは、素す敵てきな人だと思って諦あきらめをつけたかったのか、それともケチをつけられる部分を見つけようとしたのか、自分でもよく分からない。

「どうって……」

　斎さまは悩ましげに一度言葉を切り、私の顔をじっと見つめた。どんな発言が飛び出してくるだろう、と身構えていると、ふいっと顔を背そむけてしまう。視線を落とした横顔の、睫まつ毛げが頰に影を落とす様子に目を奪われた。

「普通の子だよ。……致ち命めい的てきに鈍くて馬鹿で察しが悪くて思考回路おかしいけど」

　どう聞いても『普通の子』とは思えない発言だった。

「それ、普通の子ですか？」

「普通だよ。たまに理解不能なだけで」

　少しばかり不満げに斎さまが言う。その理解不能さで振り回されたことがあるのかもしれない。苦にが虫むしを五十匹くらい嚙かみ潰つぶしていそうな顔だった。

　その人の何がいいんだろう……と思わず遠い目をしたくなっていると、斎さまはただ、と付け足す。

「よく笑って、俺のために泣いて怒るんだ」

　独ひとり言ごとのような言葉。足元へ視線を向ける斎さまの目には、何が映っているのだろう。その横顔があまりにも真剣で、真まっ直すぐで、悟らずにはいられなかった。

　斎さまの心には、その子のためだけの場所があるのだ。

「俺はそれだけでいい」

　それだけがすべてだと言うように、彼の言葉がリビングに満ちる。

　完かん敗ぱいだ。完敗だ。最初から同じフィールドに立ててすらいなかったけれど。なんて間抜けなことだろう、と思った。

　ヒロインと出会って幸せになってほしい、なんて。ひどい独ひとり善よがりだ。自分勝手で、押しつけがましい私の願望でしかない。

　そんな出会いなんてなくても、斎さまはきっともう幸せだったのだ。そこまで心を傾けることができる相手に出会えているのだから。

　これだけ同じ時間を過ごして、その相手すら誰かも分からない私は、さぞ間抜けだろう、と思う。少なくとも私にとっては、これ以上ないほどみっともなくて滑こつ稽けいだった。
















「……そうですか」

　呟いた相あい槌づちは、どういった調子で響いただろうか。自分ではよく分からない。けれどそれもどうか、許してほしい。

　失恋を再確認したのだから、動揺して悲しむ権利くらいあると思った。
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　天気予報の降こう水すい確かく率りつを信じてもいいのかと悩むような、何とも中ちゆう途と半はん端ぱな曇どん天てんの日だった。今にも泣きだしそうな厚い雲くもが空を覆おおい、けれど降水確率は四十パーセントとはっきりしない。傘かさを持っていくべきか、どうにも決めかねる天気だった。

　今度折りたたみ傘を買おう、と半なかば現実逃とう避ひのように考える私は、現在非常に追い詰められていた。

「なんで避さけるんだ」

　斎いつきさまは苛いら立だたしげに眉まゆを顰ひそめる。現在の状況、壁ドン。壁ドン再び、である。しかも、ここは自じ宅たくマンションの玄げん関かん。背中には玄関の扉とびら、顔の横には斎さまの腕うで、正面には今日も麗うるわしい斎さまのご尊そん顔がん。逃にげ場がないにも程がある。

　助けを求めようにも、頼みの綱つなとなる兄は朝早くに家を出てしまった。何でも、枯かれる一方になっていた学校の裏庭にある花か壇だんの世話を任せられたらしい。仁に王おう像ぞうの見た目に反してそうした繊せん細さいなものが好きな兄は、喜き々きとして引き受けたようだ。

　何となく既き視し感かんを覚えるなあ、と思いながらその話を聞くと案あんの定じようだった。その花壇の世話を愛あい花かちゃんが手伝ってくれて、よく話すようになったと言う。

『君と紡つむぐ物語～サクラの記き憶おく～』のイベントの一つである。一人で花壇の世話をする宮みや下した泰やす成なりの姿を偶ぐう然ぜん見つけたヒロインが、それをきっかけに手伝うようになり、花壇を通して仲を深めるための取っかかりとなるイベントだ。普段怖い顔が標準となっている宮下泰成の、花に向ける優しい目をしたスチルが手に入る。

　さすが、と言うべきか。愛花ちゃんは順調に宮下泰成ルートを攻略しようとしているらしい。このままでは近いうちに愛花ちゃんを『お義ね姉えさん』と呼ぶことになりそうだ。愛花ちゃんの好意は、端はたから見ていて分かりやすい。

　しかし、恐おそろしいことに兄には全くその発想がないようだった。その容よう姿しで女性に避けられ慣れているためか、兄は恋愛に対して消極的である。ゲームでも、あっさりと友好的な態度を示しても、そこから恋愛に繫つながるまでが異常に長いのだ。愛花ちゃんも苦労しているだろうと思う。

　少し前ならば、愛花ちゃんを取らないで！　と大いに焦あせっただろう。今はそんな心の余裕もなければ、見知らぬ誰だれかに向いた斎さまの想いは、簡単に揺ゆらぐものではない、と嫌いやでも理解できている。

「もう一度言う。なんで、俺を避けるんだ」

　間近に迫せまった斎さまの顔から逃げるようにぐるぐると目を回し、最終的に俯うつむいた。確かに私は斎さまを避けていた。叶わない恋と向き合うために、受け入れるために、諦あきらめるために。もう少しだけ時間が欲しかった。

「さ、避けてないですよ……？」

　それなのに、苦しすぎる噓うそを吐つく。案の定それはすぐに見破られ、噓吐け、と吐き捨てるように言われた。

「じゃあ、なんで目を逸そらす。用事がなければ部屋に籠こもりきりで、教室からもすぐ逃げる」

「逃げてません。それに、あの、遅ち刻こくします」

「そんなことはどうでもいい」

　よくない、よくないから離れて！　と叫さけびたい気持ちだった。

　だって、顔を合わせれば泣きたくなる。みっともなく泣き縋すがってしまいたくなる。それだけは絶対にできない。感情的になって、いつどこで好きだと、ぽろっと漏もらしてしまうか分からない。

　っていうか、壁ドンって！　ここが乙女おとめゲームの世界で斎さまがその世界の人間と思っていたときは、攻略対象だしそのくらいは普通と思っていたけど！　自分の『好きな人』だと思うと壁ドンって！　恥はずかしい！　壁ドンは二次元に限る！　三次元ではダメ、絶対。やったね、一つ賢かしこくなったよ！

「何か不満でもある？」

「そんなんじゃ……」

「じゃあ、なんで」

「いや、そのぅ……」

　間近に感じる斎さまの視線から何とか逃げおおせようと目を泳がせれば、壁ドンとは反対の手で勢いよく顔を摑つかまれた。

「目を逸らすな」

　顔を固定され、斎さまが斜ななめ上から目を合わせてくる。

　やめてほしい、と思った。他の誰かを好きなくせに、こんな間近で触ふれたり見つめたりなんて、しないでほしい。

　求めたくなってしまう。願いたくなってしまう。けれど当たって砕くだけろ、と思うほど私は潔いさぎよくないし、当たって砕けて気まずくなったらもう立ち直れない。

「むっ、無理です……！」

　私は咄とつ嗟さに突き飛ばした。斎さまはたたらを踏ふんだ程度だったが、私の顔を摑んでいた手を離させることには成功する。

　その隙すきに後ろ手に玄関の扉を開き、外に出る。距離を取れてようやくまともな呼吸ができそうだった。

「ちょっと待ってください！　ほんとに待って！　時間をください！　もうちょっとしたら、ちゃんとするので！」

　た、たぶん。そのもうちょっとがどのくらいかかるかは未知数だけども。

　私はそれだけ言い切ってその場から逃げ出す。斎さまが家の鍵かぎを閉めるうちに、ある程度の距離を取ることができるだろう。

「紫し緒お！」

　呼び止められても止まらなかった。自分の気持ち程度のもので、斎さまのお側付きという名めい誉よさえ放ほう棄きしてしまう自分が情けなくて、余計に気落ちする。

　それでも、これ以上顔を合わせることは、今の私には不可能だった。
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　昼休みになるとすぐ、私は弁当とスマートフォンだけを持って教室を飛び出した。

　授業の合間の休み時間はトイレに行くなどして、常に向けられる斎さまの視線から何とか逃れていたが、昼休みの間中、トイレに籠もっているのも辛つらすぎる。

　それでも深く追つい及きゆうされたくなかった私は、本格的に逃とう亡ぼうすることを選んだ。逃亡先は愛花ちゃんのところである。

　すでにメッセージアプリで一緒にお昼を食べよう、と誘さそっていたので、一組の教室を覗のぞいて愛花ちゃんに声をかけ、一緒に北館校こう舎しやの裏庭に向かう。ちなみに、堂どう本もと浩こう太たは教室にはいなかったので、隣のクラス訪ほう問もんを大おお仰ぎように嫌がられることはなかった。

　北館の校舎裏は日当たりが悪い。しかし、その分涼すずしくもある。初夏である五月末はちょうどいい気候なのだが、それでも誰も寄りつかない。悲しい話だが、顔の怖い兄がせっせと花壇の世話をしているので、余計に愛花ちゃん以外の生徒は近寄りがたくなっているのではないだろうか。

　兄と親しくなりたい愛花ちゃんとしては万ばん々ばん歳ざいかもしれない。

「草抜きして、耕たがやしたの。小石も除よけたし。随ずい分ぶん綺き麗れいになったでしょ？　今ね、宮下先生と何を植うえようか、って相談してるの」

　すごい。顔が怖い割に結構気が小さく、人見知りな兄とすっかり親しくなっている愛花ちゃんすごい。乙女ゲームヒロインの対人関係スキルが高すぎる。

「何がいいかな？」

「うーん、マリーゴールドとか？　何か、学校の花壇で咲いてるイメージ」

「マリーゴールドかあ。可か愛わいいよね。先生に相談してみる」

　その光景を思い浮かべているのかもしれない。花壇を眺ながめる愛花ちゃんの目が、穏おだやかに細められた。可愛いなあ、と思う。斎さまのヒロインではなかったけれど、愛花ちゃんはやっぱり可愛い。恋に対して誠せい実じつで、自分の気持ちに素す直なおなのだ。

　斎さまのお相手はやっぱりこういう女の子がいいなあ、と思う一方で、今となってはたとえ愛花ちゃんが相手でも私はショックを受けるんだろうな、と悟さとり、余計に落ち込みそうになる。

　すべての理性に喧けん嘩かを売るスタイルの恋って怖い。

「ねえ……篠しの宮みやくんと何かあったの？」

　少し思案する様子を見せたが、結局愛花ちゃんは率そつ直ちよくな疑問を私へ向けた。

「な、何かって……？」

「分かんないけど、落ち込んでるみたいだから。紫緒ちゃんがそんなに動どう揺ようしたりするのって、篠宮くんのことでしょ？」

　思考回かい路ろを完全に把は握あくされている。すべてを受け入れるマリア様のような貫かん禄ろくは、さすが乙女ゲームヒロインと言えるだろう。包容力がカンストしている。

　そして、きっと私の斎さまへの気持ちも悟られているのだろう。この間否ひ定ていしたばかりなのになあ、と苦笑するしかない。

「私が勝手に気まずくなってるだけなの……ちょっと距離を置けば落ち着くと思うんだけど」

　むしろ落ち着かなければ困る。このままでは、斎さまのおそばにお仕つかえすることも困こん難なんになるのだ。彼のために生きたい、と思っていたのに、その最大の願いも叶わなくなってしまう。

「そっか……」

　愛花ちゃんは相あい槌づちよりも、もう少し情感を込めてそう口にする。

「早く落ち着くといいね」

「うん、うん。本当に」

　膝ひざの上に広げた、お弁当のミートボールを手にしたフォークで刺さしながら、篠宮くんも、と愛花ちゃんが呟つぶやく。続きが知りたくて顔を向ければ、愛花ちゃんは持ち上げかけていたミートボールを一いつ旦たんお弁当箱の中に戻して言葉を続けた。

「篠宮くんもきっと、寂さびしいよ」

　それはちょっと自信がなかった。彼が幼おさない頃ならば、或あるいは彼の片思いを知るまでならば、そう思えたかもしれない。けれど、片思いの相手に斎さまがどれだけ心を傾かたむけているかを知った。まるで自分のすべてであるように『それだけでいい』と語った。『それだけ』に掠かすることさえ叶わない私の存在は、如い何かほどのものだろうか。

「そうかな？」

「そうだよ」

　ひどく情けない顔をしていると思う。そんな私に、愛花ちゃんは頼もしいくらいはっきりと言い切った。

「篠宮くんの好きな人は別にいるって言っていたけど、それでも篠宮くんが紫緒ちゃんのことを大事にしてるのは、見てて分かるよ」

　まるで諭さとすように、愛花ちゃんはゆっくりと語りかける。

「だから、そんな大事な相手にあんまり距離を置かれたら寂しいよ。わたしならすごく、悲しいな」

　愛花ちゃんの言葉に、少しだけそうならいい、と思ってしまった。斎さまがそう思ってくれるくらい、私の存在に意味があればいい。

　けれどそれは、随分傲ごう慢まんな願いだ。私の価値の証明のために、斎さまに傷ついてくれと言っているようなものではないか。

「……私はだめだなあ」

　思わず呟けば、だめじゃないよ、と愛花ちゃんがすぐに慰なぐさめてくれた。

「綺麗な自分で綺麗な恋をしたいけど、きっとそれは恋とは呼べないんだね」

　だから恋をしているのなら普通のことだと、暗に伝えてくれる。やっぱり愛花ちゃんにはばれているんだなあ、と思うと少しだけ救われた気分になった。
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　視線が刺さる。

　私は固い決意を持ってその視線を無視した。無視されていることにも気付いているだろうに、視線の主ぬしである兄は諦めず私に向かってチラチラと目を向ける。

　普段、和なごやかな空気が流れる夕飯の席は、重い沈ちん黙もくばかりが落ちていた。その原因は言わずもがな、と言うべきか私と斎さまにある。兄には完全なとばっちりで気まずい思いをさせていた。

　私は斎さまを避けていた。そして今では斎さまも私と目を合わせないし、口も開かない。まともに斎さまと向き合うことのできない今の私には願ったり叶ったりの状況であるのに、彼の態度に傷つく自分自身が情けなくて申し訳なかった。

　チラ、とまた兄からの視線が飛んでくる。

　兄の視線にはこの空気を何とかしろ、という意い図とが込められているように感じるが、何とかできるならそもそも初めからこんな空気を作ったりしないのだ。

　今日の夕飯はピーマンの肉詰めにジャガイモの明めん太たい子こソースがけ。きゅうりとワカメの酢すの物、コンソメスープと白米である。

　普段と同じように調理をしたはずなのだが、何だかあまり美お味いしく感じない。味が薄いというか、味を遠くに感じてしまう。

　浮かない気持ちがそう感じさせるのだとは分かっていた。視線は常に斜め下であり、自分のランチョンマットの上の食事しか視界に入っていない。

　このままではいけないことは分かっている。それでも、愛花ちゃんにも言ったが、時間さえあれば落ち着くと思うのだ。だから、もう少しだけ待ってほしい。急に自覚した恋心を嚙かみ砕くだいて吞のみ込んで受け入れるには、今しばらくの時間が必要だった。

　とりあえず落ち着こう、とお茶の入ったピッチャーに手を伸ばす。冷たいプラスチックの感かん触しよくがすると思ったのに、指先は存外温あたたかいものに辿たどり着いた。

「……あ」

　驚いて顔を上げる。そうしてようやく、指先に触れたものがピッチャーではなく、斎さまの手の甲だということに気付いた。考えるよりも先に、反はん射しや的てきに自身の手を弾はじかれたように引き戻す。触れた指先をなかったことにしたくて、反対の手で押さえて隠かくした。

　未いまだピッチャーに手を触れたままの斎さまは、目を見開いて固まっていた。私の過か剰じような反応に啞あ然ぜんとしている様子だった。

　それから、ゆっくりと顔が歪ゆがむ。眉み間けんに皺しわを寄せた顔は、これまで見たことがないくらい不ふ機き嫌げんそうだった。小さな頃の嫌けん悪お感かんも露あらわの顔など、比くらべ物にならないほど。

「紫緒」

　低い声で名前を呼ばれて身体からだを揺らした。何故か隣に座る兄まで身体を震ふるわせている。

　息を吞んで返事もできないうちに、斎さまはダイニングテーブルに手をついて立ち上がった。夕飯はまだ半分近く残っている。

　自身の席を離れ、テーブルを回り込んで隣に立った斎さまは、私の二の腕を摑んで強引に立たせた。

　摑まれた腕が痛い！　無言で見下ろす目が怖い！　その拍ひよう子しに私の箸はしがテーブルの上から落ち、フローリングの床に音を立てて転がっていく。不吉だ。

「い、斎さま……？」

　呼ぶ声に返事はなく、斎さまは私を無理矢理引きずっていった。兄の焦ったような上うわずる声が聞こえたが、当然のようにそれも無視している。私は衝しよう撃げきと焦りでそれ以上何も言葉を発せられなかった。

　腕を引かれて連れて行かれたのは斎さまの部屋だ。室内に押し込まれると部屋の扉をきっちりと閉め、斎さまが私を振り返る。緊張と現状の訳の分からなさから腰こしを抜かしそうになるが、何とか堪こらえた。

「いい加減にしろ」

　きゅ、と心臓が縮まったのが分かった。怖い。本気で怒っている。これまで怒られたと思ったことは何度もあったけれど、そんなものは暴ぼう走そうしすぎたのを『叱しかられた』程度で、本気で怒られたことなどなかったのだと悟る。

　それくらい今の斎さまからは怒りが滲にじんでいて怖かった。それでも腕は摑まれたままで、逃げ出しようもない。

「何かあるなら言えばいいだろ。何にも言わずに逃げてばかりで、腹が立つ」

「いっ……言いたいことがあるとか、そういうことじゃなくて……ちょっとだけ距離を置きたいというか……」

「何で」

「……」

　あなたのことを好きだと気付いてしまったから。そんなこと、言える訳がない。失恋にも、失恋したあとの気まずさにも、まだ心の準備ができていない。

「なんで言わない」

「それは……」

　一生気付かないままでいたかった。自分の気持ちなんて。そうすれば、こんな風に揉もめることもなかっただろう。いつか嫌でも紹しよう介かいされる斎さまの未来の恋人も、疑問に思うことなく受け入れたかった。

　それなのに、どうして今いま更さら、気付いてしまったのだろう。彼を幸せにしてくれるかもしれない女の子の存在に怯おびえてしまうような、浅ましい恋心になんて。

　気付かなければきっと、笑って祝福できたのに。

「俺のことが、」

　言葉を発しかけ、斎さまは一度深い呼吸をしてそれを吞み込む。ゆっくりと息を吐くように続きの言葉を口にした。

「……俺のことが嫌きらいになった？」

「なっ！　そんな訳……っ！」

　思わず顔を上げれば、途と端たんに斎さまと目が合う。表情からは、すっかり怒りの色が消えていた。

　唇くちびるを引き結ぶその表情を、久しぶりに見た。幼い頃のような、強がりの顔。傷ついているのに、先に拒きよ絶ぜつすることで虚きよ勢せいを張る、幼い自じ己こ防ぼう衛えい。

　斎さまは出で逢あったばかりのあの頃、そんな表情ばかりを見せていた。拒絶されて尚なお、求め続けるほど彼は強くも愚おろかでもなかった。

　だから私は、この人を幸せにしてあげたいと思った。その顔が、あまりに寂しかったから。ゲームでは彼のその孤こ独どくさえも魅み力りよくの一つだと思っていた。けれど、現実に唇を嚙んで孤独を払う斎さまに、とてもそんな風には思えなかった。

　ただ、切なかった。手を伸ばさずにはいられないくらい。

　それでも、どこかで私はこの手が届く訳がないと思っていた。ある意味この世の誰より遠い存在に思えた。彼はゲームの中の人、本来触れられるはずのない人。私が幸せにはしてあげられない人。

　だから、他人に願った。

　まだ出逢わぬヒロインが、きっと彼を救ってくれる、と。そうしたところにしか、斎さまの幸せはないのだと思っていた。

　けれど、ヒロインは別の人を想って、斎さまも彼女を求めていないのだとしたら、どうすればいいのだろう。誰が斎さまをちゃんと見てくれるのだろう。

　彼の好きな人は、斎さまの声を、仕草を、表情を。見み逃のがさないでくれるのだろうか。

「斎さま……」

　私よりも背の高い彼を見上げ続けると、視界が滲みそうになった。苦しげに眉を寄せた斎さまの目もまた、私を真まっ直すぐに見下ろしている。

　ヒロインではない、私の言葉や態度で、彼はここまで感情を揺らしてくれるのだ。そう思うと嬉うれしくて、嬉しいと思う自分が卑いやしい。

　薄く開いた唇から震える声が零こぼれる。私が何かを口にするよりも早く、斎さまが言葉を発した。

「俺は……好きなのに」

　都つ合ごうよく受け取りたくなるような言葉だった。今の状態ではけして聞きたくなかった。その言葉が私の求めるものではないと分かっているからだ。

　ずっと一緒に育ってきた。だからこそ向けてもらえる親しみが、今は辛い。

　それでも、これ以上避けることはできない。どんなに自分が息苦しくても、斎さまに悲しい顔をさせることほど自分を許せないことはなかった。

「私だって好きですよ。……斎さまより大切な人なんていません」

「……だから、そうじゃなくてっ」

　私の手首を握にぎる斎さまの手に、ぎゅっと力が加わる。言葉を荒あららげかけた彼は、一いつ瞬しゆんぐっと息を詰めると、大きな溜ため息いきを吐き出した。

　そのまま脱だつ力りよくするように私の肩かたに自身の額ひたいを載のせる。

「……俺からすれば、気付かない方がどうかしてると思うんだけど」

　そう前置きした斎さまは、怒ど涛とうのように畳たたみかけた。

「高校生にもなって好きでもない相手と手を繫いだりしないし、キスなんかする訳ないってちょっと考えれば分かるだろっ」

　ぐりぐりぐり、と載せられていた額を押しつけられる。急きゆう激げきに私の肩に重力が掛かった。重いし、若じやつ干かん痛い！　いや、そんなことよりも、話の方向性がおかしいような。

「大体、やることなすこと全ぜん肯こう定ていされて、どんなに邪じや険けんにしてもそばに寄ってきて、そのくせへらへらみっともなく笑って、好きになるなっていう方が難しいだろ」

　あまりの勢いに口を挟はさむ余地もなかった。早口の言葉をすぐに吞み込みきれなくて、受け取った言葉を脳のう内ないで処理しようとするが、追いつかない。私が混乱して目を白黒させているうちに、斎さまの言葉は続いた。

「紫緒といるためにどれだけ必死だったと思ってるんだ。嫌いだった家庭教師の時間も増やしたし、望まれる以上の結果を出すために足あ搔がいた。それも全部紫緒といるためだろ？　紫緒がいるから楽しいと思うし、桜も、花火も、紅葉もみじも、雪も。紫緒が隣にいるから綺麗だと思うんだ。──はい、ここまでで何か質問は！」

「あ、ありません！」

　生徒に出題する教師のような問いかけに、思わず反射的に返答してしまった。告げられた言葉が頭の中でぐるぐると巡る。

　何だか、思いもかけない、私にとってかなり都合のいいことを言われたような……？

　あれ、……うん？　──は？

「は……？」

　間抜けな声がそのまま出た。今、斎さまは何を言った？　何の話をしている？　この流れから察するに……？　いやいや、自うぬ惚ぼれほど痛くて悲しいものはない。

「な、何を？」

「ここまで言わせてまだ分からないなら、本気で頭が心配なんだけど。ああ、前からか」

　ひどい言われようである。だ、だって、それだとまるで。

「紫緒のことが、異性として好きだよ」

　そして、誤ご魔ま化かしようがないほどはっきりと告げられる。夢みたいな言葉に、私は咄嗟に声を上げた。

「う、そ！」

　叫ぶように言う。途端に見上げる斎さまの顔が不ふ快かいそうに歪んだ。

「噓って何」

「だって、好きな人は致ち命めい的てきに鈍にぶくて馬ば鹿かで察しが悪くて思考回路がおかしい、って言ってたのに」

「自分が致命的に鈍くなくて、馬鹿でも察しが悪い訳でもなく、思考回路がおかしくないとでも？　自惚れるな」

　鼻で笑うように言われた。馬鹿にされている！　私の耳と脳が作り上げた妄もう想そうでないのなら、私は今告白的なことをされたはずなのに、それ以上に馬鹿にされている！　す、すっすっすっ好きって言ったのに！　好きな人に対する態度ではないと思うんですけど！

「ひ、ひどい……」

　心にダメージを受けながら斎さまの言葉を反はん芻すうする。つ、つまり、斎さまが十年も思い続ける世界一幸せな女は──私、だということ？　そこまで考え、顔が爆ばく発はつしたんじゃないか、と思うくらい一気に頰ほおが熱くなった。

　斎さまは気持ちを落ち着けるように、一度ゆっくりと息を吐く。

「……とにかく、言いたいことがあるならちゃんと言って。距離を置きたいなら、もうそれでもいい」

　摑まれたままだった腕がようやく解放される。

「でも、裏切ったら許さない」

　斎さまの言う『裏切り』が何に当たるのか、私には分からない。ただ、彼が私を想ってくれていることはよく伝わった。

　斎さまの恋人は、彼をきちんと見て、彼を一番に想ってくれる、ヒロインのような人でなければいけないと思っていた。斎さまを、誰よりも幸せにしてくれる人。私はヒロインではないから、そんなことはできないと思っていて、恋をしても斎さまの気持ちを自分に向けてほしいとは思わなかった。向けられる、とも。だけど、

　私でいいんだ。

　斎さまを一番に想うのも、そばにいるのも、一緒に幸せになるのも、私でいいんだ。

　だって、こんな私を、ヒロインでも何でもない私を好きだと言ってくれる。他の誰でもなくて、私にとって世界で一番素す敵てきな男の子が。

　心の底からの幸福が、じわじわと滲んでいく。

　ずっと遠い存在だと思っていた。けれどそれは、私が勝手にそう思い込んでいただけで、本当はここにいたのだ。ずっと手の届く場所にいてくれた。

　溜ため込んでいたものを吐き出したからか、幾いく分ぶんすっきりした顔で中座した食事に戻ろう、と斎さまは部屋の扉を開けようとする。その服の裾すそを摑んで、慌あわてて引き止めた。

「あ……の！　……わ、私も、好き……です」

　私はこれまで斎さまのことだけを考えて生きてきた。つまり恋をするのなんて斎さまが初めてで、告白めいた言葉を口にするのもまた、初めてのことだった。

　一気に体温が上がり、顔だけではなく耳や首まで熱い。自分の顔が真まっ赤かになっていることも容よう易いに想像がついた。冗じよう談だんみたいに声が震える。

　私の言葉に、部屋を出ようとしていた斎さまが振り返る。その顔が優しく微笑ほほえんでいて、ほっと安心して見み惚ほれそうになった。

　しかし世間は、というか斎さまはそう甘くはない。

「ぐぁっ！」

　ガッと音がしそうな勢いであごを摑まれる。当然のことながら痛い。ものすごく痛い。痛い痛い痛い。

「そういう、お情けいらないから」

　お情けとはどういう意味か。とりあえず、今にも舌した打うちでもしそうな斎さまの顔で、私の気持ちがちっとも伝わっていないことだけはよく分かった。

　存外あっさりあごを解放してくれた斎さまは、はあ、と大きすぎる溜息を吐く。

「紫緒がそういう意味で俺を見てなかったことは、ちゃんと理解してる。だからって見逃すつもりはないけど。……急がないようにするから、そのためにも思わせぶりなことはしないでほしい。甘い餌えさだけチラつかされる方が残ざん酷こくだ」

「思わせぶりなんて、私は……！」

「家同士の関係もあるし、俺が言ったら『はい』としか言いようがないのかもしれないけど」

　付け加えられた言葉に、私はぎょっと目を見開いた。何を言っているのか、この人は、とまで思った。それくらい彼の言葉はありえないことで、見当違いも甚はなはだしく、私はおそらく、初めて斎さまの言葉に本気で腹を立てた。

「私はっ……斎さまのことで家の関係とか、考えたことはありません。家のお陰かげでおそばにいられるとは思っていますけど、家の事情は手段で、理由ではありません」

　ずっとそんな風に思っていたのだろうか。そうだとすれば、そう思わせた自分のことがすごく情けないし、悲しい。

「私が斎さまのおそばにいたのは、斎さまのおそばにいたかったからです。あなたに笑ってほしくて、幸せになってほしくて、そのためにできることがほしくてそばにいたんです。少しでも家のことが理由だと思われているとしたら、それはひどい侮ぶ辱じよくです」

　きっかけは前世で愛した乙女ゲームの彼で、動どう機きは確かに不純だった。けれど、それからずっと寂しがりで強がりで頑張り屋な男の子のそばにいた。

　そうやって共に過ごして芽め生ばえた気持ちは、理由は、前世ではない、全部今の私のものだ。全部、斎さまが相手だから私の原動力となったのだ。家がどうの、だなんて理屈とはとんと縁えんがない。

　当たり前みたいにそばにいてくれて、当たり前みたいにそばにいさせてくれたあなただから、私は誰にもその隣を譲ゆずりたくないと思ってしまったのだ。

「分かってください」

　私は勢いに任せて斎さまに手を伸ばした。ほとんど胸むな倉ぐらを摑むようにして、強引に距離を詰める。ついでに背伸びをすれば、私の勢いに負けて斎さまの背中と後頭部が扉にぶつかった。痛かったらごめんなさい、と変に冷静な部分で思った。

「紫緒……何、」

　おそらく、何をするんだ、と続けられるはずだった言葉は不自然に途切れる。原因は単純明めい快かい。私が自分のそれで斎さまの口を塞ふさいだからである。いわゆる、なんて注ちゆう釈しやくをつける必要もないくらい『キス』としか言いようのない行為だった。
















　ごく短い時間で唇を離せば、珍めずらしく呆あつ気けに取られたような顔で、斎さまがこちらを見ていた。私は、泣きたくなるくらいの羞しゆう恥ち心しんを抑おさえ込み、おそらくは真っ赤な顔で宣言する。

「好きでもない相手とキスする訳ないって言ったのは、斎さまですよ」

　その考え方は私だって同じだ。触れたいと思うのは、胸むねの内で暴あばれるように主張するこの熱がすべての理由だった。

「あなたのことが好きです。大好きです。自覚するまで時間がかかっちゃいましたけど、ずっと私、あなたに恋をしていたみたい。今だって……」

　勢いに任せて言い切ったが、だんだん羞恥心に心が負けてきた。同時に、少しずつ視線が下がっていく。感情が昂たかぶりすぎていっそ泣いてしまいそうだった。これでも信じてもらえなかったら、今度こそ本当に泣く。

「い、斎さまも、本当に、本当に私のことが好きですか？　同じ、意味で」

　これ以上喋しやべれば声まで震えてしまいそうだ。息が苦しい。すっかり下へ向いていた顔を恐る恐る持ち上げれば、斎さまは未だに呆気に取られたような表情のままだった。

「……好きだ。他の人間なんて、考えられないくらい」

　その、呆ぼう然ぜんとした様子だからこそ、どこまでも本心だと分かる言葉に、私は思わず笑みが滲んだ。

　先程聞いた言葉が、聞き間違いでも私の都合のいい妄想でもない、と再確認できて、夢みたいな幸せに自然と頰が緩ゆるむ。

「紫緒、本当に？」

「もちろんです！　信じてくれますね？」

　少々の不安と共に見上げれば、彼はしっかりと頷うなずいてくれた。

「うん……そうか」

　すると、斎さまも呆然とした顔から力を抜いたような微笑みを浮かべ──何故か、急に真顔になる。

「えっ、ちょっ、な、何ですか？　何だか言いようもない不安を感じるので……」

　すが、という言葉は斎さまに吞み込まれた。キスをされたのである。正直、まだまだ羞恥心で溢あふれ返っているが、嬉しくない訳ではない。しかし、先程の不安は的中した。

　そのまま体重がかかり、私は尻しり餅もちをつくようにその場に座り込む。

「ちょっ、ちょちょちょっとぉおお！　な、なんで、服の中に手を突っ込もうとしてるんですか！　早い！　早すぎます！」

「紫緒に対して変に余裕を気取ってると、この手をすり抜けていってしまうことはよっっっく理解した。なので、ちょっと身体に分からせようかと」

「わあ、立りつ派ぱな悪役台詞ゼリフ！　でも勘かん弁べんしてください！　段階！　頼むから段階を踏ませてください！」

　必死で抵てい抗こうする。いくら好きな相手でもおいそれと差し出せるものではない、と分かっていただきたい。心の準備が必要なのだ。両想いを確認した数秒後に押し倒すって、いくらなんでも性急すぎだと思うの！

「むしろ紫緒は中等部のときに手を出されなかったことを感謝すべき」

「……もしや、あの頃冗談のノリで押し倒されたのって……！」

「まあ、冗談じゃなかったよね」

　遊びのつもりで受け止めていたあの行動は、そういう明確な意図があったのか！　と今更理解し、遅すぎる羞恥心が私の全身を駆かけ巡めぐる。

　そ、そうか、斎さまはあのときから私のことを好きでいてくれたから……と思う喜びと共に、身の危険に気付いていなかったことを理解して背中がぞわぞわした。

「俺はずっと我が慢まんした。それが紫緒のペースだと信じてずっと身を引いてきたんだから、そろそろご褒ほう美びがあってもいいと思うんだ」

　斎さまが笑う。見たことないくらい爽さわやかだった。清すが々すがしい、五月の風が感じられそうな笑顔。

「覚かく悟ごしろ」

　身体が後ろに傾く。今日も麗しい斎さまのお顔に、何故か『獰どう猛もう』という言葉が浮かぶ。

　え、えーと、あれっ？　恋人ってこんなに不ふ穏おんなものでしたっけ！
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　結論から言おう。私の貞てい操そうは守られた。

　どうやら廊ろう下かで部屋の中の様子を窺うかがっていたらしい兄の乱入によって、事なきを得たのだ。私を引きはがして斎いつきさまを宥なだめすかしていた兄は、ちょっぴり涙目だった気がする。私も斎さまも必死だったけれど、ある意味兄が一番必死だったかもしれない。

「旦だん那な様さまと奥様に申し訳が立たない上に、うちの父親が泣くからやめてください。あと気まずすぎて俺が無理」

　仕事が忙いそがしくてあまり家に帰らない父親だが、私のことをとても大切にしてくれている。私が生まれたときに母に似てよかった、と号ごう泣きゆうしていたらしい。怒るかどうかは分からないけれど、兄の言うようにおそらく、いや確実に泣く気がする。仁に王おう像ぞうみたいな顔して結構涙もろいのだ。

「よかったね」

　そう言って祝しゆく福ふくしてくれたのは愛あい花かちゃんだった。彼女はやはり私の気持ちをすべて理解していたようで、更さらに言えば斎さまの気持ちにも気付いていたらしい。それなのに私が、斎さまには他に好きな人がいる、と言っていたので不ふ思し議ぎに思いつつ様子を見ていたようだ。

「分かるよ。だって篠しの宮みやくん、いつも大切そうに紫し緒おちゃんのことを見てるもん」

　よく分かったね、と言った私に対する愛花ちゃんの返答がそれだった。嬉うれしいけれど、微び妙みようにむず痒がゆい気持ちになったものである。

　そんな愛花ちゃんは着々と兄との距離を詰めていっているようだ。先日は園芸用具を買いに一緒に出かけたらしい。生徒だから、と兄の方には今のところ恋愛対象として見ている様子はないが、時間の問題だろう、と思う。

『君と紡つむぐ物語～サクラの記き憶おく～』でも、その後徐々に距離が縮まっていくのだ。ヒロインという名の狩人かりゆうどにこれから兄がからめとられていくと思うと感かん慨がい深ぶかい。

　愛花ちゃんはきっと、兄のことを幸せにしてくれるだろうな、と思った。それは彼女が乙女おとめゲームのヒロインだからではなく、友人として過ごした時間が私にそう感じさせてくれた。

「引くわ。いや、まじで引くわ」

　そう言ったのは堂どう本もと浩こう太たである。斎さまといわゆる『恋人同士』になった私は浮かれきって、世間話の調子で彼にそのことをぽろりと漏もらした。

　それに彼は、はぁ？　と疑問符ふを飛ばした。今更何を言っているんだ、とのことである。

「あいつ初等部のときに何て言ったと思う？『あれは俺のモノなんだから部外者がちょっかいかけるな』ってな。どんなマセガキだよ」

　斎さまは本当に当時から好きでいてくれたんだ、と私の顔は分かりやすくニヤついた。だらしない顔を許してほしい。世間でいうところの『今が一番楽しい時期』なのだ。満まん喫きつさせてほしい。

　緩ゆるみきっただらしない顔に対し『きもい』『うざい』と繰くり返していた堂本浩太が、ふと私の後ろを見て顔を青くした。

　それから『じゃあな！　二度と俺に関わるなよ！』と捨て台詞ゼリフのような言葉を吐き捨ててその場から去っていく。

　どうしたのかな、と後ろを振り返れば斎さまが立っていた。名前を呼ぼうとして、それよりも早く頰ほおをつままれる。

「いたいふぇふ」

「あんまりあいつと話すんじゃない」

　以前にも似たようなことを言われたことがある。そのときはよく分かっていなかったが、今ではちょっとした喜びまで感じてしまう。斎さまは嫉しつ妬としてくれているのだ。

　つねられたままでも笑う私に呆あきれたように一つ息を吐いて、斎さまは頰をやっと解放してくれる。

「帰るよ」

　大きく頷うなずいて、二人で一緒に昇しよう降こう口ぐちへ向かった。今日の夕飯は何にしようか、なんて話をして、それじゃあ帰りについでにスーパーに寄ろうか、と予定を決める。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替えて校門を抜けると、当たり前みたいに斎さまが左手を差し出してくれる。その手を、当たり前に取る権利を私は得たのだ。

「何、にやにやしてるの」

　抑おさえきれない喜びが顔に出ていたのだろう。斎さまに笑いながら指し摘てきされる。ぐふふ、と吞のみ込みきれなかった笑い声を漏もらし、私は正直に告げた。

「幸せだなあ、と思いまして！」

　乙女ゲームの世界、なんて冗じよう談だんみたいな場所で出会った。けれどこの世界は冗談でも偽にせ物ものでもなくて、それを証しよう明めいしてくれるのはいつだって繫つないだ彼の温ぬくもりだった。

　ずっと彼のためのキューピッドになりたかった。彼を幸せにするのが私の使命だと思っていた。今ではとても信じられない。そんな風に考えていたなんて、まるで噓うそみたいだ。

　今ではとても、なれない。なりたくない。だって私こそが、この手をずっと斎さまと繫いでいたいと願っているから。

「斎さまが好きです」

　溢あふれ返る気持ちをそのまま口にすれば、私を振り返る斎さまの相そう好ごうが崩くずれる。そのあまりにも優しい顔が私にしか向けられないということを知ったのは、つい最近のことだ。

　繫いだ手を、強く引かれた。耳元に唇くちびるを寄せた斎さまは、囁ささやくような声で口にする。

「俺も。好きだよ」

　甘ったるい愛の言葉が嬉しくて、更にだらしなく頰を緩めそうになった、そのとき。視界の端はしを掠かすめた何かに、一いつ瞬しゆんで意識を奪われる。

　反はん射しや的てきにそちらに顔を向ける。あまりに勢いよく振り返った私と目が合ってしまったからだろう、そこにいた中学生くらいの男の子がびくっと肩かたを震ふるわせた。

　くるりと丸い目はあどけなく、愛らしい。美少女然とした容よう姿しの彼を少年であると主張できているのは、身につけている詰つめ襟えりの学生服だけだった。

　その、少年にしてはあまりにも可か愛わいすぎる顔。白しら咲さき高校のブレザーとは違う学生服。彼の姿を見て、私の中にある記憶が駆かけ巡めぐった。

　彼の名前は須す藤どう葵あおい。ヒロインより一つ年下で、来年度から白咲高校に入学する、攻略対象キャラクターの内の一人だ。性格は甘え上手じようずで弟属性を持っているものの、本人は自分の可愛すぎる容姿にコンプレックスを抱いだいている。

　ヒロインが休日に何度か一人でショッピングに行くことで、出会う条件を満たすキャラクターだった。前世の私も何度か登場させたことがあっただろう。

　先程まで覚えていなかった記憶が怒ど涛とうの勢いで蘇よみがえり、思わず慣れた思考のまま言葉が口を衝ついて出た。

「斎さまの恋のライバル！」

　その声は、思いの外ほかはっきりしたものとなる。見ず知らずの女子高生に突然視線を向けられた須藤葵はまた身体からだを震わせ、慌あわててその場から立ち去って行った。彼の背中を見送って、私は思わず息を吐く。

　斎さまとお付き合いをするようになって、すっかり他の攻略対象キャラに対する興味は薄れた。攻略に勤いそしむヒロインであるはずの愛花ちゃんは、兄をからめとるのに夢む中ちゆうであるし、その存在を意識することはなくなっていた。

　しかし、それでも出会うと思い出せるのだなあ、と自分に対しちょっと感心する。

「……は？」

　なんて悠ゆう長ちように考えていれば、隣から地を這はうような声が聞こえた。そう思えば繫いでいたはずの手に、ぎりぎりと力が加わってくる。い、痛い痛い痛い。

「俺のライバルって何。どういう意味？」

　油を差していないロボットのようにぎこちなく顔を上げれば、斎さまが、ひい！　恐おそろしい形ぎよう相そうをしている！

「い、いや、それは……」

「あっちが紫緒を好きか、紫緒があっちを好きかのどちらかじゃないとその言葉は当てはまらないと思うんだけど？」

　そっか、斎さまのライバルって私関係になるんだ……ってちょっと悦えつに入りたかったなあ！　目の前の斎さまが恐ろしい顔でぎりぎりと私の手を握にぎりつぶそうとしていなければ！

「あの、そうじゃなくて、言葉の綾あやというか、癖くせが抜けきらなかったというか……」

「紫緒」

　すると、先程までぞっとするほど低い声しか出していなかった斎さまが、唐とう突とつに甘さを含んだ声で私の名前を呼んだ。普段ならそれにニヤニヤと喜び勇いさみたいところだが、アップダウンの激しい態度は今以上に恐ろしいことが起こる前まえ触ぶれである。悲しいことによく理解していた。

「はっきりしろ」

　そして摑つかまれる顔面！　ばっちり決まるアイアンクロー！　私には素す直なおに悲鳴を上げることしかできなかった。

「っひっはーい！」

　間抜けな叫さけび声を上げて、私は悶もだえる。せっかく両想いになったのに、どうして今もアイアンクローを決められているのだろう。恋人同士って、もっと優しくて甘いものだと思っていたのになあ！

　キューピッドを卒業しても、穏おだやかな恋人同士となれるのはまだまだ先になりそうだった。











終　　　
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　初めまして、七なな海みちよと申します。

　本作をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　このお話は、元々ＷＥＢで掲けい載さいしていたものに大おお幅はばな加筆修正を加えたものです。

　簡単にこのお話を斎いつき視点で語るならば『相そう思し相そう愛あいだと思っていたのに、相手にはまったくその気はなく、あまつさえ他の女の子との恋愛を推すい奨しようされて絶対許さないし逃にがさない』となるお話です。

　ショックのあまり色々と行き過ぎた部分もあるかと思いますが、広い心で憐あわれんでいただければ幸さいわいです。

　斎の他にも、猪ちよ突とつ猛もう進しん型がた信者の紫し緒おに、恋の狩人かりゆうどの愛あい花か。事なかれ主義の兄に、常に気持ちが負けている堂どう本もと浩こう太たという面々ですが、少しでも好きになっていただけると嬉うれしいです。

　そんなキャラクターたちに、古ふる屋やモコ先生が美び麗れいなイラストをつけてくださいました。

　どのキャラクターも皆みな理想以上の輝かがやきで、とても魅み力りよく的てきです。古屋先生、ありがとうございます。

　あまりの美しさに、拝はい見けんしたときは思わず悲鳴を上げてしまいました。古屋先生に描いていただけて、私もキャラクターたちも本当に幸せ者です。

　この本を出すにあたり、沢たく山さんの方にお世話になりました。前ぜん述じゆつの古屋先生、あらゆることで支え、助けてくださった担当様、この本に携たずさわってくださったすべての方に感謝を捧ささげます。

　また、ＷＥＢからお付き合いくださった読者様。こうして今日まで書くことを続けてこられたのは、皆様のお陰かげです。

　書店等でこの本に興味を持ち、手に取ってくださった読者様。本作を皆様の日常に潜ひそませていただけてとても嬉しいです。

　本当に、ありがとうございます。

　それでは、皆様のご健勝とご多幸をお祈りしつつ、失礼させていただきます。





七海ちよ　　　










著
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Chiyo Nanami




関西在住。

食べるのと眠るのが好きな出不精。

冬は鍋が嬉しい。

鍋の白菜はくたくたに煮込んだもので、締めはうどんが好き。

乙女ゲームに限らず好きなキャラには焼肉を食べさせたい。
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